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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　深崎暮人
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　あとがき







　プロローグ　これまでとこれから







　思い返してみれば、今まで随ずい分ぶん多くのことがあった気がする──ナイトはゆっくりと反はん芻すうすることにした。


　そもそもの始まりはいつになるのか──そう、やはり最初の始まりとなると、十年前に戻もどらねばなるまい。


　今から約十年前、この街でナイトは『先生マイステリン』と出会い、魔ま乖かい咒じゆを学んで、魔ま乖かい術じゆつ師しとなった。言葉にするとそれだけだが、実際その時には、さまざまなことがあった。『先生マイステリン』には助けられることも多かったが、時には口論になることもあった。それはまぁ、当時は二人ともまだ子供だったのだからしかたないことだろう。最終的には、ナイトは魔乖咒を身につける代わりに、それまで祖父から学んでいた剣けんの道を諦あきらめねばならなくなった。そのことを、今いま更さら後こう悔かいはしていない。


　そして次の始まりは、今年の春だったはずだ。


　この日本の地方都市である赤あか霧ぎり市しにおいて、二人の魔乖術師が魔ま宴えんの戦いを繰くり広ひろげていたこと、そしてその戦いに巻き込まれたことがナイトにとっての始まりだった。


　なし崩くずし的にナイトはその時出会った『闇ヤミ』の魔乖術師、ヨルに協力することになる。最初は確かに場の空気に流されたことは否めなかった。でも次第にヨルの内面に触ふれるにつれ、ナイトは、なんとかして彼女の力になりたいと決意することになる──そう、全すべての始まりは、その時の思いだ。


　その後は本当に色々なことが、あっというまに流れていった……『滅メツ』との戦い、『先生マイステリン』との再会と離り別べつ、『偽ニセ』との苦戦、ナナとの出会い、エリザベートとの邂かい逅こう、五ご聖せい竜りゆうとの激げき突とつ、エリザベートとの決着、サクラとの出会い、《剣ケン》との死し闘とう──そして、源げん祖その復活と、サクラとの別れ……あまりにも多くのことがありすぎた。そして今、自分は重大な岐き路ろに立っているのだと、ナイトは再認識した。


　ナイトの願い、今まで魔宴を戦ってきた願い、それはいったいなんだったのか……ヨルを、魔宴に勝たせるためだ。それが、そもそもの、最初の願いだった。


　だが魔宴の真相に触れるにつれ、ナイトは、自分には他にもなすべきことがあるのではないか、と感じるようになってきた。


　悪──そう、悪だ。それは全ての人類にとっての害悪にしかならない存在、ナイトは、そう呼ぶしかないような存在がこの世に存在するということを、知った。最狂の魔乖術師エリザベート、不死身の剣けん豪ごうキョウシロウ……それが存在する限り、多くの人が死ぬことになる最悪の存在。そういったものを、ナイトは排はい除じよしてきた。その行こう為い自体、ナイトは間ま違ちがっていたとは思っていない。


　そして今、ナイトの中に隠かくされていた魔乖咒の根源──源げん祖そ。あの存在こそまさに悪の権化とも言うべきものだ。存在するだけでその邪じや悪あくな意志を感じ取れるほど強きよう烈れつな存在……ヨルは確かに、魔宴に勝ち残った。だが、源げん祖そをどうにかせねば、ナイト達の戦いは決して終わらないということは、いまや誰だれの目にも明白だった。


「サクラ……すまない」


　そして、源げん祖そにその肉体を乗っ取られたサクラ……知らなかったとはいえ、ナイトが源げん祖その片棒を担いだようなものだ。ナイトは、サクラに、親友に誓ちかったのだ。絶対助けてみせると──命に代えても、その約束は果たさねばならない。


　だが……ナイトにはもう、戦う力がないのだ。


　世界最さい高こう峰ほうの実力を誇ほこる魔宴参加者と比ひ較かくしても、ナイトは劣おとらない魔乖咒の才覚を持っていた。だが、その力は全て、ナイトの中に存在していた源げん祖そによるものだったのだ。


　その源げん祖そがナイトの肉体から消えた今、ナイトにはもはや、魔ま力りよくなどカケラも残されていなかった──元通りの、無力なただの少年に戻もどったのだ……


　ギリッ、音がするほど強く歯ぎしりするナイト。


「どうすれば、いいんだ……」


　そして気がかりなことはもう一つ──『先生マイステリン』のことだ。


『先生マイステリン』は、魔宴の最初の戦いでナイトが殺した。その時のことは一生忘れないだろう。成り行き上しかたなかったとはいえ、今でもそのことは後こう悔かいしている。


　だが『先生マイステリン』は今いま際わの際きわ、ナイトに自らの復活の可能性を告げた。そう、死者すらも冥めい府ふより蘇よみがえらせる『闇ヤミ』の第五咒じゆ法ほう、その力を使えば、『先生マイステリン』を蘇らせることも可能だと。


　無論それは、ナイトをなぐさめる『先生マイステリン』の最後の心こころ遣づかいだったのだろう。現実問題として、『闇ヤミ』が宿敵である『滅メツ』の『先生マイステリン』を生き返らせることはないし、そもそもヨルでも、死後間もない人間ならともかく、時間のたった人間を蘇らせることは不可能なのだ。


　でも、生き返らせられるかも知れないという可能性は、悲しみで砕くだけそうだったナイトの自我をこの世につなぎ止める鎖くさりとなってくれていた。


　その『先生マイステリン』が、実はとっくに復活しているとしたら──ナイトは、今の気持ちをどう表現すればいいのだろう？　嬉うれしいことは嬉しいのだけれど、いったいなぜ、どうして、どうやって『先生マイステリン』は蘇ったというのだろうか？


　状じよう況きようも奇き妙みようだった。


　源げん祖その復活のタイミングで、ナイトの前に現れた『先生マイステリン』。だがその姿は、間ま違ちがいなくナナのものだった。同時に、それは『先生マイステリン』であるとナイトは確信していた。子供の頃ころからあこがれ、夢にまで見た『先生マイステリン』を、またも見間違うことなど無いはずだと、ナイトは思っている。


　いったいなぜ──『先生マイステリン』が、ナナの姿をしていたのか。そもそもどうやって『先生マイステリン』は復活したのか。そして、源げん祖そはなぜナイトの肉体に潜ひそんでいたのか、源げん祖その最終目的とは、魔宴とは、いったいなんなのか……あまりにもわからないことが多すぎる。頭の中をまとめようとしていたのに、かえって混乱してきたような気分だ。


　しかし──この程度のことでは、まだ諦められない。そうだ、ナイトはこんなところで立ち止まるために、今まで戦ってきたわけではないのだ。ここまで来た以上、ナイトは絶対に、最後まで戦わねばならない。


　ナイトは立ち上がった──全ての真相を、明らかにするために。






　第一章　絶端たちばな







　源げん祖その復活と、その攻こう防ぼうがあってから一夜──ナイト達は、清すが夢む邸ていへ戻っていた。現状、軽傷と言っていいのはナイトただ一人で、他は散々たる有様だった。


　まずヨル──源げん祖そが復活したとき、一いつ瞬しゆんで昏こん倒とうしてしまったヨルは、外傷自体は少ない。だが彼女は昨日、自力で身動きがほとんどとれないほどに衰すい弱じやくしていた。


　それは源げん祖そのため、というわけではなく、その直前の、サクラリスとの激戦のためだった。『闇ヤミ』の始祖の力を発揮して驚きよう異い的な戦せん闘とう力を見せたヨルだったが、やはりその力の反動はすさまじいらしく、昨日は自力で立ち上がることもできないほどだった。


　それでも、なんとか意識を取とり戻もどした後は自力で回復咒じゆ法ほうを使い、最低限の治ち療りようはできていたようだ。


　問題はもう一人の、ナナの方だ。


　ナナ──『先生マイステリン』なのかナナなのかはっきりしないが、外見上はナナなので今はそう呼ぶ──は、ヨル以上にひどかった。源げん祖その攻こう撃げきからナイトを守るために身を挺ていしてかばったおかげで、大ダメージを受けたのである。その傷は、両手の骨が傷口から見えるほどの重傷だった。


　だが、それほどの重傷でも、普ふ段だんのヨルならば瞬しゆん時じに再生できる傷だ。だが、昨日はヨル自身、まともに魔ま乖かい咒じゆを使える状態ではなかった。やむを得ず、最低限の止血などの治療をヨルに施ほどこしてもらい、その後はナイトが包帯などを巻いて、一晩たった状態である。その間、ナナの意識は戻っていない。


　そしてもちろん、源げん祖そに肉体を奪うばわれたサクラリスは、ここにはいない……


「……なんとか、わたしの方は大だい丈じよう夫ぶよ」


　一晩たって、いくらか憔しよう悴すいした様子ではあるものの、無理矢理背筋を伸のばしたヨルはそう言いはなった。


「わたしの場合は源祖のせいと言うより、限界以上に始祖の力を引き出したせいね……我ながら、無茶をしたものだわ」


　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやくヨル。


「ヨル、あの力は？」


「始祖──最初の『闇ヤミ』の『魔王エル・ケーニツヒ』の力よ──わたしの切り札なんだけど、残念ながらいつでも自由に使えるわけじゃないわ。それに、程度にもよるけど、力を使った後は、反動で普段の力が出せないの──魔ま宴えん中は、たとえ目の前の敵を倒たおしても、次の相手にすぐ攻せめられるとマズイから、できるだけ使わないようにしていたのよ」


　ただ、サクラリスとの戦いは、魔宴最後の戦いだったため、遠えん慮りよ無く使ったということか──だが実際は、それは最後の戦いの、始まりに過ぎなかったわけだが。


「本当に、もう平気なのか？」


　ナイトは思わず尋たずねた。疲つかれた様子のヨルからは、残念ながら覇は気きが感じられないのだ。


「えぇ……といいたいところだけど、隠しきれないわね」


　ふぅ、とため息をつくヨル。


「昨日のあれは、さすがに力を使いすぎたわ……日常生活には問題ないだろうけど、魔ま乖かい咒じゆに関しては、あと数日は、本調子に戻もどらないでしょうね」


　と、首をふるヨル。ナイトは、そうか、と幾いく分ぶん落らく胆たんしたような声を漏もらした。それを聞いたヨルは、慌あわてて答える。


「あぁ、でも心配はいらないわ。今のわたしでも、戦闘はさすがにきついけど、回復咒じゆ法ほうくらいは、普段通り使えるはずだから」


　と言って、部屋を移動する。一階の客間には現在布団が敷しかれ、包帯姿のナナがそこに横たえられていた。その無表情な顔のまぶたは閉じられたままで、意識が戻った様子はない。


「ナナを、まずは治してあげないとね」


「…………」


　ヨルは、ナナと彼女を呼んだ。ヨルは、ナナがアイリスだということに気づいていないのか？　いや、おそらくは、気づいているはずだ。本来は敵であるはずのアイリスを、ヨルは救うというのか？　なぜ？


　疑問は尽つきなかったが、それを実際に口に出す勇気が、今のナイトにはなかった──言えば、全てが崩くずれそうな錯さつ覚かくを覚えたからだ。


「……傷口が開いているわ。昨日、確かに治したはずなのに」


　ヨルが言うとおり、ナナの手に巻かれた包帯は、かすかに赤い血が表面までしみ出ていた。昨日のうちに、ヨルはナナの止血だけはすませておいたはずだというのに……


「……まぁ、いいわ。今度こそ完治させましょう」


　ヨルは、ナナの手の包帯を解ほどいていく。その時布団がめくれ、奥からナナの未成熟な肉体がのぞき見えた──体にも包帯は巻かれているが、服はつけられていない。半はん裸らである。


「って、なによ、これ。ナイト、何を見ているの！」


「あ、す、すまない」


　叱しつ責せきの声に、ナイトは慌てて後ろを向く──しかたなかったのだ。


　なにしろ、昨日はヨルが身動きとれなかったのだから、ナイトがナナの手当をするしかなかった。ヨルに止血だけやってもらった後、ボロボロの服をはぎとって、汚よごれをふいて、包帯を巻いてやって──ナイトの精神ではそこまでが限界だったのだ。


　ナナの名めい誉よのためにナイトはその裸ら体たいを見ないように目め隠かくししながら手当をしたのだが、視覚が遮さえぎられることでかえって触しよつ覚かくが鋭えい敏びんになって、なんというか……いや、違ちがう、決して自分はやましい気持ちになったわけではないのだ！


　でも、包帯を巻いた後でさらに下着や服を着せるのは、ナイトにとって精神的に限界だった。だからやむを得ず包帯だけ巻いた姿で布団に押し込んで、風か邪ぜを引かないように厚めの布団を掛かけてやったのだ──そう、ナイトは自分のできる範はん囲いで最善を尽くした、はずである。


　でもなんでだろう、どうして、間ま違ちがってないはずなのに、ヨルの視線がちくちく背中に刺ささるのだろう……


「ねぇ、ナイト？」


　ガサゴソ、衣きぬ擦ずれの音がする……ヨルが服を着せているのかな？　そう考えながら、ナイトは頷うなずいた。


「なんだい？」


「あなた……包帯って好き？」


　？　意味がわからない。包帯が好きな人間などいるのか？


「いや……別に好きでも嫌きらいでもないけど……」


「……たとえば、裸はだかの女の子が包帯だけ巻いている姿とかを見たら、どう思う？」


「え!?」


　マズイ、ナイトは慌てた。ヨルは、トンでもない勘かん違ちがいをしている！


「いや、ヨル、俺はそんな趣しゆ味みはないぞ！」


「そう……はい、もう見ていいわよ」


　と、布団の上のナナはすでに寝ね間ま着きを着せられていた。傍かたわらに座るヨルは、なんだかナイトを悲しそうに見つめている……待って欲しい。そんな目で見られる覚えが、ナイトにはないのだが？


「……傷口が、広がっているわ」


　ナナの包帯はほどかれ、手の傷口がむき出しになっていた。ナナの小さな手、その付け根近くから、かすかに血が漏れている。


「大丈夫か、そこは……」


「……太い血管は傷ついていないから大丈夫よ」


　ヨルが、傷を分ぶん析せきする。


「そもそも昨日は、指をつなげるので精せい一いつ杯ぱいだったから、手当が完全じゃなかったようね」


　そうだ。源げん祖その攻撃を素手で受け止めたナナは、手の指がちぎれ飛ぶ重傷だったのである。それをなんとか元通りにつなげたのは、昨日死力を振ふり絞しぼってくれた、ヨルのおかげだ。


「今度こそ確実に治すわ」


　ヨルは言って、片手で魔ま法ほう陣じんを宙に描えがき、回復咒じゆ法ほうを展開させる……傷口が、ふさがった。


「さすがだな、ヨル」


「造作もないことよ。これで後は意識が戻るのを……」


　ポタリ


　布団に血が一いつ滴てきこぼれた。


「え？」


　ヨルが、目を見開く。たった今、確かに傷はふさがったはずなのに、すぐにまた、傷が開いてしまったのだ。


「どういうことよ、これ……」


　呆ぼう然ぜんとして、ヨルが呟つぶやく。すると。


「……無む駄だだよ」


　冷静な声が響ひびいた。いつのまにか、ナナはまぶたを開き、赤い目で、静かにナイトたちを見上げていた。


「私の体内に、源げん祖その魔ま力りよくが入り込んでしまった。その傷は、『闇ヤミ』、君でも治すのは難しいだろう」


　普段のナナからは考えられないほど落おち着つき払はらった口調だ。ナイトはやはり、と口の中で呟いた。


「『先生マイステリン』、なんだよね？」


　確認の意味を込めて、ナイトが尋ねる。ナナは──


「……そうだとも、ナイト君。私は私だ」


　──いや、アイリスは、はっきりと頷いた。


「『先生マイステリン』、なんでこんなことに？　どうして、いったい、なにが、どうなっているのか、教えてくれ！」


　思わず声を漏らすと、アイリスは眉まゆをひそめた。


「すまんな、ナイト君──もう少しだけ、静かにしてくれ、傷に響く」


「あ、ごめん……」


　うなだれるナイト。それを見て、アイリスは苦笑した。


「あいかわらずだな、ナイト君。君は、本当に、あいかわらずだ……」


　言いながら、上体を起こすアイリス。ヨルは、それを押しとどめようとした。


「まだダメよ。あなた……」


「気き遣づかい無用だ。少なくとも、自分の体のことは、君よりも私の方がよく心得ている」


　と、アイリスは布団の上で体のみを起こした。さて、と、アイリスは自分の長い髪かみを片手で撫なでながら呟く。


「さて……疑問は多くあるだろうが、全てにゆっくり答えられるほどの余よ裕ゆうはない──時間的にも、体力的にもな。だから、最低限、かいつまんで話そう」


　そう前置きをしてから、アイリスは自分の手を持ち上げた。


「まず『闇ヤミ』、君はだいぶ尽じん力りよくしてくれたようだが、悲しいかな、この傷はそう簡単には治らんよ。魔乖咒の根源──源げん祖その魔力が、すでに傷口から私の体内に侵しん入にゆうしている。その魔力は私の体を侵おかし、傷口を決してふさぎはしない。これはそういう力だ。そして、源げん祖その魔力は『闇ヤミ』の魔力であっても癒いやすことはできんよ」


　どんな傷でも瞬しゆん時じに治す、それだけは自信のあったヨルには、ショックな言葉だった。


「でも、昨日は確かに……」


「あぁ、確かに一時的には傷はふさがる。だがそれは、君が強引に傷口をつなげただけで、いずれまた傷は開く──時間稼かせぎ程度にしかならんよ」


「……いえ、確かに、今はそうかも知れない。でもあと数日たてば、わたしも本来の力を取とり戻もどすわ。そうなれば、その源げん祖その魔力を中和して、傷をふさぐことも可能なはずよ」


「それはどうかな？」


「やってみなければわからないわ」


　力強く、断言するヨル。アイリスは、苦笑とも呆あきれともつかない声を漏らした。


「たいした鼻息だが──私如ごときのために君がそこまで必死になる理由がわからないな」


「目の前のけが人を見殺しにする理由がわからないわね」


　ヨルが素っ気なく答えると、アイリスは面白そうに短く笑った。


「ふふっ、なるほど。やはり、君は初対面の時とはだいぶ印象が変わったな」


「お互たがい様さまでしょ……」


　と、ヨルとアイリスはしばし無言のまま、お互たがいの目をのぞき込んだ──なんだか、ナイトは置いてけぼりになった気分だ。


「まぁいい……私の傷は置いておいて、話を進めよう」


　と、やや物もの憂うげな声でアイリスは続けた。


「私が今こうやって君達と話をできるカラクリは、言ってしまえば偶ぐう然ぜんの産物に過ぎん。たまたま私の魂たましいと、この体の持ち主である小こ娘むすめとの、波長があっただけだ。そして、この小娘が私の魂をも受け入れられる器であったという奇き跡せきの賜たまものでもある」


　アイリスは自分の胸に手を当てながら言う。となると、当然の疑問もわいてくる。


「なら……今、ナナは、どうなっているんだ？」


「案ずるな──別段彼女の人格に支障はない」


　素っ気なく、アイリスは答える。


「現在の私は一つの肉体に二人の魂が同居している状じよう況きようだ。常人ならとうてい耐たえられんだろうが、この小娘は特別製だ。今のところ問題はない──本来、この肉体の主人格はあちらだからな、私がこうやって表に出られる時間はさほど長くはない。しかし最近はだいぶこの体にもなじんできたおかげで、多少活動時間が延びたのさ」


　アイリスがこうして、ナナの肉体を借りた形とはいえ、蘇よみがえった──ナイトには、その事実だけでも胸がいっぱいになった。


　こうやって再会できたなら、いろいろと言いたいことがあったはずだ。でも、どういうわけか、実際こうなると言葉がまともに出てこない……


「『先生マイステリン』、俺……」


「ストップだ、ナイト君」


　口を開きかけたナイトを、静かに制するアイリス。


「言いたいことは色々あるだろうが、それは全てが終わってからだ──今は、そんな余裕はない」


　表情を引き締しめて告げるアイリス。ナイトとしては無論、そう言われては押おし黙だまるしかなかった。


「現状の問題点だが──源げん祖そだな。すでに知っているとは思うが、それは最初の魔ま乖かい術じゆつ師しと言われる存在だ。その魂が、現在『天テン才サイ』の肉体を奪うばってしまった」


「そうよ。そもそもなんで源げん祖そは、ナイトの体に潜ひそんでいたの？」


　ヨルが、当然の疑問を発する。


「私にも詳くわしくはわからんさ」


　静かに首を振ふるアイリス。


「わかっていたら、みすみすこんな最悪の事態にはさせなかった──が、現実として起きたことをどうこう言ってもしかたない。無論、ある程度の予想はできるがな……」


　そう前置きをしてからアイリスは説明を続けた。


「魔ま宴えんの最終目的地である〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉のことは、君達も知っているな？」


　それは、『歪ワイ』の魔乖術師、エリザベートとの激戦を繰くり広ひろげた場所だ。この赤あか霧ぎり市しの地下深くに隠かくされた魔乖術師の施し設せつである。


「あの祭壇の正体がなんであるか──はっきりとはわからん。我々魔乖術師の先祖が作ったのは間ま違ちがいないが、あまりに長い年月がたつうちに、その秘密を知るものがいなくなってしまったせいだ。たまたま発見した古文書に、祭壇の存在をほのめかす一文があってな。私は興味を引かれ、魔宴が開始された直後にそこへ向かおうと、この国へ来たのだ」


「私は、祖父から聞いたわ」


　ヨルもまた、告白する。


「『闇ヤミ』当主であった祖父から、この街のどこかに〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉と呼ばれる場所が隠されているから、全てに優先してそこを確保するように、指示を受けたの。だからわたしも、まっさきにここへ来たのよ」


　そして二人はこの地で対面し、魔宴の初戦を繰り広げたわけだ。


「言っておくけど、わたしも祖父からは、それ以上のことは聞いていない……いえ、聞けなかったわ。魔宴にわたしが勝ち残ったら改めて指示を受ける手はずだったんだけど、祖父はもう死んでしまったから……」


「エリザベートのせいだな」


　鼻を鳴らすアイリス。


「ほとほと、困った女だよ、あいつは。あいつも何か知っていたようだが、いまさら墓の中までその秘密を聞きに行く余裕はないな」


　結局のところ、秘密を知っていたとおぼしき人物は全員他界してしまったわけだ。


「はっきりとはわからんが、あの祭壇は、そうとう古い時代──それこそ、我々八や祖その始祖の時代までさかのぼるくらいの太古に、築かれたものだ。そしてその祭壇の隠された土地に生まれたナイト君の体内に、始祖の生みの親とも言うべき源げん祖そが巣くっていた──偶然とは考えられまい」


「つまり？」


「祭壇と源げん祖その間になんらかの因果関係があると判断するのが妥だ当とうだろう」


　確かに、そう考えた方が自然だ。ナイトも首をひねる。


「祭壇、って言うくらいなんだから、なにかを奉たてまつる場所だよな？　もしかして、源げん祖そを奉っているのか？」


「かもしれんが、はっきりとはわからん……これ以上は推測も難しそうだな」


「手がないわけじゃないわ……」


　ヨルが、告げる。


「少なくとも、私の祖父が〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉に関して、何らかの情報を有していたことは間違いないわ」


「かもしれんが、すでに『闇ヤミ』の当主は故人だろう」


「えぇ、本家もエリザベートの襲しゆう撃げきで壊かい滅めつ状態──それでも最近は、残った人間で組織だった動きができるようになってきたわ。祖父の遺品の整理もようやくできるようになったの」


「ほぅ……興味深い情報だ」


「祖父の血を引ひき継つぐのは、現在私だけだわ……遺品の中から、手がかりになりそうなものを送るようにすでに指示は出してあるわ」


「手回しがいいじゃないか、『闇ヤミ』」


「数日中にはここに届くわ。それを調べれば、なにか源げん祖そに関する手がかりを得られるかも知れないわね」


「ふむ……正直私も、まだダメージが抜ぬけたとは言い切れん。数日程度の休息は欲しいところだな」


　アイリスも首しゆ肯こうする。それを聞いたナイトもまた、頷うなずいた。


「あぁ、俺もその方が都合がいい」


　立ち上がるナイト。


「俺も少し……今は少しだけ、時間が欲しい」


　そう静かに告げたナイトを見て──ヨルは顔をゆがめた。ナイトに、なんと言葉をかければいいのか判断できなかったためだ。


　ナイトの肉体から源げん祖そが出たことにより、ナイトは魔乖咒の力を全て失ってしまった──そのナイトが今どんな気持ちなのか、ヨルには想像もできなかった。


　ヨルは生まれながらの魔乖術師だ。物心ついた頃ころには初級の魔乖咒を使うことができた。そんな自分がある日いきなり全ての魔乖咒を失ったら──とんでもない事態だ。魔乖術師にとって、それは両手両足をもがれたも同然の状況である。


「……『先生マイステリン』、傷は、どうなんだ？　治るのか？」


　アイリスは、まだ血のにじむ自分の手を持ち上げた。


「フム……神経は繫つながってきたが、まだ満足に動かせる状態とは言えんな。日常生活はともかく、この手で戦うのは骨だな」


　震ふるえる指の様子を見ながら答えるアイリス。


「すまないな、ナイト君──肝かん心じんな場面で、私は力不足のようだ」


「何を言ってるのさ。『先生マイステリン』は、俺のピンチを助けてくれた──一番肝心な場所で力を出してくれたんだ。本当にありがとう。それに、その傷は俺のせいで……」


「礼はいらぬし、謝ることもない」


　素っ気なく、アイリスは言う。


「師が自分の弟子を救うのに理由など無い。謝意も謝罪もいらん」


「そっか……それでもありがとう、『先生マイステリン』」


「……君は案外恥はずかしい男だな」


　少し気まずそうな顔をしたアイリスが、横を向いた。そのまま、手を口元に当てて軽く咳せき込む。


「……少し、長く話しすぎたようだ。今は体力の消費を防ぐためにも、休んだ方が良さそうだな」


「そっか……わかったよ、『先生マイステリン』。お大事に」


　ナイトはそう言うと立ち上がり、静かに退出していった。ヨルは、そんな二人の様子を眺めながら、口を挟はさむタイミングを見いだせずに、結局黙ってみていただけだった。
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「さて、『闇ヤミ』」


　再び布団に横たわったアイリスが口を開く。


「ナイト君を追った方がいいのではないかな？」


「……言われるまでもないわ」


　ヨルもまた、スクッと立ち上がった。


「でも、なんでまた、わたしを焚たきつけるような言い方をするわけ？」


「最初に君と話したとおりだ……」


　そう、数日前──ナイトがアイリスの正体に気づく前に、すでにヨルはアイリスの存在に気づいていた。


　元々は敵対関係だった間あいだ柄がらだ。その事実を知って和わ気き藹あい々あいとすることはできなかったものの、現状戦うわけにもいかず、二人は休戦協定を結んでいたのである。


「──最初にいったとおり、私は表だってナイト君を助ける気はもうない。昨日のは、緊きん急きゆう事じ態たい故にやむを得なかったがな──ナイト君には、そろそろ卒業してもらわねば困るからな、色んな意味で」


「……あなたがもうすぐ消えるっていうのは、本当の話なの？」


「……死者が現世にとどまり続けるのは不自然なことなのだよ……私はこんな状況を好まぬし、今のままでいいとは思っていない。遠くないうちに私は消え、元通り小娘の人格となるだろう」


　静かに、ある意味達観したように呟つぶやくアイリス。


「癪しやくな話だが、私の出番はまもなく終わる。老兵はただ消え去るのみだ」


「…………」


「一人にさせてくれ。今は休みたい」


「……わかったわ」


　と、ヨルも静かに部屋から出て、先に部屋を出たナイトの後を追った。





　ナイトは荷物をまとめると、玄げん関かんに向かった。もちろん、出かけるためだ。必要最低限のものだけを用意したので、手荷物はバッグ一つで済んだ。


「ナイト！　どこへ行くの？」


　と、ナイトの様子に気づいたヨルが声をかけてきた。ナイトは、何気ない様子を装って答えた。


「数日ほど時間があるみたいなんでね、ちょっと自分探しの旅に出ようかと思って」


　肩かたをすくめて答える。ナイトとしては軽口で場の空気を和なごませようとしたのだが、ヨルとの間の空気は重苦しいままだった。失敗である。


「……ナイト。ごめんなさい」


「何を謝る必要があるんだ、ヨル？」


「あなたには……もう、頼たよれない」


　言いにくそうに、それでもはっきりと、言葉を告げるヨル。


「勝手だとは思うわ。けれど今のあなたは力を全て失ったわ。今後の、源げん祖そとの戦い、あなたを連れて行くことはできないわ。今まで協力してもらったことには感謝してるわ。でも……」


「力のない俺は、用済みってわけだ」


　と、言うナイト、言い方が少し皮肉っぽかったかもしれない。


「違ちがうわ！……あなたを魔宴に巻まき込んでしまったのはわたしよ。だから、責任はとるわ。今いま更さらあなたを元の日常世界に戻もどすことはできないかもしれないけれど、ちゃんと最後まで……」


「違うよ、ヨル──俺は、そういうことを言いたいわけじゃない」


　首を振ふるナイト。


「ここまで来て、俺をのけ者にするのは少し水くさいじゃないか、それだけの話さ」


「でも、あなたはもう……」


「それに俺は、サクラとも約束した──絶対助けてみせるってな。俺は、約束を破りたくはない」


　ヨルは気づいた。ナイトの目に、強い意志の光が宿っていることに──ナイトは、諦あきらめていないのだ。魔ま乖かい咒じゆの力を全て失い、今のナイトは普ふ通つうの人間と変わりないはずなのに、ナイトは、まだ戦うことを諦めていなかった。


「力がないから、俺に頼れない──裏を返せば、俺に力があればいいわけだろ？」


「でも、そんなことできるはずが……」


「心当たりが一つあってね、今からそこへ行くつもりだ。三日ほどで戻るよ」


　バカな。たった三日で、源げん祖そクラスの魔乖術師と戦う力を身につけることなど不可能だ！　そもそも、一いつ般ぱん人じんがどんな努力をしたところで、魔乖咒を身につけることはできない。魔乖咒を使えた今までのナイトが異常だったのだ。


「どこへ行く気？」


「なに、そんなに遠い場所じゃないよ。心配はいらない」


「街を出る気？」


「魔ま宴えんは現状、他の参加者がいない。以前みたいな危険はないはずだ」


　たしかに、魔宴はもう終わったも同然だ。ナイトの命をねらう魔乖術師はほとんどいない。八や祖そも、この混乱期にナイト一人を倒たおすためにわざわざ刺し客かくを送るようなマネはするまい。


　可能性があるとすれば源げん祖そくらいだが……源げん祖そが力を失ったナイトにいつまでも執しゆう着ちやくするかは疑問である。


「安心しろヨル。俺が行くところは、たぶん世界で一番安全な場所さ……誰だれも襲おそってきたりしない。そこで俺は、今度こそ、自分自身の力を取とり戻もどしてみせる」


「決意は、硬かたいのね」


　ヨルは頷いた。もはや、止めても無む駄だなようだ。


　本心では、ヨルもナイトについていきたかった。でもヨルにはまだここでやるべきことが残っている。この街を、離はなれるわけにはいかない。


「……無茶はしないでね」


「あぁ……無茶はしないさ。俺にはまだやるべきことがたくさんあるんだからな」


　バッグを片手で担ぎ、ナイトは手を振りながら歩き出した。


「それじゃぁ、ヨル。三日後に」


「えぇ、待っているわ」


　短く言葉を交わし、二人はそこで別れた。





　二人が退出した後、布団に伏ふしたアイリスは静かに横たわっていたが──二人が玄関から外へ出る気配を感じると、パチリと目を開いた。


「ふ、ふふふふふふふ……」


　静かに、笑い声を漏もらす。


「ふふふふふふ……はっはっはっはっはっは！」


　こらえきれず、笑い声がはっきり漏れてしまった。


　アイリスは笑いながら、自分の体にかかっていた布団をはねのけると、仰あお向むけの体勢で膝ひざを胸に抱かかえ込み、勢いよく足を伸のばした。その勢いでアイリスの小こ柄がらな体は宙を舞まい、一回転して、音もなく布団の上に両足で着地した。


「甘いなぁ、本当に甘いよ、ナイト君。そして『闇ヤミ』──君達はあまりに甘すぎる」


　大きく肩を回すアイリス。ゴキゴキと、固まっていた関節が音を鳴らす。


「骨格損そん耗もう率は一割未満。筋肉系損傷軽けい微び──『闇ヤミ』も、なかなかいい仕事をしてくれたようだな」


　自身の肉体の状じよう況きようを確認しつつ、アイリスは寝間着を脱ぎ捨て、体に巻かれた包帯を自分で解いていく。


　先ほどのヨルの言葉通り、アイリスの体にある傷はまだ完全にはふさがっていない。包帯を解いたことでまた傷口が開き、血がにじみ出てくる。


「ふんっ」


　だがアイリスはつまらなそうに鼻を鳴らすと、手の傷口を指でつまみ、そのまま力を込めて圧着させた。指を離すと、傷きず跡あとは残っているものの、出血はすでに収まっていた。


「だが『闇ヤミ』もまだ甘い。源げん祖その傷が治りにくいのは確かだが、この私がこんな擦さつ過か傷しようで身動きとれないとでも本気で思ったのか？」


　指先についた自分の赤黒い血を、ペロリと舐なめて呟く。


「嗚あ呼あ、ナイト君。我が不ふ肖しようの弟子よ。君にはついぞ、教えきれなかったことがある。君の最大の弱点がそこにある」


　芝しば居いがかった口調で言うアイリス。


「ナイト君。君はもう少し──そう、もう少しだけ、人を疑うことをおぼえた方がいい。たとえその相手が、君の敬愛して止まない師であったとしてもだ」


　ふふふふふ、喉のどの奥から含ふくみ笑わらいをこぼすアイリス。


「さて──私も動かせてもらおう。現実問題として最終決戦は近い。私にもそれなりに準備が必要だからな」


　言って、アイリスは音もなく部屋から姿を消した。


　あとには乱れた布団と、血で汚よごれた包帯と寝間着が残されたのみだった。





　ナイトの住む赤あか霧ぎり市しから、電車とバスを乗のり継ついで二時間。そこからさらに徒歩で一時間進んだ場所は、完全な山奥だった。


　そう、まさに山奥としか表現のしようがない。斜しや面めんは鬱うつ蒼そうとした樹木に覆おおわれ、昼でも薄うす暗ぐらい。人家や街灯はおろか、そもそも道らしき道すらもないという山奥である。


「確か、このあたりだったんだけどな……」


　そんな山を軽装で進むのはナイトであった、コケや落ち葉に覆われた地面はかなり滑すべりやすいのだが、危なげなくひょいひょいと進み、息一つ乱していない。


　もう何年も訪れていないものの、それこそ子供の頃ころはここが遊び場のようなものだったのだ。その記き憶おくを必死にたぐりながら、ナイトは静かに、だが急いで先へ進む。


　やがて──樹木がとぎれ、少し開けた場所に出た。


「……ついたか」


　道無き道を踏ふみ越こえたその場所には、家があった。木造、平屋建ての家である。一目見ただけでも、かなりの大きさであることがわかる。建たて坪つぼも百坪は下るまい。しかもこの家は、母おも屋やだ。母屋の周りには、母屋よりは小さいものの、それでも一般的な家族が生活するのに十分な大きさの離れが三つばかり存在した。


　さらに少し離れた場所には、母屋よりもさらに一回り広い建物があるのが見えた。そちらは道場である。


　人もめったにこない山奥にこんな建物があるとは、初めて来たら誰もが驚おどろくだろう。だが、ナイトは今いま更さら驚かない。なぜなら、ここはナイトが幼かった頃、暮らしていた場所だからだ。


　道場には年期を感じさせる古い看板が掲かかげられていた。やや荒あら々あらしい筆運びの文字は、「絶端たちばな」と書かれていた。


　ここは絶端の道場──すなわち、ナイトの祖父の家である。こんな山奥に引きこもって滅めつ多たに街へ出て行こうとしない変人と呼ぶべき類の人物ではあるが、ナイトにとっては血の繫つながった祖父だ。そしてナイトから見れば、後見人兼保護者の立場にある人でもある。


　ナイトの両親は現在海外在住で、日本には何年も戻っていない。日本にいるナイトを子供の頃から面めん倒どう見てくれたのはこの祖父であるのだが、十年近く前に祖父とは仲なか違たがいして、以来滅多に顔を合わせない間あいだ柄がらになってしまった。


　そのお陰かげというべきか、ナイトは年不相応に大人びた、そして世をひねて見る性格になって、現在に至るというわけである。


「もうここには来ないと思ったんだけどな……」


　祖父と決別した日──二度と敷しき居いはまたがせん、と言われてここから追い出された。事実上の破門だ。破門された門下生が再び道場を訪れるというのは、並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごではできない。


　ナイトは、ごくりと唾つばを呑のんだ。あいかわらず、道場からも、母屋からも人の気配はない。これでも、かつてはこの家々が手て狭ぜまに感じるほどの数の門下生が住み込んでいたらしいのだが、それはナイトが生まれるよりもかなり昔だ。ナイトの知っている限りでは、ここに住んでいる人間は祖父一人だった。


　ドンドン、母屋の玄げん関かんを、叩たたいてみる──この家にインターホンなんて便利なものは存在しない。


「ジイさん、いるかい？　俺だ、あんたの孫のナイトだ。話があるから入れてもらえないか！」


　声を張り上げてみる。人ひと気けが全くない山奥は、恐おそろしく静かだ。木のざわめきに、鳥や虫の鳴き声がたまにするくらい。そんな中、ナイトの声はかなり大きく響ひびいているはずだ。気づかないはずがない──そもそも祖父なら、たぶんナイトがこの山に入った瞬しゆん間かん、その気配を感じ取っていただろう。


　しかし──静かな家は、ナイトにただひたすら沈ちん黙もくを返してくるだけだった。


「……妙みようだな、人の気配がない？」


　まさか留守？　いや、ナイトの知る限り、祖父がこの道場から離れることはほとんどないはずだ。生活必ひつ需じゆ品ひんも、週に一回ここまで配達してもらっていたくらいだ。極きよく端たんに人にん間げん嫌ぎらいの気けがある祖父が、街に出るとは考えにくい。


「ジイさん、入るぞ」


　母屋の戸に手をかけると、あっさりと開いた。鍵かぎはかかってない、というか、祖父は家に鍵をかけない。わざわざこんなところに盗ぬすみに来る物好きはいねぇし、来たとしても盗まれて困るもんはねぇし、それでも盗みにくる命知らずは俺が斬きり殺してやんよ、とは祖父の弁だ。三段論法が見事に破は綻たんしている気がしないでもないが、祖父はそういう性格なのだ。


　家の中に入ってみても、やはり人の気配どころか物音一つしない。どうなってるんだ？　首をひねったとき、ナイトは上がり口に置かれた封ふう筒とうに気づいた。


「手紙？」


　封筒には何も書いてない──いや、小さく「ここを訪れた者へ」と書かれてあった。なんだ、と思いながら開けると、中から便せんが出てきた。そこには毛筆でこう書かれてあった。


『商店街の福引きで世界一周旅行が当たったので一ひと月つきほど出かけます。用がある人は一月後にお越し下さい』


「…………ア、アホかぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　思わず絶ぜつ叫きようして手紙を床ゆかに叩きつけるナイトであった。


「いや、ジイさん、あんた確か人ひと嫌ぎらいだったよな？　普ふ段だん街に出るのもいやがって、買い出しも全部俺にやらせていたくらいだよな？　なのになんでわざわざ旅行!?　しかも商店街の福引き!?」


　ツッコミどころが多すぎて、思わず声に出して叫さけぶナイト──だが、違い和わ感かんを覚える。


「いや……おかしいよな、どう考えても……」


　少し冷静になって考えようと思った瞬間、脳裏に稲いな妻ずまのような衝しよう撃げきが走った。いや、それはほとんど直感だ。だがそこにいれば命の危険にさらされると悟さとったナイトは、反射的に玄関を転がるようにして回かい避ひした。


「スキありゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　ドガンッ！


　ナイトの背後に躍おどり出でた人ひと影かげが、手にした抜ぬき身みの日本刀でいきなり斬りつけてきたのだった。まさに間かん一いつ髪ぱつ。緊きん急きゆう回かい避ひしたナイトの体を刀はかすめ、刀は玄関の一部を破は壊かいするにとどまった。


「ちっ！」


　転がりながら、床に手を叩きつけるようにして伸ばし、その勢いで体をひねりながら立ち上がって、臨戦態勢を整える。魔ま乖かい咒じゆこそ使えなくなったものの、度たび重かさなる戦せん闘とう経験がナイトの動きを鋭するどくさせていた。


「へぇ、よけたか、ナイト。おめぇ、すっかり腑ふ抜ぬけてやがったかと思ったが、ちったぁ稽けい古こしてたみてぇだな」


　手に刀を構え、玄げん関かん口ぐちに立ってナイトを値ね踏ぶみするように見るその人物は、ナイトがここまで訪たずねてきた目的の人物であった。


「……あんたも、あいかわらずみたいだな、本当に……」


「かかかかかかか、いつもおめぇにゃ、教えてたよな。どんな相手でも油断するな、信しん頼らいした部下、親友、血を分けた肉親、女によう房ぼう子供──どんなやつでもおめぇの敵になる可能性はある。だから油断するなってな」
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「本当にあいかわらずだな、ジイさん」


　そう、これがナイトの祖父、絶端たちばな家当主、本人である。


　ナイトの実の祖父のはずなのだが、若く見える。年ねん齢れいは多く見積もっても五十代くらいにしか見えない。クセのない髪かみや、あご先に短く整えられたひげは真っ白なのだが、顔や体にシワは少なく、動きも機き敏びんだ。服は袴はかまを着けた和装。手に刀を持ってはいるが、鞘さやは見あたらない。


　何よりも特とく徴ちよう的なのはその目だ。鋭く剣けん呑のんな光を宿した眼まな差ざしは、たとえ目の前にいるのが実の孫だとしても、微み塵じんも油断していない。この人は、何も変わってないな、とナイトは思った。子供の頃──十年以上も前から、全然変わっていなかった。


「で、何の用だ、ブレイド？」


　ジトリ、目つきをさらに鋭くして、ナイトを睨にらむ祖父。


「おめぇ、どの面つら下げて戻もどってきやがったんだ？」


「違ちがう、俺はブレイドなんて名前じゃない！」


　ナイトは律りち儀ぎにつっこんだ。


「刀人ぶれいどは、あんたの子供、俺の親だ！」


「あん、そうだったか？」


　祖父は、ヒゲに手を当てて首をひねった。


「悪ぃな、年取るとどうにも物忘れがひどくなってしかたねぇ」


　かかかかか、と笑う祖父。この人大だい丈じよう夫ぶかな、とナイトはだんだん不安になってきた。


「となると、おめぇはブラストか？」


「違う、爆人ぶらすとは俺の兄弟子で、現在消息不明だろう！」


「そうか、おめぇテンペストだな」


「嵐人てんぺすとは俺の叔お父じ貴きで、故人だ！」


「……ならおめぇは、どこのどいつだ？」


「だから、俺は、あんたの孫の……」


「スキありゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　ナイトが答えようとした瞬間、祖父が再度斬りかかってきた。ナイトは咄とつ嗟さに、両手で刀を挟はさんで受け止める。真しん剣けん白しら刃は取どりだ──危なかった。あとコンマ一秒反応が遅おくれたら、頭が割れていた。


「どんなときでも油断するなよ」


　刀を挟んで、顔をつきあわせる祖父と孫──どこの世界に、十年ぶりに会って本気で孫に斬りかかる祖父がいるのかと思うが、これが現実だ。というか、この祖父は十年前でも、なにかにつけてナイトに斬りかかってきた超ちよう危険人物なのだ。山奥に引きこもっているのも、他人のスキを見つけると反射的に斬りかかってしまうというとんでもない性格のせいだ。


「少し鈍にぶったな──昔のおめぇなら、これくらいは簡単にかわすか、ガッチリガードできてたはずだぜ」


　力を抜いて、構えを解く祖父。その言葉通り、ナイトの手の平には切り傷が刻まれ、血が滲にじんでいた。白しら刃は取どりで薄うす皮かわ一枚分斬られてしまったのだ。


「あぁ……だから、昔に戻りたくて、ここにきたのさ」


　ナイトは答える。祖父は肩かたをすくめた。


「はっ、うちはカルチャースクールじゃねぇぞ」


「わかってるさ。でも、俺にはもう、あんたしか頼たよる人がいないんだ……」


「小こ僧ぞうが生意気なこと言いやがって……そういうとこは親おや譲ゆずりだな」


　祖父が呟つぶやく。


「おめぇの親も、負けん気が強くていつも俺に口答えしやがったよ──おめぇの親、エクセレントはな」


「優人えくせれんとはあんたが昔飼ってた犬の名前じゃないか！　俺の親は刀人ぶれいどだとさっき……」


「スキありゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　祖父が強きよう烈れつな突つきを放った。ナイトは咄嗟に半歩前に出て、体を回転させながらよけたが、服が少しだけ切きり裂さかれてしまった。


「……いかなるときも油断するなよ」


「あんたはやり過ぎだ！　何回同じことすれば気が済む！　というか、話が全然進まないからいい加減にしてくれ、お願いだから！」


　なんだかナイトは泣きたくなってきた。色々と覚悟を決めてここまで来たのに、待っていたのは半分ボケた老人一人とは、あまりにも報われない。


「ま、そう言うな、ナイト」


　今度こそ、祖父はナイトの名をはっきりと呼んだ。


「わからねぇのか、俺の気持ちが？　こんな人っ子一人いない山奥に孤こ独どくに暮らす寂さびしい年寄りのところに、何年かぶりに客が来たんだ。しかもその客は俺の孫だ。俺がちぃとばかり嬉うれしくなってはしゃいだとしたって、そりゃ、仕方のねぇこったろう？」


　そう言われては──ナイトとしては返しようがない。なにしろ、何年もここに来なかったのはナイトの方なのだ。


「たとえ来たのが魔乖咒なんかにかぶれて剣けんの道を捨て、破門したバカ弟子だったとしても、俺ぁ嬉しいぜ」


　そうだ──かつてナイトは、この祖父から絶端たちばなと呼ばれる流派を学んでいた。だが、十年前、『先生マイステリン』と出会ったあの時期……ナイトは魔乖咒を身につけ、それが原因で、祖父からは破門された。


　その経けい緯いを全て説明すると長くなってしまうが、簡単に言うならば、その時完全にケンカ別れして、以来まともに顔を合わせていないのだ。


「まったく嬉しいぜ──失敗作のバカ弟子を、ようやくこの手で始末できるんだからな」


　感かん慨がい深ぶかく、嬉しそうに祖父は言う──待て、なんだか、表情と言ってる内容がかみ合ってない気がする？


「いや、ジイさん、あんた何を考えて……」


「破門したおめぇにジジイと呼ばれる筋合いはねぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」


　怒ど鳴なりながら祖父が再度斬りかかってくる。ヤバッ、直感的にナイトは後ろに全力で飛んだ。玄げん関かんの戸を吹ふっ飛とばしながら地面を転がって逃にげる。一いつ瞬しゆんだけ遅れて、玄関の壁かべが真横に切り裂かれた。今の殺気は本物だった！


「逃げるなナイトォォッ！」


「ムチャ言うな！」


　逃げなきゃ殺される！　祖父は日本刀を構えたまま鬼おにのような表情で、逃げるナイトを追ってきた。


　それは……一度は破門された身だ。ノコノコ顔を出して無事で済むなどと甘く考えていたわけでもないが……さすがにこれはあまりな展開だ。


「スキありゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！！！」


　ナイトが咄嗟に木の陰かげに隠かくれたら、その木が一刀で斬り倒たおされた。太さ一メートルはありそうな木だったのに、壁にもなりはしなかった。


　──やっぱ、ジイさんすげぇな。


　本当に、それは素直にそう思う。生しよう涯がいを剣に捧ささげたと言ってもいいこの祖父のことを、ナイトは尊敬していた。その気持ちは、破門されたあとでも変わってはいない。


　──そうだ、逃げてちゃダメだ。


　ナイトは、祖父の追つい撃げきをかわしながら考えていた。自分は、ここに遊びに来たわけではない。祖父から学ぶため、再び戦う術を得るために来たのだ。逃げる方法を身につけに来たわけではない。


「よし」


　覚かく悟ごを決めた。もう逃げない。追ってくる祖父と、正面から対たい峙じする。


　今いる場所は山の斜しや面めん──逃げるために道から外れ、周囲は木が生おい茂しげり、地面には落ち葉が敷しき詰つめられた場所だ。足場も視界も悪い。そもそも障害物が多すぎて、祖父の持つような太た刀ちを振ふり回まわすような場所ではない。


　障害物ごと斬り捨てる祖父の離はなれ業わざは、もう人類の限界を超こえた技にしか見えないが、今のナイトが求めるのはその力なのだ！　もう、逃げたりはしない。


「どりゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトが逃げるのをやめても、祖父に躊ちゆう躇ちよはない。それどころか、チャンスとばかりに一気に駆かけ寄よってきて、ナイトを斬り捨てようとする。それでいい。祖父の剣けん技ぎを身につける一番の方法──それは、目の前でよく見ることだ。


　大上段に構えた太刀を、祖父は疾しつ風ぷうのような踏ふみ込こみと共に一気に振り下ろす。枯かれたとはいえ、祖父の膂りよ力りよくなら人間一人脳天から断たち斬きることさえできるだろう。だが、ナイトは瞬まばたき一つせずにその攻こう撃げきを見ていた。


　自分に命中するかというギリギリ、わずかに右に体を揺ゆらした。ヒュッ、と風を切る音が響ひびく。太刀の振りが速すぎて、切っ先が音速を超えたためだろう。ナイトの髪も何本か斬り飛ばされた。だが、ナイトの体の横スレスレを刀はよぎり、ナイトの体に傷はつかなかった。


　勢いよく振り下ろされた刀は、地面に深々と刺ささっていた。その衝しよう撃げきで地面に亀き裂れつが入っているのは、見ただけでゾッとするような威い力りよくだった。でも、さすがに攻撃の直後は、祖父も硬こう直ちよくしている。


「ジイさん、話を聞いてくれ！」


　地面に刺さった刀の峰みねを、片足で踏んで、攻撃を封ふうじる。これでなんとか話す余地ができた。だが。


「甘ぇよ、ナイト」


　ナイトの耳元で声。ナイトが踏みつけた刀を握にぎっていたはずの祖父は、すでにその刀を捨てていた。ヒヤリと、冷たい感覚。ナイトの背後にピッタリとたたずむ祖父は、片手に持った小こ太だ刀ちをナイトののど元に当てていた。


「……こんなもんか、ナイト。おめぇ、だいぶ弱くなったんじゃねぇか？」


　つまらなそうに呟く祖父。そのままナイトから身を離し、小太刀を懐ふところにしまう。ナイトは、金かな縛しばりが解とけたようにようやく背後を振ふり返かえることができた。


　──今のは、見えなかった。祖父の動きが、全然わからなかった。間ま違ちがいなく目の前で刀を振り回していたはずなのに、気づいたら背後に回られていた。


「……ナイト、まぁなんだ？　立ち話もあれだからよ、家ん中入って話すか」


　今までナイトを本気で斬ろうとしていたはずなのに、祖父はのんきにそんなことを言って、家へ向かって歩き出した。ナイトも、慌あわててその背中を追った。


　──やっぱりこの人は変わっていない。あいかわらずだ。


　理り不ふ尽じんで不条理で人の話を聞かなくて、同時に理不尽で不条理なほど強いナイトの祖父。その実力には、翳かげりがない。


　山の中を歩いて家まで戻り、祖父が何気なく口を開いた。


「ナイト、ノド渇かわいたか？」


「いや、別に……」


「ガキが遠えん慮りよするな。茶でも飲んでいけ」


「あぁ、悪いなジイさん……」


「茶葉と急きゆう須すは昔の場所においてある」


「淹いれるの俺かよ！」


「ガキが遠慮するな」


「こういうのは遠慮とは言わん！」


「そう喜ぶな」


「俺のどこが喜んでるんだ！」


　ナイトの祖父は傍ぼう若じやく無ぶ人じんというか、端たん的てきに言えば人の言うことを全く聞かない人間だった。もう完全に社会生活不可能なくらい人格が破は綻たんしているようなものだが、本人も自覚しているのか、街へ出ることは滅めつ多たにない。


　ナイトはぶつぶつ言いながらも、ここで不毛な言い争いをしてもしかたないと割り切って、お茶を淹れることにした。


　山奥ではあるが一応電気はあるので、電気ポットでお湯を沸わかしてお茶を二人分用意する。思い返してみれば、子供の頃ころここにいたときもよく祖父にお茶を淹れたものだった。


「ジイさん、お茶だ」


「うむ」


　祖父と孫、畳たたみの上に座って、音を立てて熱いお茶をすする。山奥にあるせいか、この家はかなり冷える。季節から言っても、いつ雪が降ってもおかしくないくらいだ。さっきは山の中を走ったせいで暑かったが、少しじっとしていると寒さが体の芯しんまで浸しん透とうしてきた。そんな体には、熱いお茶は何よりのご馳ち走そうだ。


　そう言えば──お茶を飲みながら、ナイトは思い出していた。昔ナイトがお茶を淹れたとき──まだ子供だったから、正直お茶を淹れるのが得意というわけではなかった。気をつけてても少しお茶をこぼしたりした。それでも祖父は、そんなナイトの淹れたお茶を受け取って、「ナイト、おめぇの淹れた茶は美味ぇな」と、言ってくれたものだった。


「ナイト」


　と、そんな思い出に浸ひたっていると現実の祖父から声をかけられた。


「なんだ？」


「ナイト、おめぇの淹れたお茶──」


　祖父は、昔と変わらぬ表情で、昔と同じ口調と共に言った。


「──クソ不ま味ずいな」


「俺の美しい思い出を返せ、ジジイ！」


　なんだか泣きたい気持ちになって、ナイトは反射的に叫さけんでしまった。祖父がきょとんとナイトを見上げる。


「なにいきなり怒おこってるんだ？　あれか？　今時のキレやすい若者ってやつか？　本当にキレやすいかちょっくら俺が斬ってやろう」


　刀を手に立ち上がる祖父。この人の場合本気で言ってる可能性が高いので、ナイトは慌てて手を振った。


「違ちがう、俺は怒ってるわけじゃない！」


「そうか？　ならいいけどよぉ……チッ」


「おい、あんた、なんで今舌打ちした！　なんでそんな残念そうな顔をする！」


「気にするな。残念な孫を前にして本音が出ただけだ」


「残念で悪かったな！」


「なんだ、誰だれもおめぇの名前なんて言ってないぞ。それともおめぇ、自分が残念だって自覚があるのか？」


「今ここにいるあんたの孫は、俺しかいない！」


「そうだな」


「つまり残念な孫って俺のことだろう！」


「そうか、おめぇ自覚してたのか、残念孫」


　クッ──ダメだ。祖父のペースに乗せられたら、話が全く進まない。ナイトは驚きよう異い的な自制心を発揮して、とにかく先を促うながすことにした。


「とにかく、ジイさん、俺はあんたと茶飲み話をしに来たわけじゃない！」


「わかってるさ、そんなことはよぉ」


　面めん倒どうくさそうに、ひげを撫なでながら言う祖父。


「今までロクに顔も出さなかった残念孫が深刻なツラしてノコノコ戻もどってきたんだ。こりゃ、よっぽどのことがあったに違いねぇ、俺にはピンと来たぜ」


　したり顔で告げる。祖父。なるほど、その辺りのカンは昔と同様、鋭するどいようだ。


「だから俺は、面倒ごとに関わるのはまっぴらだから、さっさと残念孫を始末して何も見なかったことにしようと思った」


「おい、ちょっと待て！　あんた本当に俺のジイさんか？」


　なんていうか──あまりにもひどすぎないか、その思考は？


「残念だが、俺はおめぇの偽にせ物もののジジイだ、残念孫」


　真顔で答える祖父。ナイトは反射的に叫ぶ。


「なら本物はどこへ行った！」


「お前の本物のジジイは……まぁその話は置いとくぜ」


「置くなっっ!!」


「まぁ今のは冗じよう談だんだ、残念孫」


「その、俺の名前みたいに残念孫って呼ぶのはやめてくれ！」


「悪いな、もうやめておくよ、残念孫」


「……俺の方が残念だよ」


「おめぇが残念なのは自他共に認めることだな」


　……なんで少し会話するだけでこんなに疲つかれるんだろう。


「まぁ、冗談はこれくらいにしておくか、ナイト」


　祖父も飽あきたのか、ようやく真ま面じ目めな顔つきに戻った。


「おめぇが来たのは、すぐにわかった、気配でな。だからとりあえず俺ぁ置き手紙を置いて、居留守にしたのさ。おめぇがどんだけ昔のカンをもってるのかを見るためによぉ──そうしたらなんだ、あのてぇたらくは？　ここにいたころのおめぇなら、俺の気配に一秒で気づいてたはずだろ。まぁギリギリで気づいたとこ見ると、完全にナマクラになったわけじゃねぇみてぇだが……まぁ、ガッカリだよ」


　この人に面と向かってそう言われると辛つらい──確かに、予想外の内容の手紙に気をとられて周囲の気配の確認を怠おこたったのはまずかった。そもそも今までは魔ま乖かい咒じゆである程度周囲の警けい戒かいをしていたので、そこまで気を張はり詰つめなくても大だい丈じよう夫ぶだったのだ。それが急に魔乖咒が使えなくなったものだから、自分で思っている以上にスキも大きくなってしまった。


「だからここへ来たんだ、ジイさん！」


　ナイトは言って、畳の上に正座をして頭を下げた。


「勝手だとはわかっているけど、俺はもう、手段を選んでいられないんだ！　なんでもするから、俺にもう一度、剣けんを教えてくれ！」


「バカ野や郎ろうっっ！」


　怒ど鳴なられた。祖父のあまりの大声に、家全体が震ふるえたかと思ったほどだ。


「男が簡単になんでもするとか言うなっっ！」


　ビリビリと空気が震えるような音声で怒鳴る祖父。ナイトはなんて答えればいいのかわからず、硬直してしまった。


「男が気安く頭を下げるんじゃねぇ。男は頭を下げた回数だけ、男の価値まで下がるんだよ」


　腕うでを組み、難しい顔で頷うなずく祖父。


「でもまぁ、なんだ……なにか、訳ありみてぇだな、ナイト」


「あぁ、色々あって……」


「いいさ、俺はおめぇの事情なんざ興味ねぇ」


　あっさりと、祖父は言った。


「興味がねぇから、俺の興味を引くようにおめぇの事情を話してみろ」


「え!?」


　なに、そのムチャぶり？　ナイトは思わず固まった。


「つまらねぇ話だったら俺寝ねるからよぉ、三分に一回はギャグを入れて話せよ」


「ムチャ言うな！」


「ムチャがダメならクチャで言え」


「わけわからん！」


「えぇい、ゴタゴタ言ってねぇでとっとと話せ」


「ゴタゴタ言ってるのはあんたの方だ！」


「ゴタゴタ」


　……ナイトは頭を抱かかえて泣きたくなった。もしかして──この人に頼たよろうとしたのは間違っていたのかも知れない、そんな考えがチラリと頭をよぎった。


　でもここまで来たら後には退ひけない。ナイトは今までの事情を詳くわしく話した。


　ナイトが魔ま宴えんに巻き込まれ、魔乖術師として戦い始めたところから始まり、先日、源げん祖そと名乗る存在と出くわしたところまでを、できるだけまとめて話した。まとめても話はかなり長くなり、話し終わる頃には太陽が西に大きく傾かたむく時間となっていた。


　祖父は──この人にしては珍めずらしく、チャチャを入れることなく、真面目な顔で聞いていた。ギャグとか無茶な要求も、途と中ちゆうではされなかった。


「……ってわけで、魔乖咒が使えなくなって、俺はもう、あんたに頼るくらいしか方法が思いつかなかったんだ」


「…………」


　話を聞き終わった祖父は、無言のまま腕を組んで座っていた。


「なぁ、ジイさん。俺に剣を教えてくれないか？」


「…………」


「なぁ？」


「……Ｚｚｚ」


「寝るなぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


「なんだ、ナイト。別に寝てねぇぞ。ちゃんと聞いていたぞ、俺は」


　真面目な顔でそう言う祖父──この人はナチュラルに噓うそをつく性格だから、どこまで本気か本当によくわからない。


「まぁちょっと待て」


　と言って立ち上がる祖父。


「ちょっと顔洗って頭をスッキリさせてくるからよぉ」


「寝てたんだな？　あんた間違いなく今寝てたな？」


「寝てねぇって言ってんだろ。理想と現実の狭はざ間まの世界を旅してきただけだ」


「つまり寝てたんだよな？」


「しつこい孫だな！　ならいいさ、あぁ、いいさ、寝てたってことにしてやるよ、寝てないけどな、俺ぁ全然寝てないけどな」


「なにその逆ギレ！」


　この人は子供か、とたまに疑いたくなる。


「おめぇがしつこいから寝てたってことにしてやるよ！　そうすりゃ満足か、この野郎！」


「だぁ、もういいよ、さっさと顔洗ってこい！」


　なんだか──真面目にやっている自分がバカみたいになってきた。祖父は洗面所に向かいながら、途中で大きく背せ伸のびをした。


「あぁーぁっ、よく寝た……」


「やっぱり寝てたんじゃないかっ!!」


　どうしようもないジジイだった。


　戻ってきた祖父は、手にセンベイの袋ふくろを持ってた。


「おめぇも腹減ってるから怒りっぽいんだろ？　これでも食え」


「……いや、いい」


　何か食べたい気分ではなかった。


「そうか？　まぁ俺は気にせず食うけどな」


　畳たたみにあぐらをかいて座り、ボリボリセンベイをかみ砕くだき始めた。この人、もう結構な年のはずなのに、見た目も若いし、歯も白くてきれいに生えそろっている──そんな場ば違ちがいな感想を、ナイトは持った。


「ナイト、おめぇの話はよくわかった」


　祖父はそう切り出した。


「俺はちゃんと、おめぇの話を聞いてたんだぜ。おめぇの話をまとめるとだ──気にくわねぇ奴やつがいるから一発どつき回したい──そういうこったろう？」


「まとめすぎだ！」


　いや、まぁ突つき詰つめれば源げん祖そを倒たおしたいのだからそうなのだけど……もう少し言い方があると思う。


「要はだ、おめぇの女をさらったクソ野郎がいて、そいつをシバきてぇけど、そいつが強ぇから、なんとか強くなりてぇ、そういうこったろう？」


「サクラは俺の女じゃないけど……まぁ、そういうことだ」


　驚おどろいた。寝てたと思ったのに、本当に聞いていたのか？　あと、センベイ食べながら喋しやべるのはやめて欲しい。センベイの粉がナイトに思いっきり飛んでくる。


「そんで、時間はどれくらいあるんだ？　おめぇが修行する時間は？」


「……三日で」


　絞しぼり出だすようにナイトは言った。実際それ以上の猶ゆう予よはない。あまり時間をかけては、サクラが完全に源げん祖そに乗っ取られてしまうだろう。


「話にならねぇな」


　呆あきれたように、祖父は言った。


「おめぇ、何年も剣をまともに握にぎってねぇやつを、三日で一人前にしろってか？」


「ムチャはわかっているけど、今はあんたしか頼れないんだ！」


「まったく……」


　ぶつぶつ言いながら、祖父はあごひげを撫なでた。


「おめぇが戦うそのクソ野郎がどれくらい強ぇ奴かは、俺も知らねぇ。けど、並なみ大たい抵ていの強さじゃねぇのは間ま違ちがいなさそうだな」


　源げん祖そと戦ったのはわずかな時間だし、ナイトは魔乖咒が使えなかったのだからまともに戦うこともできなかった。それでも、源げん祖その桁けた外はずれの魔ま力りよくは、肌はだで感じ取ることができた。


「ムチャをいいやがるモンだ、うちの孫は……」


　つぶやき、祖父はナイトを見た。


「ナイト、無理だ。三日でおめぇを何倍も強くするなんてこたぁ、神様でもできやしねぇ」


「そこをなんとか頼たのむ！」


　頭を下げるナイト。


「頭を下げるなっつったろうが、ったく……方法が、無いわけじゃねぇけどな」


「本当か！」


「もちろんウソだ」


　……今一いつ瞬しゆん本気で自分の祖父に対して殺意を抱いだいたとしても、無理はない話だろう。


　その祖父は、真ま面じ目めな顔のまま続けた。


「ウソと言ったのが実はウソだ」


「どっちだよ！」


「ウソを言ったような気がしなくもない気がする今日この頃ごろだけれどやぶさかではないこともないと思う」


「だからどっちだよ!?」


「慌あわてるな、ナイト──まぁ、普ふ通つうに考えりゃ無茶なお前の要求だ。けど一つだけ可能な方法がある」


「それは？」


「俺に修行をつけてもらうこった」


　祖父が言う。


「この俺の修行に耐たえられりゃぁ、三日もありゃ十分だ。おめぇを立派に鍛きたえてやらぁ」


「あれ？　でもさっき、そんなこと神様にだって不可能だって……」


「神様だって不可能だ──けど、俺なら可能だ！」


　自信たっぷりに断言する祖父を見て、ナイトは今までで一番祖父を頼もしく思った。


「それじゃぁ、教えてくれるのか？」


「ナイトよぉ、俺を甘く見るなよ──実の孫が泣きながら転がり込んできて、『ブヒィ、俺はゴミ虫未満の力しかない清すが夢む騎人ないとだブヒィ。ケンカで勝てない相手がいるからなんとかしてよ、偉い大だいなるおじいさまブヒィ』なんて言われたら、俺も黙だまっちゃいられねぇ」


「言ってないからな、俺そんなセリフ言ってないからな！　しかもなんで俺変な口調なんだよ！」


「俺の修行を受けりゃぁ、おめぇはブタみてぇな悲鳴しかしゃべれなくなるぜ」


「怖こわっ、本気で怖っ！　あんたの場合本気そうで怖い！」


「ならやめるか？」


「いや、やってやる！」


　そうだ、祖父がその気になってくれたのだ。このチャンス、逃のがすわけにはいかない。


「よし、ナイト──修行の前に腹減ってねぇか？」


「いや、別に」


「俺ぁ腹減った」


「あんたセンベイボリボリ十枚くらい食ってたよな？」


「あれはオヤツだ。飯じゃねぇ」


　老人とは思えない健けん啖たんぶりだった。


「わかったよ……俺に飯作れってことだろ」


　昔もナイトが食事を用意することが多かった──今いま更さら祖父の傍ぼう若じやく無ぶ人じんブリに文句を言う気にもなれない。


「ナイト──おめぇは甘ぇな。とんでもなく甘ぇ」


　祖父がヤレヤレ、と肩かたをすくめた。


「俺くらいの達人になるとな、飯なんて食わなくたって生きていけるんだ」


「いや、腹減ったって言い出したのあんただよな？」


「腹が減ったら霞かすみを食くえばいい」


「あんたどこの仙せん人にんだよ！　そもそもあんたさっきセンベイ食ってたよな？　センベイは霞じゃないよな？」


「まぁいい、霞を食うとするか」


　言って祖父は、戸と棚だなから買い置きらしいカップ麵めんを二つ取り出した。


「いや、これ全然霞じゃないよな？」


「ナイト……おめぇ、カップ麵も知らないのか？」


「知ってる！　そんな、田舎ものを見るような目で俺を見るな！」


「まぁいい。さっさと飯にして、修行始めるぞ」


「わかったよ、まったく……」


　ナイトが文句を言いながら、カップ麵のふたを開けてお湯の用意をしていると──


「スキありゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　いきなり斬きりかかられた。咄とつ嗟さに転がってかわした。祖父の握った刀は、机の上にあった電気ポットを真っ二つにして、ポットからお湯が周囲に飛び散った。


「……いかなるときも油断すんじゃねぇぞ、ナイト」


「いきなりすぎる！」


「甘えるな、ナイト。修行はとっくに始まってるんだ」


　その一言を聞いて、ナイトは気づいた。


「まさか──最初にいきなり斬りかかってきたのも、もしかしてあの時から俺の修行は始まっていたのか？」


「カン違いするな、ナイト」


　祖父は、床ゆかに転がったカップ麵を拾いながら言う。


「確かに昔俺はおめぇを破門にした。けど破門されたから、おめぇの修行が終わったわけじゃねぇ。おめぇがいなくなってこの十年──未いまだに、おめぇの修行は続いてんだよ」


　ナイトは──何とも言えない気持ちになった。破門されて、てっきりナイトは自分が祖父から嫌きらわれているのかと思っていたのに、そんなことなかったのだ。祖父を遠ざけていたのはナイトの方で、祖父はこうやって、昔と同じく……


「まぁ、最初に斬りかかったのは、懐なつかしい孫の背中見たらなんとなくムカついて斬りたくなっただけなんだけどな」


「おい！」


　やっぱりとんでもないジジイだった。


「それよりナイト、さっさと飯作れ」


「いや、あんたがポット壊こわしたんだけど？」


　祖父がポットを一刀両断したせいで、周囲に湯が飛び散って大変なことになっていた。


　ナイトはぞうきんで床をふいたあと、ポットの下半分に残ったお湯を集めてなんとか二人分のカップ麵を作ることに成功した──お湯が少なくてギリギリだったけど、なんとかなった。


　改めて、祖父と向かい合って、畳の上でズルズルラーメンを食べてみる──端はたから見たらさぞかしシュールな光景だと思う。


「ナイト」


「ん？」


「おめぇの作ったラーメン──クソ不ま味ずいな」


「うるさい！　あんたがポット破は壊かいしたお陰かげで湯が足りなくて半はん端ぱになったんだ！」


　そもそもカップ麵なんて誰だれが作っても味が同じだろうに……


「まぁ腹が減ってるから、不味いもんでもないよりゃマシだ」


「あんた最悪だ！」


「そう誉ほめるな」


「誉めてないって！」


「かかかかかか」


「なぜ笑う！」


　ほんとうに、ロクでもない老人だった──そして、ここに来たことをナイトはかなり後こう悔かいしているのだが、もはや手て遅おくれだ。





　そんな食事を終えたら、すでに時刻は夕方だった。この辺りに街灯なんてしゃれたものはないので、日が傾かたむけば木に覆おおわれた山の中はすでに真っ暗だ。


　しかしそんな時間になってから、祖父は修行だ、と言ってナイトを外へ連れ出した──別段驚くことではない。昔ここで過ごしていた頃は、二十四時間が修行だったのだ。早朝昼間真夜中、時間の区別無く修行をしていたものだ。


　道のない木の間をさっさと歩く祖父の背中を追って、ナイトも早足で歩く──この山は祖父にとって庭のようなものだから、祖父は目をつぶってたって山の中を進むことができる。ナイトも昔はだいたいの山の構造を覚えていたのだが、今はだいぶ忘れてしまったのでついて行くだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


　ちなみにこの山、というか、この周辺の山々は全部私有地で祖父の財産だ。ロクに手入れもせずにほったらかしな上に、私有地の柵さくもないので誰でも自由に入れる。もっとも、あまりに場所が辺へん鄙ぴなので有効活用する方法もないし、山に入る物好きも全然いない。


　そんな山の斜しや面めんを登って、二人は岩場に出た。切り立った崖がけの上で、この辺りは木も生えてなく、視界が開けている。


「ナイト、あの岩を見ろ」


　祖父の指さす先には、巨きよ大だいな岩があった──本当にデカい。高さはナイトの倍くらいあるし、横よこ幅はばや奥行きもそれと同じくらいある。まさに巨きよ岩がんとも言うべき存在だ。


「あれを斬ってみろ」


「え？」


　それはまた唐とう突とつに、祖父が告げた。


「あれを斬れ、それがおめぇの修行だ」


　祖父が言う……大まじめな口調で。たぶん、本気だ。


　ナイトは実際に近づいてみた。近くで見たら、ますますその巨大さがわかる。とにかくでかい岩だ。


　試しにかるく叩たたいてみる──重い手応えが返ってくる。本物の岩だ。ついでに力ちから一いつ杯ぱい押してみたが、一ミリたりともビクともしない。


「これを、斬る？」


「そうだ」


　ムチャだ！　ナイトは思わずそう叫さけびたくなった。魔ま乖かい咒じゆが使えたならば、これくらいの岩を砕くだくのはたやすいが、今のナイトには特別な力など何もない。到とう底てい不可能だ。


「なにも素手でやれたぁ、俺も言わねぇよ。ナイト、おめぇの得え物ものだ」


　祖父が、鞘さやに収まった一ひと振ふりの刀を差しだしてくれた。この刀で斬れというのか？


「それで斬って見せろ」


　祖父が淡たん々たんと告げる。確かに、子供の頃も、自然石を斬ってみろという難題をふっかけられたことがある。でもあの時は握にぎり拳こぶしくらいの大きさの石で、こんな岩などやったことがない。


　ナイトは、刀を鞘から抜ぬこうとした──が、抜けない。何かに固定されているかのように、刀はビクともしなかった。


「なんだ、この刀？　どうなってるんだ？」


　ナイトは胸の前に持ち上げた刀を両手で摑つかみ、満身の力で左右に引っ張った。顔を真っ赤にして力を込めると、徐じよ々じよに動き出して──やっと抜けた。


「げ、この刀……」


　辺りはすでに暗くなっていたが、そんな状じよう況きようでもはっきりわかるほど、その刀は錆さびだらけだった。もう何年もまともに手入れされていないらしく、刀身が腐くさりきっていた。


「ムチャだ、こんなの……」


　まともな刀であってもあんな巨岩を斬るのは不可能だ。まして、こんなボロ刀では……


「その刀で岩を斬れ、それがおめぇの修行だ」


　祖父が告げる。さっきまでのおちゃらけた態度ではない。本気で言ってるとしか思えない口調だった。


「ムチャだ、ジイさん。こんなのできるわけが……」


「諦あきらめるか、ナイト？」


　祖父が告げる。


「おめぇがどうにかして欲しいって言うから、俺ぁやってるんだ。おめぇが諦めるなら、俺はもうなにもしねぇ」


「くっ……」


　そう言われると、ナイトには返す言葉がない。


「どうすんだ、ナイト？　やりもしねぇで諦めるのか？」


「クソ、やればいいんだろ、やれば！」


　ナイトも半分ヤケになって叫んだ。そうだ、諦めたらどうしようもない。


　それに──方法がないわけではない。ナイトには必殺の技があるのだ。


　そう、以前、五ご聖せい竜りゆうの一人、《剣ケン》を倒たおした必殺技。祖父直じき伝でんの必殺『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』。地脈の流れを解放することで眼前に存在するあらゆるものを破壊する対軍団戦用必殺奥義。


　無論こんな錆さびた刀では、技を使おうとした瞬しゆん間かん剣けんが耐たえきれずに砕けるだろう。しかし『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』の裏技的活用、地脈ではなく、相手の力を解放して、その力で相手を自じ滅めつさせるという技がある。この技ならば、刀への負担は最小限に抑おさえられるはずである。


　とはいえ、この技をナイトが自由に使いこなせるかどうかは怪あやしい。《剣ケン》とのときは、ひたすら追おい詰つめられて、頭が真っ白になったら、偶ぐう然ぜんできたとしか言いようがない状況だったのだ。もう一度できるかと言われれば、首を横に振ふらざるを得ない。


　でも──他に手段はないのだ。おそらく、祖父も、ナイトにあの技を使わせようとしているのだ。これくらいの技が使えないようでは、源げん祖そと戦うこともできない。やるしかない！


　ナイトは、錆びた刀を構えた。錆びた刀でもそれなりの重さがあるはずだが、今はさほど重さを感じなかった。魔乖咒をぬきにしても、度重なる死し闘とうが、ナイトの身体能力をすでに常人離ばなれしたレベルまでパワーアップさせていたのである。


「…………」


　目の前にそびえる巨大な岩。その岩の力を解放できる、ただ一点。全ての力が集約されたその一点を解放する──ナイトは、そのことにのみ集中した。


「ほほぅ、こいつは……」


　そんな孫の姿を見た祖父は、思わずそう呟つぶやいてあごひげを撫なでた。


「ナイトの奴やつ、思っていた以上に……」


「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトは雄お叫たけびを上げ、刀を手に駆かけ出だした。手の刀を大きく振りかぶり、全速力で岩へ駆かけ寄よっていく。


　その勢いを殺すことなく、恐おそれることなく、ナイトはその岩の、ただ一点めがけて、刀の切っ先を突つき刺さした。


　ボキッ


　折れた。祖父が呟く。


「こいつは……ナイトの奴、思っていた以上に、ダメだな」


「くっ……」


　手が、芯しんまで痺しびれたようだった。それどころか勢いがつきすぎて、岩に体ごと体当たりしてしまって、すり傷までできてしまった。当然と言えば当然だが、岩に満身の力で突つき立たてた刀は、半ばで脆もろくも折れてしまった。そう、それが当たり前の結末。なんの力も持たないナイトに、常人に不可能なことができるはずもない。


「ジイさん……」


　途と方ほうに暮れて、ナイトは祖父を振ふり返かえった。祖父は、ヤレヤレ、とため息を吐ついた。


「ナイト、言ったはずだ。その岩を斬きるのがおめぇの修行だ。できねぇなら、できるまでやれ」


「ムチャだ。こんなの、だいいちこんな錆びた刀じゃさすがに『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』自体が……」


「なんだ、ナイト。諦めるのか？　おめぇは、できねぇことはそのまま諦めちまうのか？」


　ナイトは、押おし黙だまった。反論のしようがない。そもそも、ナイトを三日で鍛きたえろというのがムチャなのだ。


「まぁ、考えてみろや、ナイト」


　あごひげを撫でながら、祖父が呟く。


「もし、もしも、仮定の話だが、仮に、ひょっとしたら、おそらく、If……」


「仮定がしつこいよ！」


「もしもおめぇが、そんなナマクラ使ってその岩を斬れるようになってみろ。そうなったらおめぇ、まともな刀使えば、岩どころかなんだって斬れるぜ、たぶん」


「最後の一言がなければいいセリフだったな、ジイさん」


「まぁ、これがおめぇを三日で鍛える俺の修行さ。時間は三日もある。やってみろ。ちなみに俺はここにいてもヒマだから帰って寝ねるわ」


　言って、祖父は今来た道を引き返し始めた。


「あぁ、おめぇはできるまで戻もどらなくていいぞ。できるまでメシも抜きな」


「おい！」


「ついでに言うと、刀の代えもねぇぞ。その刀だけで修行しろよ」


「…………」


　ナイトは思わず絶句した──想像以上に、メチャクチャな修行だ。


「じゃ、がんばれよ」


　そう言い残し、祖父は本当に帰ってしまった。残されたナイトは、半ばで折れたボロボロの刀を手に、途方に暮れるしかなかった。


「……どうしろってんだよ、本当に……」






　第二章　師し匠しようと弟子







　一方、清すが夢む邸ていに残されたヨルは、ナイトに話したとおり、情報収集に努めていた。


　やっていることは、祖父の遺品の整理である。オーストリアの『闇ヤミ』本家にいた人間はエリザベートの手によって皆みな殺ごろしにされたが、『闇ヤミ』の一族は無論、世界中に何人も存在する。現地で事後の整理をしていた一族に連れん絡らくして、最優先で、祖父の遺品の中から手がかりになりそうなものを送ってもらったのだ。


　届いた荷物は、大の大人でも持つのに苦労しそうなサイズの段ボール箱が数十個だった。


　一いつ瞬しゆん気が遠くなりそうだったが、ここまできて何もしないわけにはいかない。ヨルは手近な箱から順番に開け、中に詰められた書類や資料の書物などを読みあさることにした。


　丸一日かけて読んでみたが、届いた資料の十分の一も読めなかった。とてもではないが、全ての内容を把は握あくするのには三日ではムリがある。


　だが──幸いというか、ヨルの祖父はかなりマメで几き帳ちよう面めんな性格だった。資料などにはわかりやすく付ふ箋せんが貼はられていたり、本などでもわかりにくい場所には直接手書きで注ちゆう釈しやくが書き加えられてあったのだ。そのお陰かげで、ヨルも短時間で内容をかなり把握できた。


「これによると……過去の魔ま宴えんからの引用が多いわね」


　今まで繰くり返かえされてきた〈絢けん爛らんなる魔ま宴えん〉。実際のその内容は毎回記録され、『闇ヤミ』の本家に保管されていた。祖父はどうやら、その内容から多くのヒントを得たらしいのだ。


　しかし残念ながら、送られてきた資料にその記録は入ってなかった。おそらく、本家が壊かい滅めつしたときに紛ふん失しつしてしまったのだろう。


　原本がないのは困りものだが、ないならばないでしかたない。祖父は手製の資料の中に、必要な箇か所しよを抜き出して記録している。原本と見比べながら読み解いた方がわかりやすいが、ここは祖父の解かい釈しやくに頼たよるしかなさそうだ。


　コーヒーを用意して眠ねむ気け覚ざましに使いながら、ヨルは寝しん食しよくを忘れたように、資料を読みふけった。そのおかげで、二日目には、かなり真相に近いところまで迫せまれた気がする。


　源げん祖そ──魔ま乖かい咒じゆを生み出したとされる存在。祖父もまた、その存在に関して言げん及きゆうしていた。


　太古の昔、魔ま乖かい術じゆつ師しは魔ま術じゆつ師しと呼ばれる存在との戦いを繰くり広ひろげた。その伝説とも言うべき時代に活かつ躍やくしたのが源げん祖そであり、その配下にあった八人の『魔王エル・ケーニツヒ』たちだ。


　現在の状況を見ればわかるとおり、その戦いは魔乖術師の勝利に終わった。だが魔乖術師の犠ぎ牲せいも大きく、源げん祖そと『魔王エル・ケーニツヒ』は戦いによって力ちから尽つきた。


「……この部分が、私の知っている話と違ちがうわね」


『魔王エル・ケーニツヒ』は太古の昔、兵器として生み出された存在だという。魔術師との戦いが終わったあとも、源げん祖そと『魔王エル・ケーニツヒ』は戦いを求め続け、結果他の魔乖術師の手で打うち倒たおされた──そんな伝承があったのだ。


「……まぁ大昔のことだし、人によって伝承が歪ゆがめられるのはよくあることだわ」


　気にせずに、今は祖父の解釈を読み解こう。


「人々は大いなる者の死を悲しみ、その力を永遠とした……抽ちゆう象しよう的すぎてわかりにくいわ」


　元々の資料が太古のものだから、文法や言い回しが現代とはまるで違う。それでもすでに祖父が一回翻ほん訳やくしているので、かなりわかりやすいのだが……


「えぇっと……生き残った魔乖術師達は、『魔王エル・ケーニツヒ』の力を八冊の魔道書に封ふうじた。これすなわち八や祖その起こりである……魔道書に、始祖の力が封じられているってこと？」


　一番始まりの八人の『魔王エル・ケーニツヒ』を、一部の八や祖その間では始祖と呼ぶ。現在の八や祖そを遡さかのぼったときの源流が、八人の『魔王エル・ケーニツヒ』に行き着くためだ。


「さらに彼らは始まりの源の力を〈星せい辰しん〉に封じた。これすなわち魔宴の起こりである──ここがよくわからないわね……」


　だがここが一番重要そうだと判断して、ヨルは頭をひねって、資料の間に目を走らせた。


「今の状じよう況きようも合わせて考えると、この源の力っていうのが、源げん祖そのことよね？　源げん祖その力を、〈星せい辰しん〉に封じた……そう、これがお祖父さまの言っていた、〈星せい辰しんの金きん貨か〉のことね」


　源げん祖その力が、〈星せい辰しん〉にあるということか？　〈星せい辰しんの金きん貨か〉に源げん祖その力が込められて、金貨を安置した場所が〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉と呼ばれる場所なのだと解釈すれば良さそうだ。


「でも、それが魔宴の起こりになるっていうのはどういうこと？」


　魔宴とは、八や祖その代表者が戦い、その指導者を決めるための儀ぎ式しき──それが現在の一いつ般ぱん的な解釈だ。だが、この資料を読む限りでは、魔宴の目的は別にありそうである。


「どうやら、魔宴の本当の目的っていうのを探さないといけないようね」


　部屋中に積み上げた資料を振り返って、ヨルは一度ため息をついた。


「これによると、初期の魔宴は、別に八や祖その指導者を決定するわけじゃなかったようね……」


　では、いったいなぜ行っていたのか？


「魔宴の優勝者の称しよう号ごうが『魔王エル・ケーニツヒ』で、源げん祖その手下も八人の『魔王エル・ケーニツヒ』……引っかかるわね」


　わざわざ同じ名前を使っているんだから、無関係ではないだろう。


「お祖父さまから聞いた話では──そう、全ての魔道書と〈星せい辰しん〉を魔宴で揃そろえた魔乖術師こそ、真なる『魔王エル・ケーニツヒ』になれる──確かそうだったはずね」


　祖父の言う真なる『魔王エル・ケーニツヒ』とはどんな存在なのか？　そこが重要そうだ。


「『魔王エル・ケーニツヒ』＝始祖っていうのが元々の意味だとするなら、魔宴の優勝者は、その始祖の称号を手に入れると考えればいいのかしら」


　そんなに不自然ではない気がする。


　しかしヨル自身、すでにその体内に始祖の力を宿している。『闇ヤミ』の始祖の力が発動したとき、ヨルは『闇ヤミ』の魔ま力りよくに全身を包まれ、ほぼ不死身ともいうべき圧あつ倒とう的てき戦せん闘とう力を発揮できるのだ──もっとも、あの力は自分でも自由に制せい御ぎよできるとは言い難いのだが……


「そう考えると私はとっくに『魔王エル・ケーニツヒ』と呼ばれる存在なんだけど……まぁ私が特別だと考えればいいのかしら？」


　ヨルと同様の力を持つものは極少数だ。先祖返り、などと呼ばれたりもするが、ナナによればあのエリザベートも先祖返りを起こしていたようだが、ヨルほど劇的な変化があの女にあったわけではない。ヨルは特とく殊しゆな例と考えてもよさそうだ。
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「お祖父さまの言っていた真なる『魔王エル・ケーニツヒ』＝源げん祖そと解釈すればいいのかしら？」


　源げん祖そ──その名前は、サクラリスの肉体を奪うばった存在が自じ称しようした名だ。そんな名前、ヨル自身初めて聞いたし、祖父の手記にもその名はどこにも見あたらない。


　源げん祖そは、自らを忘れられた存在だと言っていた。つまりその存在どころか名前すらも、人々は忘ぼう却きやくしてしまった、ということだ。


「……あら？　でもそう考えたら、お祖父さまが手に入れようとした力って、源げん祖その力？」


　真なる『魔王エル・ケーニツヒ』になる＝魔宴の優勝者が源げん祖その力を手に入れる、ということか？　いや、でも、実際に源げん祖その力を手に入れた（？）サクラリスは源げん祖そに肉体を奪われてしまった。これでは、まるで……


「待ってよ、まさかこれって……」


　ヨルの頭の中で、ある仮定がよぎった。そう、魔宴の目的、そして『魔王エル・ケーニツヒ』の存在とは、もしかしたら……


「そんな、ウソよ、それって……」


　慌あわてて、積み上げた資料に手を伸のばし、凄まじい勢いでページをめくり出すヨル。確か、それらしい記述があったはずだ。それによると、まさか……


「そう、そういうことだったの……」


　ヨルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。ヨルには──わかってしまったのだ。魔宴の、本当の目的が。


「これが……わたしたちの運命だとでも言うのかしら……」


　呆然と呟くヨルは、魔宴の真相をすでに理解しつつあった、そして、自分自身が何をすべきなのかも……





「はぁ、はぁ……クソッ」


　荒あらく息を吐はいて、岩場の上に座り込んだのはナイトである。


　すでに真夜中。街灯もない山の中は真っ暗だが、幸い晴れているので、慣れれば月と星の光で視界に困りはしない。


　ナイトはこの場で、祖父に言われたとおり何度も岩を斬きろうとした。だが、岩を斬るどころか、削けずることもまともにできなかった。


「ムチャだ、こんなの！」


　思わずそう叫さけんでしまうほど、ナイトには目の前に聳そびえる岩が絶望的な存在に思えてきた。


　錆さびている上に折れてしまった刀。その半分になった刀身を素手で持ち上げてみた──錆さびで手が汚よごれるものの、完全なナマクラなので手を傷つけることはなかった。


　その刀を、力を込めて目の前の岩に突つき立たてる──ガツンと、鈍にぶい反動が手に返ってきただけだ。手が痺しびれて、思わず刀身を落としてしまうほどの衝しよう撃げきだった。


「なんて硬かたさだよ、この岩……」


　錆びたとはいえ、一応は鋼の固まりだ。それを突き立てたというのに、表面にほとんど傷がない。この岩は、恐おそろしく粘ねばりが強いのだ。仮に名刀をもってきたとしても、こんな岩を切ろうとすれば刃はこぼれ必至だろう。


「肝かん心じんの『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』だって、こんな錆びた刀じゃムリだ……」


　相手の力を解放して自じ滅めつさせる必殺技だが、岩に傷一つつけられないナマクラではとても発動させることができない。


「クソ……冷えてきた」


　少し体を休めると、夜の山の冷気がたちまちナイトを襲おそう……すでに吐く息は真っ白だ。体を動かすのをやめると、たちまち震ふるえが全身を包む。


「こんなこと、やっている場合じゃないのに……」


　こんな無茶苦茶なことをやったって、修行になるとはとても思えない──よくよく考えたら祖父だってもうかなりの年のはずだ。見た目はかなり若いが、思い出してみたら十年前とほとんど変化がない。ナイトの記き憶おくでは、すでに八十以上の高こう齢れいだったはずだが……とっくにボケていると言われても納得できる人物だ。


「こんなことをやっている間にも、サクラは……」


　もしかしたら、とっくにサクラの意識は消えて、あの肉体は源げん祖そのものとなってしまっているかも知れない。いや、今こうしている瞬しゆん間かんに、サクラが力尽きているかも知れない──そう考えると、ナイトの胸にはやるせない思いが募つのってくるのだ。


「……でも、今の俺じゃぁ……」


　そうだ。魔乖咒を失ったナイトは、源げん祖そを前に、なにもできないまま立ちすくみ、結果『先生マイステリン』を命の危機に追い込むという最悪の結果を招いてしまった。なんとしてでも、戦う力を新たに手に入れねば、ナイトにはなにもできない。


「寒い……」


　体を震わせ、立ち上がるナイト──祖父に言われたので、岩も切れないまま祖父の家に戻もどるわけにもいかない。


　今の精神状態では空腹も感じなかったが、さすがにノドは渇かわいてきた。確かこの先に川があったはずだ。そこへ行こう。


　木の間にはいると夜空も枝に隠かくされてしまって真っ暗になってしまう。しかし、夜闇にも慣れればこれくらいの道、進むのはわけない。


　だいぶ忘れてしまったとはいえ、一時期住んでいた場所だ。ほどなく目的の川辺にたどりつく。夜だから川の水面まで黒く見える。


　川のそばに膝ひざをつき、手と顔を洗ってから、水を口にした──触ふれた手が痛いと感じるくらい冷たい水だった。でも、その水で顔を洗ったお陰かげで意識がだいぶはっきりしてきた気がする。


　その時、ナイトの耳は奇き妙みような声を聞き取った。


「なんだ？」


　振ふり返かえるナイト──真っ暗な木々の向こうから、なにか、犬かなにか、獣けものの鳴き声のような音が聞こえた気がする。


　人のいない山奥とはいえ、音は色々と聞こえる。冬場なので虫は少ないが、それでも風の音、鳥の気配などは感じられた。


　山はほとんど整備されていないので、獣なども繁はん殖しよくし放題だ。子供の頃ころはタヌキをよく見かけたし、イノシシなども生息しているはずだ。


　でも、この声は……もっと別の獣か？　ナイトの記憶にはない鳴き声だった。野犬かとも思ったが、犬ともまた少し違う気がする……


　そういえば、ナイトは思い出した。ここではないが、もう少し離はなれた山奥辺りでは、毎年クマが人家まで現れてよく新聞沙ざ汰たになっていた。この辺りの山だって、クマがいたとしてもおかしくはない。


　ナイトはゴクリと水を飲んだあと、口元をぬぐって立ち上がった──そうやって考えてみると、目の前の真っ暗な森が、途と端たんに恐ろしい獣の巣そう窟くつに見えてきた。魔ま乖かい咒じゆが使えるならともかく、今のナイトがクマと出くわせば、一発でＫＯされてしまうだろう。


　油断できないな、と身構えつつ、歩き出したその時──声が聞こえた。


『ソノ程度カ……』


　なんだ、この声は？　妙みようにしゃがれたような、押し殺したような、奇妙な声だ。


「誰だれだ？」


　ナイトは鋭するどく誰すい何かする。だが、真っ暗な木の間で、ナイトの声はむなしく響ひびいただけだった。


『カカカカカカカ……』


　掠かすれるような、声。それは、笑い声のようにも聞こえた。


『オレノ気配モ姿モオ前ニハ見エナイ。ソレガオレタチノ実力差ダ』


「チッ、どこに隠れている！」


　声は聞こえるのに、その主がどこにいるのかさっぱりわからない。奇妙だった。


『怖ガルナヨ……オ前ヲ食ッタリハシナイサ』


「…………」


　ナイトは、それ以上喋しやべらなかった。ただ、静かに相手の気配を探る。


『オレモ暇ひまデナ。少シオ前ト遊ンデヤロウカト思ッタノサ』


　いや、ナイトは思考を巡めぐらせる──この山にナイト以外の人間が入るとは思えない。だが、一人だけ、こういう悪ふざけが大好きな人物に心当たりがある。そう、それは……


「ジイさんだろ？」


『…………』


「悪ふざけはよせよな、ジイさん。用があるならさっさと出てこい」


『違ちがウ』


　かすかな声は、静かに否定した。


『オレハオ前ノジジイジャナイ』


「なら誰だ？」


『名前ハナイ』


　短く声は答えた。


『オレノコトハ、ドウデモイイ。オ前ノ遊ビニ少シツキアッテヤルヨ』


「なんのこと……」


　と、そこでナイトはそれ以上喋っていられなくなった。


　突とつ然ぜん地面が揺ゆれた。地じ震しんか？　そう思ったときには、もはや直立するのが不可能なほどの揺れがナイトを襲い、ナイトはその場に転がった。


　周囲の木が、折れそうなくらい激しく左右に揺れる。とんでもない規模の地震だ。こんな場所にいれば、山やま崩くずれに巻き込まれるかもしれない。そう思ったとき──とんでもない爆ばく音おんが、周囲に響いた。


　それは何かが壊こわれるような音だった。たとえるなら、車同士が正面衝しよう突とつしたときの激げき突とつ音おんのような音だった。いったいなにが？　そう思ったら、激しい揺れは、徐じよ々じよに収まっていった。


『ツマラナイ遊ビダナ』


　揺れが収まっていく中、全く動じた様子のない声が、そう告げる。


『コンナ遊ビハ飽キタ。オレハ行クゼ、アバヨ』


　声はそう言い残し、それ以上いくらナイトが呼びかけようと、返事は返ってこなかった。


「なんだったんだ、今のは？」


　首をひねりながら歩き出すナイト。とんでもない大おお地じ震しんだと思ったのだが、落ち着いて周囲を見ると、そんなものがあった形けい跡せきはない。木も石も、乱れることなく、山の中の景色に変化は見られない。


「なにがどうなっている……なっ！」


　思わず息を呑のんだ。なぜなら、目の前には信じられない光景が広がっていたからだ。


　先ほどまでナイトが苦戦していた岩が、真っ二つに裂さけていたのだ。


　ナイトは慌あわてて駆かけ寄よってみる──ナイトの数倍以上の巨きよ岩がんが、真っ二つ、まさに一刀両断にされて、左右に転がっている。


　それだけではない。岩を斬きっただけでは勢いが足りなかったのか、したの地面にまでその爪つめ痕あとを残している。深さにして一メートルはありそうな亀き裂れつが、足下に存在していた。


　しかも、その亀裂の端はしに突つき刺ささっている棒状のもの……それは、先ほどナイトが取りこぼした、半分の長さしかない錆びた刀身だった。


「本当に……これで斬ったのか？」


　目の前の光景が、信じられなかった。あの頑がん丈じような岩が……近くで見てみると、岩の断面は恐ろしいほどなめらかで、鏡のようだった。どのような技を使えば、ここまで見事に斬ることができるのだろう？


「そうか……できるのか……できるんだな、この剣で！」


　ナイトは、折れた刀を持ち上げてみた。誰がやったかは知らないが、現実として目の前に、岩は斬れているのだ。ならば、ナイトができないのは、単純にやり方が拙まずかっただけだ。なんとしてでもこの技を身につけてやる！　ナイトは、改めて決心した。


　改めて刀を構えて、割れた岩と向き合う……その時一言だけ、礼を言った。


「手本ありがとうよ、ジイさん」





　山の中、周囲の木より飛とび抜ぬけて高い巨きよ木ぼくがあった。その木の上からは、山の上の様子がよく見える。それは無論、ナイトがいる岩場の様子もよく見えた。


　月明かりに照らされた木の頂上にある枝に静かに立つ人ひと影かげがあった。


『世話ガ焼ケルナ』


　人影は、掠れた声で呟つぶやいた。


『オレガデキルノハココマデダ……後ハオ前ガナントカシロ』


　それだけ言い残し──次の瞬間、人影は、枝の上から消えた。





　それから二日──すなわち、ナイトが山に来てから三日目の朝。


　ナイトの祖父は、朝あさ靄もやのかかった山道を進んでいた。結局ナイトはあれから一度も祖父の家に戻ってこなかった。今日が約束した三日目だ。さてどうなったかな、あごに手を当てながら、岩場へと祖父はやってきた。


　探す必要もなく、ナイトは見つかった。祖父が指示した岩は、見事真っ二つになっている。その岩の隣となりで、ナイトは大の字になって寝ねていた。岩の上だというのにそんなことも気にせず高いびきだ。


「よぉ、ナイト。おきろや」


　祖父が声をかけても、よほどふかく眠ねむっているのか、ナイトは起きない。


「しかたねぇ孫だな、まったくよぉ……」


　言いながら、祖父は腰こしの刀に手をかけた──瞬間。


「はっ！」


　バネで弾はじかれたようにナイトは飛び起き、その場に立ち上がりながら折れた刀を構えた。


「よぉ、ナイト、お目覚めか？　ずいぶんご機き嫌げんじゃねぇか」


　鼻を鳴らす祖父。少し感心したような声だった。


「おめぇ、三日前に見たときぁ、心の臓を貫つらぬかれるまで自分が何されたかわからねぇような、フヌケだった。それが今じゃぁ、俺の針先ほどの殺気で熟じゆく睡すいから起きるたぁ、変わったもんだ」


「おかげさまで、だいぶ神経が張はり詰つめているんだ」


　ナイトも頷うなずく。その目の下には、クマが濃こく出ていた。正直ロクに寝ていないのだ。今だって、寝る気はなかったのだがつい睡すい魔まにあらがえなくなってしまったのだ。それでも、祖父にすぐ反応できたのだから、この三日の修行の成果は出ているようだ。


「で、これ、おめぇがやったのか？」


　真っ二つに断ち切られた巨岩を、アゴで示す祖父。ナイトは首を振った。


「いや、それは俺じゃない、どこかの誰かが勝手に斬っていったんだ」


「だろうな、こいつぁ、おめぇがやったにしちゃぁできすぎだ。こんなスッパリ斬るにゃ、よっぽどの達人クラスじゃなきゃムリだな、かかかかか」


　白々しく笑う祖父。ナイトは、あえてツッコミはしなかった。


「……で、ナイト。おめぇは、できたのか？」


「あぁ……一応な」


　ナイトが頷いたのを見て、ほぅ、と呟いた祖父はアゴをしゃくってみせる。やって見せろ、ということだ。


　ナイトはうなずき、折れた刀の柄つかを握にぎって、真っ二つとなった岩に近づく。


　刀を両手で構える。そのまま意識を集中させて、静かに息を整える。


　構えたまま、ナイトは動かない。ひたすら意識を集中させて、目の前の岩を睨にらむ──その構えを見て、祖父は息を漏もらした。


「……この三日で、ちったぁマシになりやがったな……」


　ナイトは静かに、本当に静かに、意識を乱すことなく、ゆっくりと、折れた刀の先を、岩の表面に押し当てた。遅おそすぎて、それでは木の葉一枚斬れないだろう、それくらいゆっくりとした動きだった。


　静かに刀を押し当て、ナイトは、さらにゆっくりと、刀を動かす──奇き妙みような現象が起きた。


　静かに動く刀の先が、岩の中に入っていく。そのまま、なんの手応えも感じさせることなく、岩を斬っていく。それはあたかも、熱した包丁でバターを切るような動きだった。


　スッと、音も手応えもなく、ナイトの刀は、岩を切断した。ぼとりと、ナイトの腕うでくらいの大きさの岩が、地面に落ちた。


「できたぜ、ジイさん」


「ふんっ」


　鼻を鳴らし、祖父が近づいてきた。ナイトが斬り落とした岩の破片を持ち上げて見てみる。切り口は、光を反射しそうなくらいなめらかだった。


「……ナイト。おめぇ今のどうやってやった？」


「なんとなく……としか、言いようがない」


　ナイトは説明した。


「ただ、三日ほどずっと岩を見ていると、なんとなくだけど、斬れそうな感じの場所が見えるようになってきたんだよ。その場所に刀を当てると、なぜか今みたいに斬れるんだ」


「大バカ野や郎ろうっっ！」


　祖父がいきなり怒ど鳴なった。


「俺はおめぇにこんな技教えちゃいねぇぞ！」


「いや……だって岩を斬れって言ったのはジイさんだろ」


「おめぇはもうクビだ！　とっとと帰れ！」


「え!?」


　なんで怒おこられなきゃいけないのか、ナイトにはさっぱりわからなかった。


「なに驚ぇた顔してる？」


「いや、だって……」


「おめぇ、俺が教える暇もなく技おぼえちまったんだからなぁ、もう教えることねぇよ。おめぇにゃ皆かい伝でんをくれてやる。とっとと帰っていいぜ」


「それじゃぁ、ジイさん？」


「あぁ、修行は仕し舞めぇだ」


「ありがとうございますっ！」


　ナイトは頭を下げた。祖父は、あごひげを撫なでながら言う。


「言っただろう。俺が教える前に終わっちまった。礼はいらねぇ」


「でも、ジイさんのお陰かげだ、本当にありがと……」


「いらねぇって言ってるだろ！」


　殴なぐられた。結構痛い。なんで礼を言って怒られなきゃいけないんだ……


「まぁ、おめぇの場合まだ危なっかしいとこはあるが、今の技ができるなら、だいたいのもんは斬れるはずだ」


　祖父は言いながら、静かに、腰の刀を抜いた。


「慣れりゃぁこんな芸当もできる」


　ヒュッ、風を切る音がすると同時に突とつ風ぷうが巻き起こる。祖父が、目にもとまらぬ速さで刀を振ふったのだ。音もなく、地面に亀裂が走った。


　祖父の目の前の地面、横向きに亀裂が走っている。それは、地割れと呼んだ方がいい跡あとだった。深さにして数メートル以上、長さは数十メートルにも及およぶ割れ目が、目の前に一いつ瞬しゆんで刻まれていたのだ。


「すごい……」


「ま、これくらい軽くできりゃぁ、一人前ってとこだな」


　たいして自じ慢まんするでもなく、祖父が呟いた。やはりこの人はすごい──ナイトは改めて感心した。


「ナイト、腹減らないか？」


「減ったな」


　なにしろカップ麵めんを食べて以来まともな食事をしていない。


「そうか」


「…………」


「…………」


「聞いただけかよ！」


「甘いな、ナイト。誰だれがおめぇに飯を食わせてやるなんて言った？」


　そりゃ言ってないけど……ナイトは、やはりこの人はボケジジイだな、と評価をつけ直した。


「まぁ冗じよう談だんはおいておくとして」


　祖父が言う。


「飯くらい食わせてやらぁ。俺を誰だと思っている？　なにか食いたいものあるか？」


「……いや、言っても、あの家にはカップラーメンしか置いてなかったよな？」


「ありゃぁ、非常用の保存食だ。他にも飯はある」


　その非常食、三日前二つも食べてしまったがいいのだろうか？


「カップ焼きそばとか、うどんやそばもあるぜ」


「うん、全部カップ麵だな」


　見事なまでになんというか──普ふ段だんの食生活が気になる人だった。


「ガキが遠えん慮りよするな」


「遠慮じゃないけどな……まぁいいや。せっかくだからご馳ち走そうになるか」


「誰がお前に食わせてやると言った！」


「いや、今明らかにそういう流れだったよな？」


「おめぇに食わせるタンメンはねぇ！」


「あんたそれが言いたかっただけだろ！」


「しかたないな。そこまで言うなら食わせてやろう、俺の緊きん急きゆう用非常食をな！」


「非常食にカップ麵を用意しておくと、いざというときお湯が沸わかせなくて苦労するらしいぞ」


「べ、別におめぇのために用意するわけじゃねぇんだからね、勘かん違ちがいしないでよ！　ちょっと買い置きが多すぎるから、それでしかたなく食べさせてあげるだけなんだからね！」


「なんでいきなりツンデレ？」


「言っておくが、俺はデレねぇから期待するなよ？」


「誰も期待してないよ」


　なんだか後半の会話がすごくウザい。まぁ、それがこの人らしいと言えばこの人らしいのだけれど……


　結局家に戻もどって、ナイトはカップラーメンを食べることにした。祖父はカレーヌードルをすすっているので、部屋の中がすごくカレー臭くさい──この人、普段からこんな食生活なのだろうか？　少し心配だ。


「ナイト、食いながらでいいから聞けよ」


　祖父が言うので、ナイトは答えた。


「できればあんたは食いながら喋しやべらない方がいいと思うぞ」


　食べかけのメンが口から飛ぶから。


「気にすんな」


「気になるよ！　あんたが喋るとこっちの方に食べカスが飛んでくるんだ！」


「細けぇことにこだわるな、ナイト。地球温暖化問題に比べりゃぁ、そんなのは些さ細さいな問題だ」


「確かに些細だけど、温暖化問題は今関係ないだろ？」


「バカ野郎！　おめぇがカップ麵を食う度に世界の木が何本消費されると思ってるんだ！」


「いや、カップ麵と木は関係ないよな？」


「割わり箸ばしの材料はなんだと思っている！」


「今使ってるのプラスチックのフォークだけど？」


「……その話は置いておく」


　ごまかしたな──ナイトは食べながら呆あきれた。


「おめぇ、カップ麵を食う度に、その湯気のお陰で地球の温暖化が進んでいるんだぞ！」


「温暖化の話は置かないのか……しかもその話無理ないか？　たかがカップ麵一個だぞ？」


「バカ野郎！　カップ麵一個分のお湯を用意するのにどれだけのエネルギーが必要だと思っている！」


「お湯一つでそこまで気を遣つかってたら、もう人類の日常生活自体が破は綻たんするぞ……」


「まったく、おめぇみてぇなガキが増えたから、地球の未来は危ねぇんだ」


　そう言って大げさに嘆たん息そくする祖父。なぜかは知らないが、そう言われるとすごく腹が立った。


「そもそも毎食カップ麵を食べるようなジイさんに言われたくないセリフだ」


「俺はいいんだ」


　なぜか胸を張って言う祖父。


「俺ぁどうせ老い先短ぇ。この先地球がどうにかなるころにゃ、俺ぁどうせ死んでる」


「あんた最悪だ！」


　やっぱりロクでもないジジイだった。


「まあ冗談はこれくらいにしておくとして……」


「やっと本題か？」


　祖父が真ま面じ目めな顔になった。さすがに、今みたいなくだらない話をするためだけに、ナイトを家に呼んだわけじゃなさそうだ。


「おめぇ、なんであんなナマクラで岩が斬きれたかわかるか？」


「……いや、自分でもよくわかってない」


「だと思ったぜ、まったくよぉ」


　祖父が説明を始めた。


「別に難しいことじゃねぇ。ものを斬るってのは、要はものの間に隙すき間まを空けるってことだ。世の中のたいがいのもんは、実は最初から隙間だらけなのさ」


「え？」


「なんだ、信じられねぇのか、ナイト？」


　いきなり隙間だらけとか言われても……


「あらゆる物質は原子でできているだろ？　原子ってのは細かい粒つぶだ。そんで原子と原子の間は実際隙間だらけなのさ。わかるだろ？」


「……言ってることはわかるけど、ピンと来ないな」


「今はそれでいいさ。要は、どんなもんにも隙間があるってことだけおぼえておけ。俺たちゃ、その隙間にちょいとばかり刀の切っ先押し込んで、隙間を広げてるだけだ。おめぇがやったのは、そういうことだ」


　確かにさっきはなんとなく岩を斬った。でもあれは、意識を集中させると、なんとなく斬れそうな部分が見えてくるのだ。それが祖父の言う隙間という奴やつなのかも知れない。


「おめぇは難しく考えすぎだ、ナイト。言っただろう。この世のあらゆるものは、隙間だらけなのさ。その隙間をちょいと広げるなんてこたぁ、できて当たり前のことなんだよ。ただ、そんな当たり前のこともできねぇ奴が、世の中多いからつまらねぇよな」


　そういうものなのか？


「ナイト。おめぇあの岩斬ろうとして、最初『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』使おうとしただろ？」


「あぁ、確かに」


　その結果、刀の方が折れてしまったわけだ。


「おめぇがあの技おぼえていたことも驚おどろきだが、それ以上におめぇのダメッぷりに俺ぁ驚ぇたぜ」


　祖父が嘆息する。


「あの技は、風船みたいに力をため込んでる奴に使うって教えてやったろう？　硬かたい岩に向かってやったって効きやしねぇよ」


「確かに、何回やってもビクともしなかった……」


「あの技はそもそも、相手の力を解放する技だ。そのためにゃ、相手の力が一番集中してる一点を貫つらぬかなきゃいけねぇ……おめぇの持ってたナマクラじゃ、とてもそんなことできやしねぇよ」


　だから一発で折れてしまったのか。


「隙間を狙ねらえば、どんなもんだって斬れる。どんなに硬くてどんなデカイもんだろうとな……逆に、隙間以外の場所を斬ろうとしたら俺だって難しいのさ」


　祖父が言う。ズルズル音を立ててヌードルをすすらなければすばらしく感動的なセリフだっただろうが、下品な音とカレーの臭においが全てを台無しにしている気がする。


「そしてナイト。覚えておけ。この世に強いやつなんてどこにもいねぇ。お前も、俺も、みんなか弱い人間だ。ただ、自分を強く見せかけるのが上手い人間も中にはいるだけだ。相手の本質をよく見ろ、ナイト」


「ジイさんも、弱いのか？」


「当たり前だ。言っておくが、俺は自分が強いなんて思ったこたぁ一度もないぜ」


　あっさりと、祖父は言う。


「ナイト。自分が強いなんて思ったらそいつぁお仕し舞めぇだ。人間そんな風に思い出したらもう進歩できねぇ、衰おとろえるだけだ」


　いつになくしんみりとした口調の祖父。珍めずらしいこともあるものだ。


　ズルズル音を立ててヌードルを食べ、祖父はまだ熱いはずの残ったスープを一気に飲み干した。


「ジイさん。年寄りが塩分をとりすぎるのはよくないぞ」


「なぁに、内臓が腐らねぇように塩しお漬づけにしてやろうと思っただけさ」


　本当に、口の減らないジイさんだ。


「しかし、ノドが渇かねぇか、ナイト？」


「スープを全部飲んだりするからだ……わかったよ、お茶淹いれればいいんだろ」


　ナイトは言われるままに立ち上がって、お茶を淹れ、湯飲みを祖父に差し出した。


「……そういやぁ、おめぇにゃ、ガキの頃ころから茶ぁ淹れさせてたよな」


「なにを今いま更さら」


　祖父は昔を懐なつかしむように語り出した。


「ガキの頃からクソ不ま味ずい茶を淹れてくれたな、おめぇは」


「うるさい！　子供に期待するな！」


「そうじゃねぇよ」


　祖父が、あごひげを撫なでた。


「三日前──おめぇに茶ぁ淹れさせたが、不味かった」


「悪かったな！」


「おめぇ、なんで不味かったかわかるのか？」


「……俺はお茶淹れるのが下手なんでね」


「そうじゃねぇよ、そうじゃねぇ、全くもってわかっちゃいねぇな、おめぇ」


　祖父が首を振ふる。


「おめぇ、この家に最初なにしに来た？」


「なにって、それは剣を教えてもらいに……」


「それが不味い原因だ」


　祖父がナイトを指さした。


「おめぇ、剣の修行したくて、他のことに目がいってなかっただろ？」


「それは……」


　その通りだ。


「気が焦あせってるから最初俺の殺気にすらまともに気づかねぇんだよ。人間焦ったらろくなことにならねぇ──硬すぎる刃ははすぐ欠ける。人間だって同じだ」


　祖父が、手にした湯飲みを軽く振った。


「茶も同じだ。おめぇがもっとガキの頃──おめぇの淹れた茶は不味かった。けどな、おめぇ、自分のジジイに美う味めぇ茶淹れようと必死だった。だから茶は不味くても、その気持ちだけで俺にゃ十分だった。だから俺は、美味ぇ、って言ったんだ」


　確かに──言われてみればそうかもしれない。三日前も、ナイトは祖父に言われて渋しぶ々しぶお茶を淹れただけだ。それで美お味いしいお茶がはいるわけがない。


「で、おめぇ、この茶の味は……」


「待ってくれ、ジイさん！」


　ナイトは慌あわてて立ち上がって、祖父から湯飲みを取り上げた。


「もう一度淹れ直すから、待ってくれ」


「そうか……おめぇの好きにしろ」


　ナイトはもう一度、最初から淹れ直した。キッチリ茶葉の分量を量って、温めた急きゆう須すに入れ、お湯を注ぐ。同じく温めた湯飲みに、お茶を最後の一いつ滴てきまで残さず淹れる……


「できたぞ、ジイさん」


「慌てるな、ナイト。俺は逃にげたりしねぇよ」


　祖父はナイトからお茶を受け取ると、ズズッと音を立ててすすった。


「…………」


「…………」


「……ナイト」


　しばらく口の中で味わった後、祖父が口を開く。


「やっぱ不味いわ、このお茶」


「空気読めよ、このジジイ！」


　台無しだ！　ここまでの前置きや空気が全て台無しだった。


「まぁおめぇに茶ぁ淹れる才能がないことはよぉくわかった」


「悪かったな！」


「気にするな、ナイト。人間茶淹れるのが下手だって死にゃぁしねぇ」


「あぁ、そうだな！」


「俺なんて実はおめぇより淹れるの下手だぜ」


「下手なのに人のことをけなしていたのか！」


「おめぇ、ここまで俺に言わせるのか？」


　照れくさそうに、祖父が言った。


「おめぇ、こんな改まった雰ふん囲い気きの中で面と向かってお前を誉ほめるなんて、そんな小こっ恥ぱずかしいマネができるか」


　そうか……今のは、この不器用な老人の、照てれ隠かくしだったのか……


「まぁ今のはウソだが」


「おい！」


「というのがウソで、実は本当だ」


「どっちだよ！」


「おめぇの茶が不味いってのは本当だ」


「そこが本当なのかよ！」


　最悪だった。キレイにまとまったと思ったのに、全てが最悪レベルだった。


「まぁ終わりよければ全てよしってわけだな」


「あんたが言うな！」


　自分で全てをブチ壊こわしておいて、ヌケヌケとよく言うものだ。


「そんで、ナイト。どうなんだ、結局は？」


「なにがだよ」


「調子だよ。その、おめぇの愛人かっぱらった横よこ恋れん慕ぼ野や郎ろうをブッ殺すんだろ？」


「いや、サクラは愛人じゃないし、横恋慕じゃないけど……やってみるしかないさ、ここまで来たらな」


　そうだ。なんだかんだで三日、ヨルと約束した期限だ。これ以上、ここで修行を続ける余よ裕ゆうもない。


「勝てそうか？」


「負ける気はないさ」


　負けるわけにはいかないのだ、サクラと約束したのだから、絶対助けると。


「で、おめぇ、自分の得え物ものあるのか？」


「いや……」


　せっかく剣を学んだものの、今ナイトが使えるような武器はなにもない。


「しかたねぇ奴やつだな──ま、ここに手ぶらできてる時点でロクな得物持ってねぇのはわかってたけどな」


　まぁ、最悪、ヨルに魔ま力りよくで刀を作ってもらうしかないかな、と考えているのだが。


「まぁいい……なにか好きな刀持ってっていいぞ」


　祖父が、隣となりの部屋のふすまを開けた。そこには──壁かべ一いつ杯ぱいに、大小様々なサイズ、種類の刀とう剣けんが並べられていた。その数、百は優に超こえているだろう。祖父の、コレクションだ。


　日本刀だけでなく、海外産の様々な種類の武器も数多く揃そろえられていた。この中には国宝クラスの貴重な銘めい刀とうも混ざっていることを、ナイトは知っていた。


「ただし一ひと振ふりだけだぞ。あと、俺の愛刀だけはダメだぜ」


「いいさ……俺には、これでいい」
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　ナイトは、ここまで持ってきた日本刀を持ち上げる。鞘さやに収まってはいるが、修行に使った錆さびまくったナマクラだった。しかも途と中ちゆうで折れてしまったものだ。祖父は片眉まゆを器用に持ち上げた。


「いいのかよ？　そいつは完全に腐くさってるぞ。ついでに言うと、そこまで名刀でもねぇ」


「わかってる……ようやく、思い出したよ」


　最初持ったとき、刀にしては妙みように軽いと思った。軽いはずだ。長さは六十センチほど。打ち刀としては短いし、脇わき差ざしにしては長いという半はん端ぱな長さだ。


「これ……俺が昔使っていた刀だよな」


「その通りだ」


　そう。十年前──まだ小さかったナイトが使えるように、祖父がわざわざ用意してくれた一振りだ。祖父に破門されたとき、結局この家に置いたままだったのだ。


「言っておくけどな、俺はそいつを、全く手入れしなかったわけじゃねぇぞ」


　祖父が、アゴを撫でながら言う。


「放っておくにゃ忍しのびないんで、年に数回は研とぎ直してたんだ。けどどういうわけか、研いでもあっというまに錆びちまうんだ」


「なぜだ？」


「おめぇのせいだ、ナイト──剣けんにも意志がある。おめぇ、その剣の涙なみだが見えねぇのか？」


　ナイトの刀を指さす祖父。ナイトには、ただ錆びた刀にしか見えない……


「そいつはおめぇのために用意した剣だ。でもおめぇはそいつを捨てて消えた。だから剣は悲しんで、泣いて、そのせいで錆びちまったんだよ」


「俺の……せいなんだな」


　しずかに、刀の鞘を撫でてみた。そういう理由ならば、この刀にも申し訳ないことをしたものだ。


「すまない……そして、ありがとう。俺なんかを待っててくれて」


　何気なく呟つぶやいた瞬しゆん間かん、キンッ、と、澄すんだ金属音が響ひびいた。祖父が、ふん、と鼻を鳴らす。


「終わりだな」


「なにがだ？」


「鞘から抜ぬいてみろ」


　言われたとおり抜くと──柄つかの先が、無かった。鍔つばの先にあるべき刀身が、どこにもない。折れたとはいえまだ半分残っていたはずなのに……


　慌てて鞘を逆さにすると、なかからキラキラ輝かがやく粉末がこぼれ出た。刀身の、姿はない。


「そんなボロボロの刀で『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』なんか使ったりすりゃ、一発で粉こな微み塵じんになっちまわぁ。けどそいつは踏ふん張ばって、おめぇのために、この三日の間踏ん張ったんだ。もうおめぇに捨てられたくねぇって、必死んなっておめぇの修行につきあってたんだぞ」


「…………」


　ナイトは、思わず黙もく禱とうした──この刀は、自分なんかのためにそこまで必死になってくれていたのか……本当に、申し訳ないことをしてしまった。


「ジイさん、この刀……」


「貸してみろ」


　祖父が、鞘と柄を受け取る。


「後で刀かたな塚づかに葬ほうむってやるよ」


　刀塚というのは、山の奥にある、使い終わった刀の墓場だ。祖父は務めを終えた刀は、そこに埋まい葬そうするのである。


「ナイトおぼえておけ。刀にも意志はある。そして名刀は、自らの主人を選ぶんだ。自分を主人と認めねぇ刀を使ったって、ロクな技は使えねぇ」


　そして、祖父は付け加えた。


「おめぇの力じゃ、今は一振りの刀の主になるので限界だろう。今までおめぇの刀は、こいつだった」


　もはや刀身のない刀の鞘を持ち上げる祖父。


「こいつが役目を終えた今、おめぇには次の刀が必要だ」


「そうだな……ジイさん、やっぱ一振り刀もらえないか？」


「ダメだ」


　……ほんとうに、ロクでもない年寄りだ。


「勘かん違ちがいするな、ナイト。おめぇの刀は、とっくに決まってるんだ。俺がわざわざくれてやるまでもなくな」


　決まってる？　どういうことだ？


「すぐに気づくさ……ナイト、おめぇに教えることはもうねぇ、仕し舞めぇだ。帰りな」


　と言って、祖父はヒラヒラと手を振ふった。





「……結局どういうことだ？」


　帰り道、道のない山の斜しや面めんを進みながら、ナイトは首をひねっていた。祖父の最後の言葉の意味だ。


「俺の刀がとっくに決まっているって言われても……そんなものに心当たりはないぞ？」


　思い当たるものと言えば……ヨルが魔力で作った剣くらいだ。数度使っただけだが、あれもなかなかいい剣だった。魔力でできているせいか、すごく軽い上に、切きれ味あじ鋭するどいすばらしい剣だった。


　やはりヨルに頼たのむしかないのかな、などと思っていたところで──ナイトはふと足を止めた。


「……なんだか、妙な気配がするな？」


　首をひねりながら、少し進行方向を曲げて、進んでみる。なんだか、右の方が気になる。あえていうならそれはカンだった。でも、無視できない予感がした。


　そして──木の間に、ナイトは一本の刀を見つけた。


「なんでこんなところに？」


　その刀には、確かに見覚えがあった。鞘に収まっているが、間ま違ちがえようがない。こんな刀が他にあるものか、これは……


　地面に刺ささっていた刀を持ち上げ、鞘から抜いてみる。ずしりとした重い手応えがかえってくるが、それは妙に手になじんだ。


　鞘から抜くと同時に、光があふれる。刀身が、七色に輝いているのだ。同時に、握にぎった刀からドクドクと、ナイトの体内にエネルギーが流れてくるような、そんな違い和わ感かんすらおぼえた。


「『万夫不刀バンプフトウ』……」


　間違いない。これは、五ご聖せい竜りゆうの一人、《剣ケン》の使っていた刀だ。世界最強と呼ばれる一五振ふりの刀剣、〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉。そのうちの一振り、『万夫不刀バンプフトウ』に間違いない。


「なんでこんなところに？」


《剣ケン》を倒たおした後、この刀はそのまま行方ゆくえ不明になっていたと思ったのだが……


〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉は最強の刀。その刀身は鈍にぶらず、欠けず、折れずという常識外の強度を誇ほこる。さらにこの『万夫不刀バンプフトウ』は、持ち主の致ち命めい傷しようすらも再生し、不死身の肉体を与あたえてくれるのである。


「……助かる」


　そうだ。細かい理り屈くつなど、この際どうだっていい。今目の前、最後の戦いに赴おもむくナイトの目の前に、この刀が、現れたのだ。ならば、これを使わない手はない。


　ナイトは最強の武器を手に入れたのだった。





　そんなナイトの様子を、音もなく、木こ陰かげより見守る影かげがあった。


「これでいい……ようやく、戦う力を身につけたようだな、ナイト君」


「覗のぞき見みたぁ、趣しゆ味みが悪いな、小こ娘むすめ」


「ふんっ、来たのかクソジジイ」


　その人ひと影かげに声をかけたのは、ナイトの祖父である、二人は旧知の間であるように、砕くだけた口調で会話を続ける。


「なんだ、おめぇ、しばらく見ねぇ間に、小っこくなっちまったな？」


「大きなお世話だクソジジイ。これは目立たないように身をやつしているだけだ。韜とう晦かいだよ。本来の私のグラマラスボディを見たら、貴様の役立たずのイチモツも飛び起きるぞ」


「口の悪い小娘だな」


「貴様に対してだけだ。私は貴様との因いん縁ねんは忘れん」


「ひどい言いぐさじゃねぇか。十年前、俺のかわいい愛弟子かっぱらったのはおめぇのほうだろう」


「貴様に受けた傷のせいで、その後私はロクにナイト君と会話できないまま帰国せねばならなかったんだぞ。あの時ナイト君の力の秘密を解かい析せきしていれば、今の最悪の事態くらいは回かい避ひできたものを……」


「あぁ……後にも先にも、俺が殺し損ねたのはおめぇくらいだよ、小娘」


「私もだ。私が殺して蘇よみがえったのは貴様くらいだよ、クソジジイ」


　二人の間で剣けん呑のんな空気が流れる。


「……まぁいいさ。今いま更さら昔の話なんざどうでもいい。俺は昔の話にゃこだわらねぇからよ、水に流そうぜ」


「ならまずその殺気を収めろジジイ。隠かくしきれてないぞ。私が毛先ほど意識を逸そらせば背後から斬きるつもりのクセに」


「かかかか、ナイトはマジでスキだらけだったけど、おめぇは変わってねぇか」


「当たり前だ。死線の数が違ちがう」


　二人はそこで互たがいの顔を見やった後、少しだけ空気をゆるめた。


「……で、なんで面めん倒どうなことをした、小娘？」


「なんのことだかな」


「とぼけるなよ……ナイトは確かに魔ま力りよくがねぇ。けど『魂コン』は十分練られてた。ちょいと使い方を教えてやりゃ、十分なレベルだったぜ。それくれぇ、おめぇが自分で教えりゃいいだろうが」


「事情があるんだよ、こっちだってな……そういう貴様こそ、すんなりナイト君を受け入れたじゃないか」


「はっ、ロクでもねぇことになってたら本気で斬り殺そうかと思ったけどよ……」


　この老人の場合、本気で殺す気だったのだろう。これはそういう性格だ。


「贔屓ひいき目め抜ぬきにしたって、あいつぁ、天才のたぐいだ。何年もロクに稽けい古こしてなかったクセに、今じゃぁ世界を狙ねらえるくらいの強さだ……まったくもったいねぇな。俺の弟子のままでいりゃぁ……あいつぁ〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の上位とタメはれただろうによぉ」


「今からじゃムリだと？」


「今からじゃ、どんだけやっても遅おそい」


　短く、祖父はため息をついた。


「魔ま乖かい術じゆつ師しとしてはどうかわからねぇけど、少なくとも剣けんの道じゃ、あいつぁこれ以上は進めねぇ。才能はあったが、才能を伸のばす時期が過ぎちまったよ」


「そう、か」


　人影は、すこしだけ残念そうに首を振った。


「……しかし私の見立てでは、ナイトくんはまだ伸びるぞ」


「剣けん士しとしては終りだ……けど、他の面じゃ、まだわかんねぇな。なにせあいつぁまだ若い」


　それに、と祖父は付け足した。


「それに……魔乖術師の弟子も存外悪くなかったみてぇだ。少なくとも、俺の弟子のままだったらナイトは、あぁはならなかった──どっちがよかったのかは、俺だってわからねぇ。そいつを決めるのはあいつ自身だ」


「クソジジイが意外にもまともな言葉を喋しやべってるな」


「俺はいつだってまともだぜ」


「よく言う」


　苦笑の声が漏もれる。


「それよりおめぇだろ。ナイトに余計なことしたの？　勝手に手本なんか見せやがって」


「なんのことだかわからんな」


「ふざけるなよ。あの岩を真っ二つにするのは、ナイトにゃまだムリだ。おめぇくらいしかできる人間はいねぇ」


「とんと記き憶おくにないが、そういうことにしておいてやろう」


　そこで、人影はふと尋たずねた。


「なぁ、クソジジイ。私がどう見える？」


「色気のねぇ小娘にしか見えねぇな」


「貴様に聞いた私がバカだったようだな」


　そこで祖父は、すこしだけ声色を変えてから答えた。


「……おめぇ、『魂コン』が歪ゆがんでるぜ」


　それは、まるで不治の病を患かん者じやに告げる医者のような口調だった。


「おめぇ、長生きできねぇな、そうなっちまったらよぉ」


「……そうか」


「別人の『魂コン』が混ざり合って、体の中で大暴れしてやがる。今はまだいいけどよぉ、おめぇが本気を出したら、そのうちその体、ぶっ壊こわれるぜ」


「承知の上だ。それくらいのこと、自覚している」


　静かに、人影が答えた。


「だからだ、だから……ナイト君には、私から離はなれてもらわねば困るのだ。死者がいつまでも生者の心に残っていては、ロクなことにならん」


「おめぇも面倒くせぇやつだな」


　祖父があごひげをなでながら、嘆たん息そくした。






　第三章　魔ま宴えんの真実







　三日ぶりにナイトは赤あか霧ぎり市しへと戻もどってきた──まともに寝ねていなかったので帰りのバスと電車の中で思いっきり寝てしまったが、寝ね過すごすことなく帰ってくることができたのは幸いだ。


　新たに手に入れた〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉は、刀用の袋ふくろに入れて肩かたから下げて運んだ。警官に職務質問されたら銃じゆう刀とう法ほう違い反はんで現行犯逮たい捕ほされるところだが、幸い警官に見とがめられることなくここまで来れた。町中ならばあらゆる道を知っている。警官も滅めつ多たに来ない裏道を通って早くヨルの元に戻ろう──そう考えていたとき、ふと、異様な気配を感じて、振ふり返かえった。


「よぉ、ぼーや。ＨＩＳＡＳＨＩＢＵＲＩだな」


　白いスーツに白のソフト帽ぼう。相変わらずの芝しば居いがかった口調──その男は五ご聖せい竜りゆうの一人、《炎エン》こと、フェン・ロン・ファンであった。


「フェン！」


　相手の名を呼び、ナイトは荷物を下に落としながら、袋に入れた刀を構える。いざとなればすぐ抜ばつ刀とうできる警けい戒かい態勢だ。すっかり忘れていたが、ナイト達の命を狙うのは、魔ま乖かい術じゆつ師し以外にもいたのだ。


「落ち着けよ、ぼーや。ここでやったりしねぇよ。ＨＩＴＯＭＥがあるからな」


　きざったらしく帽ぼう子しを持ち上げて、フェンは言う。


「ならなんのようだ？」


「つれないじゃねぇかよ、ぼーや？　魔ま乖かい咒じゆが使えなくなったんだろ？　そういうときは、宿命のＲＡＩＢＡＲＵの俺に頼たよっていいんだぜ？」


「あんたと宿命のライバルになったおぼえはないな」


「つれない返事だ」


　大げさに肩をすくめる。


「ま、どうやら俺のＴＯＲＩＫＯＳＨＩＧＵＲＯＵだったみたいだけどな」


　フェンは、ナイトの手にある刀の袋を見る。


「その剣……見覚えあるな」


「あぁ、あんたの仲間の形見さ」


「キョウシロウの剣か……」


『万夫不刀バンプフトウ』には、フェンも見おぼえがあるようだった。


「仲間の、敵討ちでもするか？」


「ははは、そう焦あせるなよ、ぼーや。キョウシロウの形見にしたって、自分を使いこなす相手に持たれた方がＨＯＮＭＯＵってもんだ。俺が持ってても仕方ねぇし、ぼーやが使えばいいさ」


　そう言うと、あっさりフェンは、背を向けた。


「ぼーやが困ってるならちょいと手助けしようかとおもったけど、どうも大きなＯＳＥＷＡだったみたいだな」


　フェンは、ナイトの姿を見ただけで、ナイトの力が以前と比べて全く衰おとろえていないことを、悟さとったのだった。


「魔乖咒使えなくて弱気なぼーやにＣＨＯＫＫＡＩ出そうかと思ったけど、止めとくぜ」


「あんた……なにしに来たんだよ？」


「あぁ、言い忘れてた──実は俺、五ご聖せい竜りゆう抜ぬけたんだ。まぁＯＨＡＲＡＩＢＡＫＯになったのさ」


　あっさりと、重要なことを言っていく。


「本当か？」


「あぁ、ＭＡＪＩだ。そういうわけで、別に俺はぼーやと急いで戦う必要はねぇ……もっとも、いつかは戦うけどな」


　フェンはクビだけ振ふり向むいて、笑い声を漏らした。


「いやいや、楽しみだぜ。魔乖咒が使えなくても、ぼーやが弱くなってなくてＡＮＳＨＩＮだぜ。これならまたいつでもＡＴＳＵＩ戦いができそうだぜ」


「……今やらなくていいのか？」


　わざわざナイトの前に姿を現したのだから、てっきりここで戦うのかと思ったのだが……


「いやいや。ぼーやは今、戦う相手が別にいるだろ？　その邪じや魔まをするほど俺はＹＡＢＯじゃねぇさ。その戦いが終わった後、心おきなく戦おうじゃないか。俺は待ってるぜ──ＡＴＳＵＫＵ戦うのを、楽しみにしてる」


　片手を振りながら、フェンの瘦そう身しんは雑ざつ踏とうに紛まぎれて消えてしまった。


「……なんでいきなり出てきたんだ？」


　どうやらナイトとすぐ戦う気はないと、宣言したらしいが……まぁいい。正直今勝負を挑いどまれても困ったところだ。


　今はここで立ち止まってる場合ではない。ナイトは荷物を持ち上げ、家路を急いだ。





「お帰りなさい」


　玄げん関かん先さきでナイトを出で迎むかえたのは、ヨルである。この街の中には、ヨルの監かん視し網もうが隅すみ々ずみまで張はり巡めぐらされてあるのだ。ナイトが戻ってきたことをいち早く知り、出迎えてくれたのだろう。


　ヨルは無ぶ遠えん慮りよに、ナイトの全身を見つめた。ナイトが手にした袋から漂ただようただならぬ気配、そして、数日前のナイトとは段だん違ちがいに鋭するどくなった気配を見て──どうやら、ナイトの修行は成功したのだと、ヨルは悟った。


「どうやら、心配するまでもなかったようね」


「あぁ、もう大だい丈じよう夫ぶ──今度こそ、源げん祖そと戦っても、無ぶ様ざまなマネはさらさないさ」


　肩をすくめて答えるナイト。以前の調子を取とり戻もどしたようね、とヨルは頷うなずく。


「帰ったばかりで悪いけど、準備ができ次第すぐに出発するわよ」


「どこへだ？」


「〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉よ。そこに、全ての答えがあるわ」


「祭壇？」


　祭壇というと、確かあの場所だ……以前エリザベートと激戦を繰くり広ひろげた、この街の地下深くに隠かくされたあの場所。


　だがあそこはその時の戦いで落らく盤ばんのために埋うまってしまったはずだ。そもそも、あまりに地下深くにあるために、『歪ワイ』の空間跳ちよう躍やくでも使わない限り、あそこへ行き着くことはできない。


「あなたの疑問もわかるわ。わたしだってこの三日、遊んでいたわけじゃないの──色々と、調べて新たにわかったことも多いわ。説明するから、戦う準備だけして来て」


　どうやら、早速ナイトの出番と言うことらしい。ナイトは、わかった、と頷いた。


　準備──と言っても、することなど特にない。荷物を部屋に放り投げて、武器の刀だけを手に一階に下りる。多少の疲ひ労ろうが残っていた気がしたので、冷蔵庫から栄養ドリンクを出して一気に飲んだ。これで大丈夫。ヨルに軽く回復咒じゆ法ほうを使ってもらえば、三日分の疲つかれなど影かげも形もなくなった。


　一階のリビングで、ヨルは机の上に七冊の魔道書を並べた。


「今まで手に入れた七冊の魔道書よ」


「……『歪ワイ』の魔道書もあるな」


『歪ワイ』の魔道書だけ、エリザベートと共に行方ゆくえ不明になっていたはずだ。


「『最サイ強キヨウ』──『滅メツ』が回収していたのよ」


「『先生マイステリン』が？」


　そう言えば、アイリスの姿がここに見えない。まだ寝ているのだろうか？


「そう言えばヨル、『先生マイステリン』……アイリスの様子は？」


「彼女は……」


「おや、ナイト君。自分の師の名を呼び捨てとは、君もずいぶん偉えらくなったようだな」


　そんなセリフと共にアイリスが姿を現す──外見上は、ナナの姿だ。違ちがう点と言えば、普ふ段だんまとめている髪かみを下ろしていること、あと、目の色が赤いところくらいだ。


　だが外見上の違い以上に、雰ふん囲い気きが違う。見た目はナイトより年下の小こ柄がらな少女なのに、ただよう貫かん禄ろくのようなものが、ナイトの数倍くらい重い。アイリスが姿を現した途と端たん、ナイトは思わず口ごもったくらいだ。


　アイリスは静かにナイトに近づいてくると、気さくな様子でナイトの腰こしを叩たたいた。


「冗じよう談だんだ、ナイト君。そんなに硬かたくならないでもらいたいものだな」


「あ、あぁ……ごめん」


　やはりこの人は──苦手だ。ナイトにとって、人生で二番目の師し匠しように当たる人物なのだが、祖父以上に頭が上がらない。


　アイリスはそのままイスに腰こし掛かけると、先を促うながした。


「で、『闇ヤミ』。色々と説明してもらえるのだろう？」


「え、えぇ……」


　ヨルは眉まゆをひそめ、アイリスに顔を近づけると小声で言った。


「ちょっと、勝手なことをしないでよ。三日の間、どこへ行っていたの？　勝手に動いて、どこかで倒たおれても知らないわよ」


「大きなお世話だ。勘かん違ちがいするなよ、『闇ヤミ』。確かに休戦状態ではあるが、君の言うことを聞く理由など私にはない」


「あなたのその体は、ナナのものよ。あなたの都合にナナまで振り回さないで」


「『歪ワイ』の小こ娘むすめにずいぶん感情移入しているな。確か君はこの小娘と仲が悪かったはずだけどな」


「決めつけないで欲しいわね。少なくともあなたの百倍は友好な関係よ」


「よく言う……自分の体は自分が一番よく知っている。君の指図は受けん」


「なに……」


「二人とも、なにを言い争ってるんだ？」


　さすがに不ふ審しんに思ったナイトが声を出す。


「今はそんなことで言い争ってる場合じゃ……」


「すまんな、ナイト君。私としたことが、大人げなくも『闇ヤミ』と同レベルの言い争いをしてしまったようだ」


「えぇ、こちらは、大人らしく『滅メツ』と同レベルの会話に合わせてあげていたのよ」


　やはりというかなんというか、この二人の仲はかなり険悪なようだ。


「おっと、勘違いしないで欲しいな、ナイト君。こう見えて私と『闇ヤミ』はとても仲がいいのだよ」


　涼すずしい顔でアイリスが言う。


「私と『闇ヤミ』はとても仲がいいのだ。親友と言ってもいい──不ふ俱ぐ戴たい天てんのな」


「ダメじゃん！」


「冗談だ」


　微び笑しようするアイリス──なんだか、調子が取とり戻もどせない。というか、よくよく考えると、アイリスとナイトは、今までロクに会話をしたことがないのだから、相手の性格を把は握あくできていなくても仕方がない。出会った頃ころにはそれなりに話したが、一〇年たてば性格だって変わる──ナイトの師匠に当たる人物は、どうにも困った性格の人間ばかりのようだ。


「まぁいいわ。言い争ってる場合じゃないのは確かだし……時間が惜おしいから、実際に進みながら説明するわよ」


　ヨルは机の上の魔道書をまとめて持ち上げると、部屋のガラス戸から、庭に出た。


「なにをするんだ？」


「いいから見ていて」


　庭に出たヨルが、なにかの呪じゆ文もんのような言葉を紡つむぐと、フワリ、と魔道書が宙に浮うかび上がった。


　さらにヨルは立て続けに、呪文を唱えながら、両手で空中に魔ま法ほう陣じんを描えがいていく。すると、七冊の魔道書が輝かがやきながら円を描き始め、やがて、魔道書の中心に、光る壁かべのようなものが形成された。


　光の壁はそのまま大きく広がり、人二人が横に並んだくらいの大きさにまで発展した。


　そこでヨルが呪文を唱えるのをやめると、七冊の魔道書は元通り、ヨルの手の中に戻った。光る壁のみが残される。


「……これがゲートよ」


「ゲート？」


「この街の地下にある、〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉に行くことのできるゲートよ。魔ま宴えんに最後まで勝ち残ったもの──全ての魔道書を揃そろえたもののみが、このゲートを開くことができるわ」


「そのために、魔道書を集めていたってわけだな」




[image: ]


「そうよ。ただ──現在では、この目的すら知らない魔乖術師の方が多いわね」


　ヨル自身、祖父の資料がなければ、このゲートの開き方はわからなかった。


「行きましょう。ここをくぐれば、祭壇に行けるわ」


「なぁ、ヨル。いいか？」


　ナイトには疑問点があった。


「今俺たちは、源げん祖そをどうにかしないといけないだろ？　源げん祖そとあの祭壇と、どんな関係があるんだ？　それとも、この先に源げん祖そがいるのか？」


「ふふふふふ」


　ナイトの傍かたわらで、アイリスが含ふくみ笑わらいを漏もらした。


「そう急せくな、ナイト君。安心するといい。私も『闇ヤミ』も、状じよう況きようは十分に把握している」


「あなたも、知っているというの？」


　ヨルが、アイリスに疑ぎ惑わくの眼差しを向ける。アイリスは肩かたをすくめた。


「ある程度のところまではな。この先のことも、ある程度は了りよう解かいしているよ」


「どういうことなんだ？」


　二人はわかっているようだが、ナイトにはさっぱりである。


「この先に進みましょう。そこで説明するわ」


「そうだな」


　ヨルとアイリスがそう言った。ナイトは、え、と声を漏らす。


「『先生マイステリン』は、体はもういいのか？」


「私を心配してくれるのかね」


　ふふふ、とまた含み笑いを漏らす。


「私を誰だれだと思っている？　傷の心配ならいらんよ」


　ヨルを見れば、彼女は無言のまま首を振ふっていた。好きにさせればいい、というジェスチャーである。そう言われては、ナイトにアイリスを押し止める理由はない。


「行くわよ」


　言って、ヨルは自ら率先して、光の壁に足を踏ふみ入いれた。壁を通った瞬しゆん間かん、ヨルの姿は消える。ワープしたのだろう。アイリスもそれに続いた。ナイトも無論、その後からゲートをくぐった。


　くぐった瞬間一いつ瞬しゆんだけ視界を光が埋うめ尽つくしたが、すぐに光は収まって、目の前に今までとは全く違う光景が広がっていた。





　そこは広い広間だった。岩をくりぬいて作ったと思われる閉へい鎖さ空間ではあるが、とてつもなく広い。壁と床ゆか全体が光っていて、遠くまではっきり見通すことができる。床も岩でできているようだが、恐おそろしくなめらかだ。どのように加工しているのか、さっぱりわからない。


「ここが、祭さい壇だんか？」


　以前来たときはゆっくり周囲を確認する余よ裕ゆうがなかったのでうろ覚えだが、改めてくるとすごい場所だ。魔乖術師の先祖が作ったというが、どれくらい高度な技術があればこんな場所を作れるのだろう？


「以前来たとき、落盤で埋まったはずなのにな……」


　どこにも落盤の形けい跡せきなど無かった。どういうことだ？


「この場所は何万年も前に作られて、滅めつ多たに人がやってこない場所よ。この場所全体に自己修復機能があるわ。たとえ落盤で埋まっても、一ひと月つきほどで修しゆう繕ぜんされるはずよ」


　そんな機能があったとは……確かに、人が来ない場所の割に、床にはゴミ一つ無いし、空気も淀よどんだところのない澄すんだ空気だった。


「行きましょう。奥が祭壇よ」


　と、ヨルは道を知っているらしく、まっすぐ進み出した。ヨルとアイリスも続く。


　道と言っても、ほぼ一本道なので迷いようがない。やがて、さらに地下に続く巨きよ大だいな円えん筒とう形の穴が現れた。穴の壁には螺ら旋せん状に、下へ降りる階段がある。ヨルは階段を下り始めた。


「魔道書は元々八冊あったのは知っているわね」


　ヨルが歩きながら言う。


「でも一つが失われて、現在は七冊しかないわ。元々祭壇へ直通のゲートだったらしいけど、一冊足りないせいで位置がずれるらしいの。それでこんな変な形に拡張したらしいわ」


　そんな理由があったのか、とナイトは感心した。


　長い階段を下りきると、さらに奥へ進む通路があった。なんだか、奥へ行くとどんどん空気が重くなっていく気がした。


　少し細い通路を抜ぬけた先、広大に広がる空間に出た。ここだ。重い空気の元げん凶きようは。漂ただようのは、濃のう密みつな魔ま力りよくだろうか？　魔ま乖かい術じゆつ師しでなくなったナイトにとって、その空気は重すぎると感じるものであった。


「ここが祭壇──〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉ね」


　そこは確かに祭壇と呼ばれる場所だった。広大な空間の真ん中に、高い天てん井じようを支える八本の巨大な柱があった。そしてその柱の中央に、周囲よりも高くなった場所に壇が設けられている。それこそが、〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉なのだ。


「おぉ……で、ここでなにをするんだ？」


「……魔宴の優勝者は、ここで儀ぎ式しきを執とり行おこなう決まりなの。その儀式をやって初めて、魔宴は終しゆう了りようし、優勝者には『魔王エル・ケーニツヒ』の称しよう号ごうが与あたえられるわ」


　儀式？　初耳だ。でも、それをやればヨルがついに念願の『魔王エル・ケーニツヒ』となるのならば、早くやったほうがいいだろう。


「その儀式って言うのは、どうするんだ？」


「周囲に立つ八本の柱は八や祖そを象しよう徴ちようしているわ。柱にあるくぼみに、それぞれに対応した魔道書を収めればいいはずよ」


　言われて、ナイト達は手分けをして柱に魔道書を置いていく。柱には確かに本一冊をおける凹くぼみがあった。柱には八や祖その紋もん章しようらしきものが描かれてあったので、魔道書にあるのと同じ紋章を対応させて、はめていけば簡単だった。


　魔道書を置くと、その柱の表面に光が走った。同時に、唸うなりのような重低音が、祭壇をふるわせていく。


「これでいいわ」


　七冊の魔道書、全てを置き終わった。すると、光る柱から、床を伝って中央の祭壇に光が伸のびる。そして祭壇自体も輝きだした。


「いよいよだな」


　アイリスが頷うなずく。ヨルが、祭壇に近づいた。


「源げん祖そとは、魔乖咒を初めに生み出した存在。八や祖その始祖のさらなる上位の存在に当たるわ」


　ヨルが言う。


「〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉とは、その源げん祖そを奉たてまつった場所なのよ」


「なんだって？」


　源げん祖そ──あれは、とてもじゃないが、そんなすばらしい存在などではない。短時間しか顔を合わせなかったが、漂うあの禍まが々まがしい空気、邪じや悪あくな雰ふん囲い気きは、言いようのない恐きよう怖ふを周囲に振りまく存在だった。


「別に不思議ではないわ。日本にだってよくあるでしょ。古くから、災さい厄やくを振りまいた悪あく霊りようを鎮しずめるため、逆に奉るというのはよくある話だわ。死後都に天変地異を引き起こした菅すが原わらの道みち真ざねを雷らい神じんとして北きた野の天てん満まん宮ぐうが奉ったように、死後も災厄を呼んだと言われる平たいらの将まさ門かどを神かん田だ明みよう神じんが奉ったようにね」


　言われてみればその通り──そしてヨル、あいかわらず日本のどうでもいいことに関しては詳くわしいな。


「魔宴とは元々、その源げん祖そを鎮めるための儀式と考えられるわ。その儀式を完かん了りようさせることで、源げん祖その力は弱まるはずよ」


　なるほど。だからこそ、ヨルはここへ儀式を行いに来たわけか。


「……イグ・ゾフ・ナクト・イヒェン・イヒ・イヒ……」


　ヨルが祭壇の前で、静かに呪じゆ文もんを唱えだした。どうやら、儀式を開始したようだ。


「儀式を、行うのか」


　アイリスが、腕うでを組んで呟つぶやいた。ナイトはその言葉に違い和わ感かんをおぼえる。


「今この状況だと、儀式を行わざるを得ないんじゃ？」


「果たして、君はそれでいいのかな？」


　アイリスは皮肉げに口元を歪ゆがめた。


「ナイト君。一つだけ言っておく。君には未だに治らない欠点がある。それは、人を疑わなさすぎることだ。それは長所なのかも知れないが、だいたいの場面において致ち命めい的てきな結果を引き起こす元凶でしかない」


　人を、疑わない？　どういうことだ。


「『闇ヤミ』の言ったことは、ウソではない。真実だ。だが、事実を全て語っているわけでもないぞ」


「なにか、まだ秘密があるっていうことか？」


「さて……私はすでに十分にヒントを出した。少しは自分で考えてもバチは当たるまい」


　アイリスはそれだけ言って、さらに一言付け加えた。


「私には『闇ヤミ』を助けてやる義理も理由もないからな」


　ちょっと待て──その言葉は、裏を返せば、このままだとヨルの身に危険があるってことではないか？


「……ブルスト・バラン！」


　ヨルが、呪文の詠えい唱しようを終えた。途と端たん、祭壇から重々しい声が響ひびいた。


『汝なんじ、魔乖の定めを受うけ継つぎしものよ』


　それは脳裏に直接響くかのような、不思議な声だった。だが、なぜか、どこかで聞き覚えがある気もする声だ。


『汝、王の眠ねむりを覚ますものよ。〈星せい辰しん〉は未だ巡めぐらず。にもかかわらず汝、王の力を望むのか？』


「王の眠りって、やっぱり源げん祖そのことなのか？」


「静かに見ていろ、ナイト君」


　ヨルは謎なぞの声に問いかけられ、首を振った。


「いいえ、私はそんな力を望まない──ただ、王のさらなる眠りを望むわ」


『汝の願いを聞き入れよう。だが、現在すでに適合者の登録は完了している。汝、再登録を望むか？』


「えぇ」


　七色に輝かがやく祭壇の中央に、穴が空いた。その穴の中から、なにか玉が出てきた。一言で言うなら、真っ黒な何かが中に閉じこめられたガラス玉だった。


「〈星せい辰しんの金きん貨か〉だな」


　アイリスが言う。


「祭壇は、この金貨を収めるための存在だ」


「それって……」


「状じよう況きようから判断すると、この金貨こそ、源げん祖その力の結けつ晶しようとも言えるだろう」


　このガラス玉が？　しかし……ここに金貨はあるのに、現実として源げん祖そは外に出ている。いったいどうなっているのだ？


『汝、自らを適合者と認めるならば、金貨に触ふれるがいい。汝に資格あらば、すなわち汝、大いなる王の系けい譜ふに名を連ね、その力を永遠とするだろう』


「どういうことだ？」


「触さわれと言っているようだな」


「触ったらどうなるんだ？」


「触ればわかるさ」


　肩かたをすくめて素っ気なく答えるアイリス。なんというか、ナイトは答えをはぐらかされている気がした。


　ヨルはナイト達が見守る前で、覚かく悟ごを決めたように唇くちびるを引き結び、その細い指をゆっくりと、金貨へと近づけていった──そして指が触れた瞬しゆん間かん、バチッ、ヨルの指の間に火花が飛び散った。


『適正値確認。適合者の認証開始』


『対象を『闇ヤミ』〈始原の闇黒〉の末まつ裔えいと断定。次元定数を仮定』


『作用領域の非分化域が位相空間であると仮定。有限開被ひ覆ふくが微び分ぶん化されるときの魔力の次元は虚きよの閉へい鎖さとなる。すなわと対象の融ゆう合ごう係数は極大』


『特例事じ項こう第一五六に該がい当とうするものと断定。適合者の認証を中断』


『審しん査さプログラムを停止。凍とう結けつ開始。同時に該当プログラムの起動。インターフェイス再起動開始』


　そのような声が響いた後、祭壇が細かく振しん動どうしながら軋きしむような音を響かせた。


「どうなっているのかしら？」


　祭壇の傍かたわらのヨルも、戸と惑まどったように立ちつくしている。当然だが、ナイトだってその答えはわからない。


「見ていればわかるだろう」


　無責任にそう言うのは、アイリスだ。彼女だけは、全く動じることなく、腕を組んで立ったまま推移を見守っている。


『……ぁ……あ──あ──あ』


　祭さい壇だんから、掠かすれるような声が漏もれた。最初ははっきり聞き取れなかったが、しばらく経つと、はっきりと聞き取れるようになった。


『よくぞ、ここまで辿たどり着ついた、我が末裔よ』


　と、声が告げる。なんだか、先ほどまでの堅かた苦くるしい口調が、少しだけうち解けたような気がする。


「わたしを末裔と呼ぶ、あなたはどなたかしら？」


『私は始祖。八や祖そと呼ばれる血族の、最初に血を連ねるもの』


　声は、自らを始祖と名乗った。


「始祖は、源げん祖そとは別の存在よね？」


『そう思ってもらって構わない。源げん祖そとは我が主。すなわち、私は源げん祖その手によって生み出された存在』


　つまり、これこそが最初の『魔王エル・ケーニツヒ』と呼ばれた存在か。


『私は遠い未来、今の事態が起こることを予測していた。故に最後の力を振ふり絞しぼって、祭壇に私の人格の一部を複製したのだ。然るべき時が来たとき、我が末裔に、情報を与あたえるために』


「今の状況、というのは、いったいどの状況を指すのかしら」


『私はこの祭壇から動けなかったが、外界の動きはある程度把は握あくしている。すでに我々の時代の出来事の大半を忘ぼう却きやくしてしまったということもな──まずは魔ま宴えんの起こりから説明しようと思う』


　なんだか、この前まえ振ふりは長くなりそうな気がするな、とナイトは思った。今は急いでいるのに……


　そんなナイトの内心を知ってか、アイリスが苦笑を漏らした。


「少しは余よ裕ゆうを持つのだな、ナイト君。急がねばならないときは無論あるが、今はその時ではない。多少は情報を集めた方がいいだろう」


「そう、なのかな？」


「君も話をよく聞いて、それから考えるといい」


　ヨルも、同じ気持ちのようだ。


「そうね、わたしもまだ、知りたいことが多いから」


『それを説明するには、まずは我々と魔ま術じゆつ師しの関係から語る必要があるだろう……』


　そう言って、声は、説明を始めた。


『かつて──太古の昔、現人類が栄える前に、我々の文明は繁はん栄えいした』


「そんな昔に文明があったなんて聞いたことがないぞ」


『我々はその後文明の痕こん跡せきも残さず消失したからな。その経けい緯いを語ろう──その文明を支配していたのは、魔術師と呼ばれる人間だった。彼らは常人には不可能な異能を操り、その絶大な力によって、当時の人類を支配していた』


　魔術師──これまで何度か聞いたことがある名だ。それは、魔ま乖かい術じゆつ師しとは別種の存在と考えればいいのだろうか？


「魔術師は、生まれながらに異能を持つ存在という」


　アイリスが呟く。


「おそらくは、突とつ然ぜん変へん異いによって誕生した超ちよう能のう力りよく者の一種だったのだろう。魔乖術師との違ちがいは、奴やつらは生まれ落ちたその瞬間から異能を自在に操るということだ」


『その認識で問題ない──魔術師の文明は、繁栄した。だが、傲ごう慢まんな魔術師に支配されることに、被ひ支し配はい階かい級きゆうの人類が不満を抱いだいていったのも事実だった。魔術師はそもそも、自分たち以外の人類を家か畜ちくとしか認識していなかった』


　それは──実際がどんな様子だったのかは想像できないが、ひどい話だ。


『そんな中、あのお方は──後に源げん祖そと呼ばれるあのお方──魔術師による支配に疑問を抱いた。人類と魔術師の違いが異能を操る能力の有無だというなら、人類にも使うことのできる異能を生み出せばいい──その結果、あのお方は魔乖咒という異能を新たに生み出した。魔乖咒を全ての人類が使うことができれば、魔術師の支配から脱だつ却きやくできると我々は考えた』


「いや……魔乖咒は、魔ま力りよくを持たない人間には使えないんだよな？」


『現人類はそうだ。だが当時の人類はほぼ全員が魔力と呼ばれる力を有していた』


　つまり、人類全てが魔乖術師だったということか？


『魔術師どもは、自分たちの支配基き盤ばんを揺ゆるがす魔乖咒の存在を危険視し、魔乖術師を徹てつ底てい的てきに弾だん圧あつした。だが、魔乖咒は当時の人類の間にあっというまに浸しん透とうし、ついには魔術師の数を上回るまでになった──その結果、魔術師と魔乖術師、双そう方ほうの勢力による全面戦争が勃ぼつ発ぱつした。あのお方はその戦争に勝つための決戦兵器として、魔乖咒の根源の力を使用し、我々八柱の『魔王エル・ケーニツヒ』を生みだし、徹てつ底てい抗こう戦せんを続けた』


　結局、魔乖咒とは戦うために生み出された力ということか……ナイトは、なんとなく寂さびしいような気持ちを感じた。


『当時の熾し烈れつな戦争は、とても一言では言い表せないので省くが──最終的に、戦争は共とも倒だおれという最悪の結果で終わった』


「相討ちってことか？」


『我々は当時存在した魔術師の全てを根絶やしにし、魔術師の根源的存在であった《古大主コダイシユ》と呼ばれる存在すらも打うち倒たおした。だが同時に、当時の人類の九割近くが、その激戦の余波で死んだ。当時我々がいた大陸一つが全て、その痕跡すら残さずこの星から永遠に消失した──当時の文明が残っていないのは当然のことだ』


「そんなことが……」


　いきなり言われても、にわかには信じられない内容だ。だが、今は受け入れるしかあるまい。


『我々はわずかな生き残りを集め、海を渡わたり、太古のこの地に流れ着いた。その後大陸を渡って流る浪ろうの旅を続け、最終的には現在の欧おう州しゆうと呼ばれる地域に定住することになるのだが、それはだいぶ先の話だ』


　声は続ける。


『魔術師との戦いの果て、我々『魔王エル・ケーニツヒ』も、あのお方も、持つ力の大半を消費してしまった。だが最も悲しむべくは、あまりに凄せい惨さんな戦争と、悲ひ惨さんな結果に、あのお方の心が壊こわれてしまったことだ』


「心が？」


『あのお方は、あまりにも深い憎ぞう悪おにとりつかれてしまった──全ての元げん凶きようとも言うべき魔術師どもに対する、根絶やしにしてもまだ晴れない深い憎悪だ。憎にくしみにとらわれたあのお方は、魔術師が全て死に絶えた後も、魔術師との戦いを望んだ』


　それは……無茶な話だ。そもそも戦う相手がもういないではないか。


『そうだ。もはや魔術師など存在しない──だが、あのお方はその次に気づいてしまった』


「次？」


『魔術師とは、元々突然変異によって誕生した存在──すなわち、人類が存続する限り、いつかまた魔術師は誕生するのだ──あのお方は、自らが護った人類すらも根絶やしにすることを望んだ』


「ムチャクチャだ……」


　それでは源げん祖そは、いったいなんのために戦ったというのだ──本ほん末まつ転てん倒とうである。


『力を失ったとはいえ、あのお方の力は、当時の魔乖術師ではとうてい太た刀ち打うちできないほどのものだった──我々は断腸の思いで、あのお方を打ち倒す決意をした』


「それが、魔宴の起こりということかしら？」


『大おお元もとを正せばそういうことになる──我々八柱の『魔王エル・ケーニツヒ』の力をもってしても、偉い大だいなあのお方を完全に打ち倒すことはできなかった。あのお方の憎悪はあまりにも深すぎたのだ。また、我々『魔王エル・ケーニツヒ』も《古大主コダイシユ》との激戦で力を使い果たしていたという理由もあった──苦肉の策として、我々八柱の『魔王エル・ケーニツヒ』は、自らの肉体と魂たましいを生いけ贄にえに捧ささげることで、この〈星せい辰しんの祭さい壇だん〉に、あのお方の果てしない憎悪にまみれた魂を封ふう印いんすることに成功した──それが魔宴の原型だ』


　原型──すなわち、魔宴とは、源げん祖そを封印するための儀ぎ式しき。


『だが、時の流れと共に、我々が施ほどこした封印も、やがては消えてしまうことがわかっていた。永遠の封印を施すことは、我々にはできなかった──故に、我々は自らの子孫に、魔宴の儀式を伝えることにした』


「それが現在まで続く魔宴ということね」


　ヨルが、なるほど、と合が点てんしたように頷うなずいた。


『その通りだ。魔宴は、あのお方の封印が弱まる一定周期で繰くり返かえさねばならない。その方法は、我々八柱の『魔王エル・ケーニツヒ』の系けい譜ふに連なる八や祖その子孫、八人による命をかけた闘とう争そうを繰り広ひろげることだ。苛か烈れつで過か酷こくなその戦いを祭壇に捧げることによってのみ、再封印を施すことができる』


「そんなことのために……」


　ナイトは、絶句した。そんな大昔にいた、名前も知らないような奴のために、魔乖術師は、今まで無益な闘争を続けてきたというのか。


「他に方法はないの？」


『それ以外に封印の方法はなかった──最初の封印でさえ、我々『魔王エル・ケーニツヒ』自らが犠ぎ牲せいにならねばならなかったのだ。再封印も同様の犠牲が必要だ』


「そんなことを、わたし達は永遠に繰り返さねばならないというの？」


『そんなことはない。我々もまた、いつか魔宴が終息する日を夢見て、あのお方を封印したのだ』


　声が語る。


『魔宴は、単に再封印を施すだけではない。過酷な八や祖その戦いを捧げることで、戦いの無益さをあのお方に伝える意味もある──すぐにはムリだった。だが何千年、何万年、何十万年──遠い未来、いつか、あのお方の心に巣くう憎悪が完全に消え去るときが来ると、我々は信じている。そしてその時にこそ魔宴は終しゆう了りようし、あのお方の魂は再び現世に蘇よみがえり、今度こそ、我々魔乖術師の繁栄が訪れることになるだろう』


　つまり、そんな気が遠くなる未来まで魔宴は続くということか？


『だが、我々の予定外の事態が起こった。八や祖その一つ『■』が反旗を翻ひるがえし、あのお方の魂を蘇らせようと、封印をこじ開けてしまったのだ』


「そんなことがあったのか？」


　確か、『■』の八や祖そは、現在断絶してしまった幻まぼろしの系譜であるはずだ。


『なぜ彼らがそのようなことをしたのか──今となってははっきりわからない。だが結果として封印は綻ほころび、暴走するあのお方の力の一部が地上に流出して大だい惨さん事じとなった』


「聞いたことがあるわ」


　ヨルも頷く。


「そのために『■』は断絶してしまったのよね？」


『その通りだ。封印を解いた『■』はあのお方の力を最も至し近きん距きよ離りで浴びてしまい、『■』に連なる系譜、一族郎ろう党とう全てが死し滅めつして、その名前すらもこの世から消失してしまった。当時の八や祖そ当主が迅じん速そくに行動し、当主自らが生け贄となって魔宴の儀式を行うことで、あのお方をなんとか封印することができた。だがそのときの弊へい害がいが、現在まで続いている』


　ようやく、本題が近づいてきたようだ。声の説明は続く。


『当時の八や祖その当主クラスほぼ全員が死に絶えたことで、魔宴の本来の意味を知るものがいなくなってしまった──当主の間で口伝によって伝えられていたことの弊害だ。また、本来の魔宴は八や祖そ八人がそろって行われる必要がある。『■』が断絶したことにより、残る七人による魔ま宴えんを行ったところで、封印は本来の効果には及およばない──結果、あのお方の封印が徐じよ々じよに弱まりだしたのだ』


「それで、封印から抜ぬけ出た源げん祖その魂が、ナイトに入り込んだっていうこと？」


『それはある意味恐おそるべき偶ぐう然ぜんだった──封印は確かに弱まったとはいえ、まだ効力は残っている。漏もれ出たのは、あのお方の魂の、ごく一部、片へん鱗りんに過ぎない。とはいえ、現代の魔乖術師の基準で考えれば、片鱗でも破格の力を持っている。だが、いかに我々といえど、魂のみの存在では、外の世界に長く存在することはできない。活動するための肉体が必要だ──地上に漏れ出たあのお方の魂は、偶然にも近くにいた子供の肉体をよりしろに選んだ』


「それが、俺だな」


　ナイトが自分を指さす。ようやく自分に関係ある話題になったようだ。


『普ふ通つうの人間では、片鱗とはいえあのお方の魂を宿すには力不足だ。だが、清すが夢む騎人ないと、あなたは偶然にも、我々魔乖術師の力にたいして、強い免めん疫えき力を持っていた。そのために、あのお方を宿しながらも、あなたは日常生活を送ることができた』


「免疫力って？」


『我々魔乖術師と、剣けん刀とう師しの力は反発する』


　そう言えば、ナイトが魔ま乖かい術じゆつ師しになるといったとき、ナイトは祖父から破門された──剣けん士しと魔乖術師は両立できないと、かつて祖父に言われたのだ。あれは、そういう意味だったのか。


『これが、我々を取り巻く状じよう況きようだ。現在、漏れ出たあのお方の魂の一部は、『異イ』の肉体を巡めぐる主導権争いを繰り広げている』


「サクラは、まだ無事なのか？」


『無事の解かい釈しやくにもよるが、意識はまだ残っている』


　どうやら、この声は、源げん祖その現在の状況がわかっているらしい。


『だが、あまり猶ゆう予よはあるまい。このままでは、遠くない未来に、あのお方は『異イ』の肉体を手に入れるだろう。そして、おそらくあのお方はここへ来て、封印を破は壊かいして自らの力を完全に取とり戻もどすだろう』


「そうなったら、どうなる？」


　アイリスが、静かに尋たずねた。声が、短く答える。


『そうなれば、世界は終わる』


　簡潔な答えだった。


『あのお方の憎悪は、未だ消えていない。あのお方が復活すれば、かつてと同様、人類の抹まつ殺さつを試みるだろう。そうなったとき、あのお方を止めることのできる実力者は、もはやこの世にいない』


「ほほぅ……そんなに強い相手なら、一度くらいは戦ってみたいものだな」


　アイリスがそんな不敵なセリフをこぼすが、ヨルが呆あきれたように言う。


「バカなことを言わないで、『滅メツ』。そもそもあなたは、前回源げん祖その、魂の一部を相手にして、惨ざん敗ぱいしたじゃない」


「そちらこそバカを言うなよ、『闇ヤミ』。あの時は状況が悪かっただけだ。ナイト君のことさえなければ……」


「ごめん、俺のせいだ」


　ナイトが頭を下げると、アイリスはばつが悪そうに横を向いた。


「まったく……君はあいかわらずタイミングが悪いな」


「え？」


「わからないならいい……話の腰こしを折って悪かった。それで、結局我々はどうすればいいのだ、ご先祖？」


　アイリスに促うながされ、声が答えた。


『一刻も早く儀式を終えるのだ。そうすれば再封印が施される』


「でも、七人しかいないのに儀式をしても、無む駄だなんだろう？」


『無駄ではない──本来魔宴とは、数百年に一度行えば十分な儀式だった。だが、封印の効力が弱まったために開かい催さい期間は徐々に短くなり、今回に至っては、前回の魔宴から十数年の時間しか経っていない』


　なるほど、多少の効果はあるということか。


『そして今回のような事態のために、私は自分の意識を祭さい壇だんに保存したのだ──正確な儀式の手段が失われた世で、再び儀式を執とり行おこなうために』


　つまり、今度は完全に源げん祖そを封印できるということだろうか？


「できるのか、そんなことが？」


　アイリスが、鼻を鳴らす。


「私の記き憶おくが確かなら──八人には足りないと思うがな」


『現在、四人分だ。もはや存在しない『■』の代役として、私が力を貸そう。さすれば、完全な儀式を執り行うことができる』


「すでに準備は万ばん端たんというわけか」


　鼻を鳴らすアイリス。ヨルも、なにやら表情を硬かたくしている。ナイトは今いま更さらながら、様子がおかしいと気づいた。


「なんだか、変じゃないか、二人とも？」


「そうかしら」


　淡たん々たんと、硬い表情でヨルが呟つぶやく。


「なんだか変だ……いや、待て、待てよ」


　そうだ、すでに十分なヒントは与えられているのではないか？　ナイトの脳裏に、急速に話が組み立てられていく。


「待てよ、完全な、魔宴の儀式、それってまさか……」


『おそらくあなたが今想像したとおりの答えだ』


　声が、冷れい酷こくに告げる。


『完全な儀式を行うには、八や祖そに連なる八人の魂を生いけ贄にえに捧げる必要がある』


「！」


　想像通りの答えだった。そうだ、確かに、この声の語った昔話でも、源げん祖そを封印するために八人が犠牲となっていた。


『魔道書の持ち主が死んだとき、その魂は魔道書に保管される。そして八冊の魔道書がそろうとき、八人の魂は生け贄となり、あのお方を鎮しずめる儀式は完成する』


「それじゃぁ、まさか……」


『現在、『偽ニセ』、『歪ワイ』、『時トキ』、『無ム』の四人分の魂たましいが魔道書には保管されている』


　そうだ、ナイトは以前見た。魔宴に敗北したミハイルが、ドロドロに溶とけて、魔道書に呑のみ込まれる姿を……あれは、そういう意味だったのか。


「私がこうして再びこの世に戻れたのも、私の魂が魔道書の中に保管されていたお陰かげというわけだ」


　皮肉っぽく口元を歪ゆがめて、アイリスは肩かたをすくめた。


『足りないのは『闇ヤミ』、『滅メツ』、『異イ』、『■』の四名。このうち『■』は私が代役を務める。『闇ヤミ』と『滅メツ』はこの場にいる。『異イ』はまもなくあのお方の力に負け、その魂が消え失せるだろう。それで八人の生いけ贄にえはそろう。その瞬しゆん間かんにこそ完全なる儀ぎ式しきを執り行おう』


「待ってくれ！」


　ナイトは思わず叫さけんだ。それでは、その話では、まさか。


「それはつまり、ヨルや『先生マイステリン』やサクラに、死ねって言うのか？」


『そうではない。魂を儀式に捧ささげるだけだ』


「同じことだろう！」


　それが、魔宴の真実だというのか？


「もとより、私はすでに一度死んだ身だからな」


　素っ気なく、ある意味達観したという様子でアイリスが告げた。


「他に手段がないというならば、この身を犠ぎ牲せいにするのもやぶさかではない」


「ヨルは、それでいいのか！　こんな、めちゃくちゃな話で納得できるのか！」


　ナイトが問いかけると、ヨルもまた静かに頷うなずいた。


「こうなるだろうということは、ある程度予想できていたわ──この儀式を行うことができるのは、わたしだけだというなら、やるしかないわね」


　こういう、ことか。さっき『先生マイステリン』が言っていたのは、こういう意味だったのか──なんということだ！　これでは、なにも意味がない！　せっかくナイトは戦う力を身につけて戻ってきたというのに、このままでは誰だれも助からない！　ナイトはなにもできずにそれを見ているだけだというのか！


『あなたにも役目はある、清すが夢む騎人ないと。儀式を完かん遂すいすることで、あのお方の封ふう印いんは完全なものとなる。その影えい響きようで、現在地上に漏れ出たあのお方の一部も、大おお幅はばに弱体化するだろう。そうなればあなた一人でも十分に戦える。どうか、儀式の完遂後、速やかに引いん導どうを渡わたしてもらえないだろうか』


「は、ははははは……俺にできるのは、シリぬぐいだけってことか」


『本来無関係なあなたを我々の事情に巻まき込んだのはすまないと思っている』


「待てよ……なら『魔王エル・ケーニツヒ』はどうなる！」


　そうだ、その話がまだ残っていた。


「魔宴に勝ち残った最後の一人は、『魔王エル・ケーニツヒ』になれるんだろう！」


『儀式を行うために、最低限一人は、生き残っていなければならない──だが、儀式にその者の魂も必要であることは、かわらない』


「それじゃぁ、『魔王エル・ケーニツヒ』ってなんなんだよ！」


『我々始祖と呼ばれる『魔王エル・ケーニツヒ』が自ら犠牲となってあのお方を封印したように、魔宴の犠牲となっていく者を讃たたえるための称しよう号ごうが『魔王エル・ケーニツヒ』だ。紆う余よ曲きよく折せつがあって、現代ではその意味がかなり歪められてしまったようだがな』


　そんな、そんなバカなことがあるなんて──ナイトは、目の前が真っ暗になるほどの衝しよう撃げきを受けていた。


『勘かん違ちがいするな、清すが夢む騎人ないと。魂の消失は、必ずしも肉体的な死亡と同義ではない』


「どういうことだ？」


『魂を生け贄に捧げたとしても、死ぬというわけではないのだ』


　声が説明を続ける。


『無論大半の人間は、魂が消えれば死ぬ。だが一部の優ゆう秀しゆうな魔乖術師は、魂を失いながらも生き続けることができる。それが可能な者をこそ、魔乖術師の頂点として『魔王エル・ケーニツヒ』と呼んだ。現代では、こちらの意味が主流となって伝わっているようだな──だが、魂とは人間としての根幹そのものだ。魂を失った者は、生きていたとしても、人間としての感情全てを失った人形に近い存在となってしまう』


　それを聞いて、ヨルは思い出した。先代の『魔王エル・ケーニツヒ』、すなわち自分の父のことを──人間らしい感情のカケラも持たず、ついに最期の瞬間まで、実の娘むすめの気持ちさえも理解できなかったあの人──あれは、そういう意味だったのか。


「とはいえ、私の場合はそうもいかん」


　アイリスが言う。


「この肉体は借り物だからな──私の魂が生け贄となれば、今度こそ私は完全に消失するだろう。無論、今更死ぬのが怖こわいわけではないがな」


『時は来た。八や祖その系けい譜ふに連なる者よ。その魂を我が前に差し出すのだ。その時こそ、魔ま宴えんの儀式は完成する』


「待てよ、おかしいだろ、それは！」


　ナイトが叫んだ。心からの叫びだった。


「そんな、源げん祖そなんて奴やつのためにヨルや『先生マイステリン』、サクラが犠牲になるなんておかしいだろ！」


『他に方法はない。私としても、好き好んでこの方法を選ぶわけではないのだ』


「でも、だからってこんな方法……他に方法があるはずだ！」


『清すが夢む騎人ないと。あなたは八や祖その系譜ではない──だからわからないのだ』


　冷たく声が告げる。


『だが、そちらの二人はすでにわかっているようだ』


「…………」


　そうだ。ヨルとアイリス。この二人は、ここに来てからも非常に口数が少なく、声に告げられた事実を淡々と受け入れているように見える。まさか……


「確かにそうね。それしか方法がないというのなら、わたしは自分の魂を生け贄にしたって構わないわ──『魔王エル・ケーニツヒ』になること、それこそが、わたしの望みだから」
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　ヨルが告げる。そうだ、ヨルの夢。出会ったときから変わらないその夢を、ヨルはいま、実現できる寸前にまで辿たどり着ついているのだ。


「でも……今は違ちがう。今のわたしには、魔宴が全てじゃない。もっと他に、大切なものができた」


　ナイトを見つめるヨル。


「わたしはこの国に来て、本当に色々なことを学んだわ──そしてそれを教えてくれた人には、これから先ももっと他のことを教えてもらいたいし、わたしもその人に教えたいことがあるの。だからね、今は、たとえ必要だとしても、わたしのこの大切な、わたしだけの魂を、捨てることなんてできないわ」


「よく言った、『闇ヤミ』。初めて気があったじゃないか」


　アイリスもまた、うなずく。


「他に手段がないというなら、魂を捧げるというのはウソではない。だがな、ご先祖よ。私の見た限りでは、完全に行ゆき詰づまったというほど絶望的な状じよう況きようでもないぞ。要は、その被ひ害がい妄もう想そう激しい引きこもりの源げん祖そを倒たおしてしまえばいいだけの話だろう？」


『あなたたちは……私の話を理解できなかったのか？』


　声は、狼ろう狽ばいした様子だった。


『このままでは、世界は滅ほろぶぞ？』


「勝手に決めるな、ご先祖。なぁ、ナイト君。君もそう思うだろう？」


「あぁ」


　ナイトもまた、力強く頷いた。


「世界を、滅ぼさせたりはしない、絶対にな。でもだからといって、ヨルも『先生マイステリン』も犠牲にしたりしない！　源げん祖そに奪うばわれたサクラだって、絶対助けてみせる」


『できるはずがない、そんなことは』


「確かに無む謀ぼうな話よね」


　ヨルが苦笑しながら呟く。


「でもね、今までも、絶対にムリだって思った状況を何度もひっくり返してきた人がいてね、その影響かしら、わたしもなんだか、その無茶ができそうな気がしてきたわ」


　言いながらヨルはナイトに近づくと、冗じよう談だんめかして、ナイトの額を軽くこづいた。


「責任とって欲しいわね、わたしをこんな風にしてくれた、元げん凶きようさん」


「ヨル……」


「ゴホンゴホン」


　わざとらしく、アイリスが咳せき払ばらいをした。


「おい、浮うかれるのは早いぞ、『闇ヤミ』。時と場所を考えろ」


「あら、ごめんあそばせ」


　ヨルはなぜか楽しそうな微び笑しようをこぼした。それを見たアイリスは忌いま々いましそうに舌打ちすると、無言のままナイトの足を蹴けった。


「痛っ、なんで！」


「未熟な弟子を蹴って指導するのも師の務めだ」


　理り不ふ尽じんな理由だった。


「ともかくだ、他に方法がないならともかく、我々はまだなにもしていない。これで諦あきらめろというのは早計というものだ」


『ではどんな方法がある？』


「倒すのさ──源げん祖そを。それで全てが丸く収まる！」


　ナイトが断言する。声は、しばし静かになった。呆あきれているのかもしれない。


『……そうか』


　と、やがてそう短く答える声があった。


『ではやってみるがいい』


「ずいぶんあっさり認めたな」


　てっきり反対されると思っていたナイトである。


『残念だが今の私にはあなたたちに強制する力がない。あなたたちがその方法をのぞむなら、その方法を検討しようと思う』


　声はそう言って、説明を開始した。


『可能性があるのは一つ──あのお方が完全に復活すれば、おそらくはもう手の打ちようがない。だが、現在外に出たあのお方の一部ならば、困難ではあるが、可能性がないわけでもない。『異イ』の肉体を完全に奪われる前にあのお方を倒すのだ』


「倒せば、それでなんとかなるんだな？」


『そうだ』


　声が肯こう定ていする。


『封印を外側から開けられればどうしようもない。だが、現在外にいるあのお方の魂たましいを打うち倒たおせば、今しばらくの間は封印も続くだろう。時じ間かん稼かせぎではあるものの、可能性が一番高いのはこの方法だ』


「その時間稼ぎは、どれくらいの時間が稼げるんだ？」


『数十年程度だ』


　十分すぎる期間だ──魔宴が数百年周期で行われていたことを考えるとかなり短いのだろうが──それだけの時間があれば、なにか別の対策だって考えられるはずだ。


「でも問題もあるわ」


　ヨルが発言した。


「わたしもその方法に異存はないけど──サクラはどこにいるのかしら？」


「あ」


　そうだった。サクラリスは源げん祖そに肉体を乗っ取られたとき、ナイトたちを殺しそうになって、異次元の彼方かなたへ自分の体を縛いましめたのだ──その異次元とは、『異イ』の魔ま乖かい咒じゆによって行き来できる世界だ。ナイトたちではそう簡単に行くことができない。そもそも、その世界がどこにあるのかもわからないのではどうしようもない。


『その問題は私がなんとかしよう』


　と、声が告げた。


『私には、あのお方の所在が把は握あくできる能力がある。外に出たあのお方の居場所も、おおよそではあるがわかる』


「本当か？」


『現状、あなたたちのその計画は無謀ではあるが、私に残された力では今から別の方法を試行するだけの余よ裕ゆうがない──あのお方の居場所まで行くことのできるゲートを、開くとしよう』


「そんなことまでできるのか？」


『空間移動など、『魔王エル・ケーニツヒ』にとっては基き礎そ能力の一つに過ぎない──だが、私自身の力が残り少ない。ゲートはすぐに閉じるだろう。あなたたちは行っても、戻もどる手段がない』


「問題ないさ──サクラさえ助ければ、サクラの力で戻れる」


　助けられなかったときのことなど、考える必要はない、必ず成功させるのだから。


『言っておくが、これがおそらく最後のチャンスとなるだろう。あのお方がこの祭さい壇だんに至れば、弱まった封ふう印いんは一気に崩ほう壊かいして、あのお方は完全な力を取とり戻もどしてしまう』


「わかっている──俺たちだって、後はないさ」


「まったく、勝手に決めてくれちゃって……」


　ヨルが、頰ほおに手を当てて首を振ふった。


「少しはわたし達の意見を聞いても罰ばちは当たらないんじゃないかしら？」


「あ、ごめん……勝手に決めたけど、それでいいかな？」


「まぁ、今いま更さら返事をする必要もないんだけどね」


　ヨルが、いたずらっぽく笑った。そんな表情を浮かべるだけの余裕が、彼女にはあるようだ。


「ふっ……弟子の前で無様な戦いは見せられんな」


　アイリスもまた、不敵に笑っている。二人とも、ナイトの意見に反対する気はないようだった。


『ゲートを開ける。短時間しか維い持じはできないから迅じん速そくに移動して欲しい』


　声がそう告げた瞬しゆん間かん、祭壇の横に光の壁かべができた。この地下へ来るときに通ったのと同じ、空間を超こえるゲートだ。


『急ぐがいい』


　声に促うながされ、ナイトたちはゲートに飛び込んだ──ナイトたちの姿が消えた後、数秒でゲートは消失した。祭壇には誰だれも残らず、静せい寂じやくが戻りつつあった。


　その静寂の中、誰知らず、声がつぶやいた。


『頼たのむぞ、我が子孫。我々を──いや、あのお方をどうか救って欲しい』


　誰も聞いてはいなかったが、その声色には悲しみの色が混ざっていた。






　第四章　源げん祖そと始祖







　ナイトたちが現れたのは、一言で言うなら異様な空間だった。


「なんだ、この場所は？」


　見み渡わたす限かぎりなにもない空間だ……どこまでも、地面が続いている。


　だがその地面が変だ。灰色で、異様なほどうねったり、ねじれたりしている。現実ではあり得ない光景だ。


「……空に、灰色の太陽がある」


　そのおかげで暗くはないが、明るいとも言えない微び妙みような状態だ。


「『異イ』の生み出した異世界だな」


　アイリスが、地面を軽く踏ふみしめながら告げる。


「来るのは初めてだが──おそらくここに『異イ』がいるな」


「えぇ……サクラの気配がかすかに感じられるわ」


　アイリスに続いてヨルも頷うなずく──魔ま力りよくを失ったナイトは、もはや魔ま乖かい術じゆつ師しの気配を感じ取ることも難しい。だが、言いしれぬ妙みような気配が感じられるのも確かだった。


「行ってみよう」


　アイリスが言って、先頭で歩き出す。


　結論から言うと──さほど移動することなくサクラリスは見つかった。サクラの異様な魔力は、魔乖術師にとってはどんな遠くからでもすぐわかるほどのレベルだから、探すまでもなかったのだ。


　だが、悲しいことに、ナイトは最初、彼女が本当にサクラリスかどうか、自信が持てなかった。それほど雰ふん囲い気きが変わっていたからだ。


　隆りゆう起きした地面に背中を預け、もたれるように座り込んだサクラリス。三日ほどしか時間はたっていないはずなのに、服はボロボロで、全体的に薄うす汚よごれている。


　外見は、小さな幼女──彼女の本来の姿だ。裸足はだしの小さな足を前に投げ出して、ぐったりとしたままピクリとも動かない。髪かみはほつれている。目はかろうじて開いているが、焦しよう点てんがあってなくてうつろだった。


「サクラ、しっかりしろ！　大だい丈じよう夫ぶか？」


　ナイトは思わず駆かけ寄よった。かろうじて、彼女の全身から漏もれる銀色の魔力──それだけが、以前と変わっていない。


「待って、ナイト！」


　バチッと、手が弾はじかれた。魔力がナイトの手を浸しん食しよくしようとしたのだが、それがナイトと反発したのだ。


　魔力があまりにも濃のう密みつすぎて、他人が素手でサクラリスにふれれば、それだけで命に関わる。さらに今のナイトは、源げん祖その力を失っている。触さわるのは自殺行こう為いだ。


「サクラ、俺の声が聞こえるか！　助けに来たぞ！」


　その声に、ぐったりしていたサクラリスがぴくりと反応した。うつろな目の中に、かすかな意志の光が宿る。


「その声はナイト君だね……」


　しゃがれた声だった。でも、それは確かにサクラリスの声だった。


「サクラ、無事か？」


「さて……無事なのかな。なんとか僕の意識は残っているけど──正直現状、手の打ちようがないんだ」


　地面に座り込んだまま、そう答えるサクラリス。


「肉体の自由権をかけて源げん祖そと戦っているんだけど──正直分が悪い。そう遠くないうちに僕は完全に魂まで乗っ取られそうだよ──魂の底にまで源げん祖そが侵入して、寄生されているのが辛つらいね。正直──僕の全力をもってしても、乗っ取られるのを引き延ばすくらいしかできなかったよ。少し前の僕ならさっさと諦あきらめて肉体の支配権なんてあげていたかもしれないけど、そんなことになったら源げん祖そは僕の大好きなナイト君も殺してしまうだろうから──それだけはイヤなんだ」


　サクラリスが、微び笑しようを浮うかべた。中性的な、アルカイックスマイルだ。


「まだ僕の自由意志が残っているうちに、肉体の代謝速度を急速に上げてみたんだ」


「それじゃぁ、あなた……」


　ヨルが、ハッとする。サクラリスは頷いた。


「代謝速度を上げて、今の僕は一週間飲まず食わずで過ごしたも同然の状態さ──脱だつ水すい症しよう状じようで、視界がかすむし、意識も朦もう朧ろうとしているよ……」


　サクラリスは、自殺をする気なのだ。


「このまま僕が死ぬのが早いか、ナイト君が来てくれるのが早いか、どっちが早いかと思ったけど──間に合ってくれたんだね、ナイト君」


　サクラリスは、重そうに頭を持ち上げてナイトを見上げた。


「ここまで来たっていうことは、源げん祖そを倒たおす気だろう？　今、源げん祖そは僕がおさえている。前回みたいに源げん祖その好きにはさせない──だから、僕の肉体ごと源げん祖そを倒してくれないかな」


「馬ば鹿かなことを言うな、サクラ！」


　ナイトは思わず叫さけんだ。


「諦めるな！」


「諦めてはいないよ──僕だって、必死にどうするのが一番いいのかを考えていたんだ。だけど源げん祖そは魔ま乖かい咒じゆの根源だ。その力は、今君が思っている以上に強大だよ。もしこいつが完全な力を取り戻したら、地球という星を消し飛ばしてしまうことだってできる最悪の存在だ……だけど、今なら倒せる。それが最良の手段だ」


　サクラは首を動かして、アイリスを見た。


「『滅メツ』。君の第四咒じゆ法ほうは使えるかい？」


　アイリスが、肩かたをすくめた。


「今の私は魔力が極きよく端たんに少ない状態でな──それでも今の私なら、この肉体でも一回くらいは使えるだろう」


「『滅メツ』の第四咒じゆ法ほうは一いち撃げき必殺。命中した相手を完全に抹まつ消しようする──その一撃だけが、源げん祖そを倒す可能性のある攻こう撃げきだ。僕にそれを使って欲しい」


「ふむ……さて、どうしたものかな。諸しよ兄けい姉しの意見を拝はい聴ちようしたいな」


　諸兄姉とは、この人も難しい日本語が好きだな──ナイトはそんなのんきなことを思った。


「……本人がそう言っているなら、それでいいのかもね」


　ヨルがそう言っている。一見すると突つき放はなしているようにも聞こえるが、彼女が言いたいのは、言葉通りの言葉ではない。そのことは、付き合いの長いナイトにはすぐわかった。


　だからヨルの分も、ナイトが代わりに言うことにした。


「サクラ──そんな、最悪の手段を選ぶのは、他の手段を試してからでもいいんじゃないか？」


「ナイト君。僕を誰だと思っているんだい──僕だってここでただひたすらボーッとしていたわけじゃないんだよ。あらゆる手段、あらゆる方法を検討して──それでたどり着いた結論がこれなんだ。この方法が、最も犠ぎ牲せいが少なくて済む」


「そんな方法があるか！　サクラを犠牲にするために俺たちがこんな場所まで来たと思っているのか！」


「だって、他にどんな方法があると言うんだい。現状、源げん祖そを倒す力を持った人間なんてこの世に存在しない。たとえ僕が全力だしたとしても、勝つのは難しい相手なんだ」


「サクラ──言ったはずだ。他の手段を試してからでも遅おそくはないと。お前は、まだ試していない方法があるんじゃないか？」


「僕にできることはもう、全て試した──それでも、もうこれ以上はどうしようもないんだ」


「いいや、違ちがう！　お前がまだ試していない方法が一つある。なぜそれを試さない！」


　ナイトは叫んだ。心からの叫びだ。


「三日前に約束しただろう。俺が絶対にお前を助けてみせるって！　ずっと一いつ緒しよにいるって約束しただろう！　なのになんで勝手にお前は諦めているんだ！」


「そんなことは不可能さ──何万回も試行したんだ。でも成功する可能性は〇％と断言してもいいレベルだ」


「だったら何十万回でも、何億回でも試せ！　諦めたらできることだってできなくなるんだ！」


「精神論だよ、そんなことは──僕は、そんな無む謀ぼうなことに君を巻き込んで、殺したくはない」


「サクラ。お前は正しい。いつも常に正しいよ。そうさ、どんなときだって、お前の意見は間ま違ちがってはいなかった。正しかった。けど、正しいだけだ」


　ナイトが、言う。


「正しすぎるばかりに、お前は一番重要なことを見落としている。俺たちは友達だろう？　俺とお前は、親友だろう？」


「…………」


「約束したじゃないか、絶対に助けると！　なのになんでお前は俺を信じない！　なぜ親友を信じることを勝手に諦めた！」


「……だって、そんなことできない……」


「できるできないかなんて誰だれも聞いていない！　なぜお前は親友を信じられなくなったんだ！　それがお前の犯した最大の過ちだ！」


「…………」


　サクラリスは座り込んだまま、ナイトを見上げている。その目には、とまどいの色が見て取れる──まだ、可能性は〇ではない。


「お前が本当に、もう俺の言うことが信じられないって言うなら、それはしかたのないことかもしれない。確かに俺はそんな、人にほめられるほど立派な人格者じゃないからな──だけど、信じてもらえなかったとしても、俺はお前と友人になるって約束した。お前が俺を信じてなくても、俺の方から一方的にその友情を反ほ故ごにしたりはしない。お前を助けるために俺はこれから源げん祖そと戦って──そのまま犬死にする」


「そんなこと……」


「俺だってバカじゃない。正面切って戦えば、どうしようもないことくらいわかっている」


　ナイトは、少しだけ悔くやしそうにそう言った。


「けど──お前が信じてくれたなら、お前が俺を信じてくれたら、俺は、お前に信じてもらえないときより、もっとがんばれる、そう思うんだ」


「…………」


「ヨルも言っていただろう。お前自身が勝手に諦めたら──全てが終りだ。助けてもらう人間に生きる気がなかったら、それを助けるのは神様だって難しい」


「…………」


「どうなんだ、サクラ。お前の本心が問題だ。お前は本心から、本気で、自分はもう死ななきゃいけない、死ぬのが一番だなんて、本気で思っているのか？　どうなんだ？」


　たたみかけるように、言葉を吐はく。ぼんやりとしていたサクラの表情に、かすかな歪ゆがみが生まれた。かすかにしゃくり上げるような声を漏らす、サクラのつぶらな瞳ひとみから、涙なみだが一筋こぼれた。


　するとそれで堰せきを切ったように、サクラの目からボロボロと涙がこぼれだした。


「だって、僕は……僕は、僕のせいで、君たちを殺したりなんて、そんなこと……」


「自分が死ぬかどうかの瀬せ戸と際ぎわで助けも求められない相手なんて親友じゃない！」


「僕は……僕は……」


　サクラリスが、しゃくり上げながら言った。


「……死にたくないよ──せっかくナイト君と友達になれたのに、初めて世界が楽しいと思えたのに──こんなことで、死にたくなんてない。生きたいよ！」


「わかった。任せろ」


　ナイトは短く答え、手に持った袋ふくろの紐ひもをとき、中に入っていた『万夫不刀バンプフトウ』を取り出した。


「相変わらず安やす請うけ合あいしてくれちゃって……」


　ヨルが呆あきれとも諦めともつかないため息をつく。


「でも、君だって同じ気持ちだったんだろう？」


「バカね、ナイト……そういうことは気づいても口には出さないものよ」


　ヨルは少し唇くちびるをとがらせて恥はずかしそうに言った。さっきサクラリスに言った言葉は、やはり照てれ隠かくしだったようだ。


「戦うのは無論私も賛成だ」


　アイリスが言う。


「だが、どうやって戦う？　源げん祖そと戦うのは、まぁ問題ないだろう。だが、魂たましいレベルで『異イ』の肉体に浸しん透とうした源げん祖そを追い出すのは、さすがに難しいぞ」


「大だい丈じよう夫ぶだ──俺だって、なんの秘策もなしにここへ来たわけじゃない」


　ナイトは頷うなずき、『万夫不刀バンプフトウ』の鞘さやに手をかけ、刀を引ひき抜ぬいた。


　輝かがやく刀身があらわになり、周囲が明るくてらされる。反りのない独特な姿をした『万夫不刀バンプフトウ』からは、半はん透とう明めいのオーラのようなものが絶えず立ち上っている。


「……この刀で、サクラと源げん祖そを切きり離はなす。それしかない」


　ナイトは、断言した。


　え、と、その場にいた全員がナイトを見つめる。ヨルが代表して疑問を口にした。


「そんなこと、できるの？」


「それ以外に方法はない」


　できる、はずだ……錆さびた刀で岩をも斬り裂さいたあの技を使えば、どんなものでも斬れる──あれはそういう技なのだ。祖父直伝、絶端たちばなの奥義とも言える技だ。


「いや……確かに突とつ拍ぴよう子しもない話ではあるが、まんざら夢物語でもないかもしれん」


　アイリスが首しゆ肯こうする。


「源げん祖そとは魔ま乖かい咒じゆの根源だ。源げん祖そに対しては全ての魔乖咒の効果が半減されてしまう。魔乖咒以外の方法を使う方が成功の公算は高い──魔ま力りよくと『魂コン』の力はもともと反発しあう。試してみる価値はある」


　ナイトは頷き、ぬき身みの『万夫不刀バンプフトウ』を、両手で構えた。サクラリスは、とまどった様子で、地面の上に座り込んだままピクリとも動かない。ヨルとアイリスは、固かた唾ずを呑のんで推移を見守っている。


　自分にはできる──ナイトはそう思いこむようにして、息を整えながら、ゆっくりと刀を構える。


　刀の切っ先をサクラリスに向けたまま固定して、静かに目を閉じた。全ての意識を、この一撃に、サクラリスへと集中させる。


　三日間、山の中で岩と向き合って、つかんだあの感覚を思い出す。


　全てを、自分の全てを、目の前のサクラリスにぶつける──そうやって必死に見ていると、やがて見えてくるのだ──サクラリスの体の中に、明らかに、他の部分よりも気配が薄うすい部分があるのが。おそらく、それこそが祖父の言う「隙すき間ま」というやつなのだ。隙間に正確に刀を走らせれば、どんな硬いものも切ることができる。


　サクラリスの体内に──気配を感じる。二つの、強大な力だ。二つは、全く別の力だ。今、その二つが肉体の主導権をかけて激しく渦うず巻まいている。ここまで混ざり合っては、分ぶん離りのしようがないように見える。


　だが、もっと意識を集中させると見える──その魂の中に、切れ目のようなものがあるのが。それこそが、ナイトの狙ねらうべき箇か所しよだ。


「────ッ！」


　目を見開き、短く息を吐きながら、一気に刀を振ふり下おろした。





　────





　周囲に、静せい寂じやくが広がる。座り込んだサクラリスに、外見上の変化はない。


「……どうなったの？」


「静かに見ていろ」


　全員が、固唾を呑んで見守っている。だが、ナイトは、静かにつぶやいた。


「……確かに、手応えあった」


　サクラリスの肉体に、変化があった。サクラリスの体から漏もれ出る銀色の魔力が渦巻きながら、大きく背後で塊かたまりになっていく──その魔力は、人型になりながら声を発した。


『ヌゥゥッ、やってくれたな、清すが夢む騎人ないと。よもや我を傷つけることができるとは……』


　頭と手足があるだけののっぺりとした人型がそう言う──間違いない、源げん祖その声だ！


「成功したというの？」


『だが残念だったな、清すが夢む騎人ないと。傷は浅い。この程度のことでは、我を追い出すことなどかなわぬぞ』


　源げん祖そが嘲ちよう笑しようをこぼす。実際、その魔力の塊は、サクラリスの肉体と繫つながっていた。


『諦あきらめろ。貴様がこの小こ娘むすめの体力を無む駄だに消費したおかげで、我の浸透率は上がった。まもなく完全に乗っ取ることができる』


「あ、あ、あぁ……」


　サクラリスが座ったまま、なにかに耐たえるように、自分の頭を抱かかえた。苦しんでいる？


「サクラ！　待っていろ、今なんとかする！」


『できるものか、清すが夢む騎人ないと！　剣けん刀とう師しの力を手に入れたのは驚おどろきだが、貴様では力不足だ！』


「くっ」


『万夫不刀バンプフトウ』を手にナイトは歯ぎしりをする──サクラリスの、体内の力が激しく乱されている。隙間が、はっきりと感じられなくなってしまった。このままでは、さっきみたいに斬ることができない！


『どこまでも逆らう愚おろか者ものどもが！　覚かく悟ごしろ。我が覚かく醒せいすれば、貴様ら全員……』


「いや、上出来だ。ナイト君」


　いつのまにか、わめき散らす源げん祖その背後に音もなく、アイリスが忍しのび寄よっていた。


「君はなかなかできた弟子だな」


　皮肉げに、アイリスは微び笑しようした。


「一人で美お味いしいところを全て持っていったりせずに、ちゃんと、私の出番も残してくれていたわけだな」


　アイリスの右手が、赤く輝いていた。それは、魔力の輝きだ。自分の魔力を右手に集中させているのだ。


『貴様、なにをする気だ！』


「源げん祖そ──私の前にそんな姿をさらしたのは失敗だったな」


　アイリスが、その小さな腕うでをまっすぐ伸のばし、銀色に輝く源げん祖そを、しっかりとその手で摑つかんだ。


『グゥゥゥゥ、貴様っ！』


「あいにく私は力押ししか能のない人種だが──その分力には少々自信があってな。つかみ所さえあるなら十分だ！　このまま貴様の魂を腕ずくで引きずり出してやる！」


『ヌアァァァァァァァァ』


　メキメキメキバキッゴキッ


　不ふ吉きつな音を立てながら、アイリスは自分の摑んだ源げん祖そを、グイグイと、強引に引っ張っていく。


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


　その小さな体が引きずられるように動くサクラリスはたまらず、悲鳴を上げている。魂を肉体から力ずくで引きずり出すのだ。想像もできない苦痛が本人にはあるはずだ。


『小娘風情が、粋いきがるな！』


　源げん祖そとて、無防備にやられてばかりではない。魔力でできた体から触しよく手しゆのようなものが伸びると、一いつ斉せいにアイリスを襲おそう。


「ぐぅっ！」


　アイリスは源げん祖そに肉にく薄はくしているせいで、回かい避ひすることもできない。体中に魔力の触手が突つき刺ささっていく。


「しっかりして！」


　慌あわててヨルが手を振り、アイリスの体に回復咒じゆ法ほうをかける。だが──


「愚か者、どこを見ている！　私はどうなってもいい！」


　アイリスは傷だらけになりながらも、源げん祖そを摑んだ右手だけは離さず、なおも力を込めて魂を引きずっていく。


「『異イ』のほうをなんとかしろ、『闇ヤミ』！　この小娘、脱だつ水すい症しよう状じようですでに体力が限界だ！　このままだとショック死するぞ！　そっちの手当をしてやれ！」


「あぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　サクラリスの小さな背中から、銀色の魔力とともに、源げん祖その魂が引きずり出されていく。だが、魂が外へ出るたびに、サクラリスの背中が裂け、真っ赤な血が飛び出る。ビクンビクンと、その小さな体が陸に上がったサカナのように何度も痙けい攣れんを繰くり返かえす。サクラリスの方が、確かにまずかった。


「わかったわ」


　ヨルも慌ててサクラリスに回復咒じゆ法ほうをかけるが、すぐに顔をゆがめた。


「なによ、この子……信じられない。常人ならとっくに死んでる状態よ。こんな状態で今まで……」


「ふんばれよ、『闇ヤミ』と『異イ』……この私がここまで骨を折ってやっているんだ。これで死なれたら、さすがに寝覚めが悪い」


　誰だれもが必死だった。サクラリスはその身を襲う激痛に耐えるだけで限界だったし、アイリスは源げん祖その反はん撃げきをまともに食らいながら力を緩ゆるめようとしない。ヨルにも源げん祖その攻こう撃げきは向かったが、自分の傷よりもサクラリスを優先して回復しないと危険だった。


　そして無論ナイトも。


「させるかっ!!」


　源げん祖そに近づきながら、その体から伸びる触手を、『万夫不刀バンプフトウ』によって次々と斬きり落としていく──〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉の一つである『万夫不刀バンプフトウ』は素晴らしい力を発揮してくれている。源げん祖その魔力だろうと、砂糖菓が子しのように切断できる。


『おのれおのれおのれぇぇぇぇぇぇぇぇ!!』


　必死に源げん祖そも叫さけんでいた。その攻撃はナイトへももちろん向かってくる。アイリスやヨルをかばっていたら、当然ナイト自身の防ぼう御ぎよが薄くなってしまう。いくつかの触手がナイトの体にも突き刺さった。だが。


「そんなもの！」


　ナイトの傷口から湯気が立ち上り、たちまちのうちに修復されていく──『万夫不刀バンプフトウ』の特とく殊しゆ能力だ。刀の持ち主に、不死身の肉体を与あたえてくれる。今のナイトは魔ま力りよく障しよう壁へきがないため以前に比べれば無防備だが、ヨルの回復がなくとも自由に戦えた。


「クソッ」


　だが、さすがに全て問題ないわけではない──傷はふさがるが、その激痛はどうしようもない。いや、傷が再生するとき、激痛がいっそう強まるのだ。痛みになれてない人間なら失神しかねないほどの激痛だ。魔乖咒が使えない今、痛覚を麻ま痺ひさせることもできない。


　でも、こんな痛みが何だ、とナイトは歯を食いしばる。サクラリスやアイリスの方がもっと辛つらいに決まっている。


『ヌアァァァァァァァァ!!』


　アイリスの細い腕に、血管が浮うかび上がった。満身の力で、源げん祖そを引きずり出す──サクラリスの体から伸びる魔力が長く伸びて、かなり細くなっていた。


「今だ、ナイト君。こいつの魂たましいをもう一度斬れ！」


「わかった！」


　ここまではっきり目に見えれば、もう迷いはしない。サクラリスの背中、魔力の付け根をねらって、『万夫不刀バンプフトウ』の刃はを思いっきりたたきつけた。


『ギヤァァァァァァァァァァァァァ!!』


　源げん祖そが、断だん末まつ魔まのような悲鳴を上げた。


「アウッ」


　サクラリスも短く息を漏らすと、力ちから尽つきたようにその場に倒たおれた。すかさずヨルが駆かけ寄よって、その体を抱だきしめる。


「……大だい丈じよう夫ぶ、失神しただけだわ」


　よかった。サクラリスは、無事なようだ。


「でも……この子、魔ま力りよくがなくなっているわ」


　ヨルの言葉通り、サクラリスの体には、以前のようにあふれ出る魔力は存在していなかった。


『よくも……よくもやってくれたな、この愚ぐ民みんどもが!!』


　怒いかりに燃える源げん祖その声が叫ぶ──魔力の塊は人型に固まって、宙に浮いていた。手と足と頭はあるが、それ以上に細かい部位はなにもない。まさに人型の塊としか言いようがない。


「これが──源げん祖その魂」


　圧あつ倒とう的てきだった。目の前に現れて、改めてその力を実感できる──魔力を持たないナイトでもわかる。鳥とり肌はだ立だつほどの、圧倒的な力──サクラリスの魔力を吸収したためか、その力は以前にも増して、凶きよう悪あくなほどに強大だった。


『よもや、貴様ら如ごときに我が計画を邪じや魔まされるとは思わなかったぞ──ここまで歯向かって貴様ら、よもや楽に死ねると思うなよ。なぶり殺しだ！』
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「貴様は……貴様は、なんで今更蘇よみがえろうとしている！」


　源げん祖そに向かって、ナイトは叫んだ。


「お前の事情なんて俺は知らないけど──それでも、お前が死んでもう何万年もたっているんだろう！　これ以上過去の亡ぼう霊れいが俺たちに迷めい惑わくをかけるな！」


『黙だまれ、貴様如きになにがわかる！』


　源げん祖そは、憎ぞう悪おをむき出しに叫んだ。


『我が──我らが、この世界を救うためにどれだけ必死に戦い、どれだけの犠ぎ牲せいを払はらったと思っているのだ！　それも全ては人類のため──だが、魔ま術じゆつ師しを倒してみれば、残った人間どもは、世界を破は滅めつにまで追い込んだ悪あく魔まと我らを憎にくみ、ツバを吐はく始末だ！　我らが誰のためにあの死し闘とうを繰くり広ひろげたと思っている！』


　？　さっき聞いた話と、微び妙みように違ちがうぞ……だが、今はそんな細かいことはどうでもいい。ナイトは源げん祖そに向かって叫んだ。


「だからって、今を生きる人間まで巻き込むな！　大昔の亡霊はさっさと成仏しろ！」


『黙れ、清すが夢む騎人ないと！　我が憎悪、何万年たとうと決して消えはしない！』


　源げん祖その魂が、ナイトへと襲いかかってくる。ナイトは刀を構えて応戦する。そこへ。


「背中ががら空きだぞ！」


　横手から飛び出したアイリスが、魔力を込めた拳こぶしを源げん祖そに叩たたき込んだ──その一いち撃げきで吹ふっ飛とばされる源げん祖そ。だが、何事もなかったように空中で静止する。


『無む駄だだ。今の我を倒すことのできるものなどこの世に存在しない』


「それはどうかな？　すでに我々の勝ちは目前だぞ」


　アイリスが力強く断言し、腕を組んで不敵に笑う。サクラリスを介かい抱ほうしていたヨルも頷うなずいた。


「えぇ──後は時間の問題ね」


「どういうことだ？」


「考えてもみろ、ナイト君。これだけ強大な力を持ちながら、源げん祖そはなぜ『異イ』の肉体を奪うばおうと画策していたと思う？」


　アイリスが説明する。


「魂など、それ単体では存在することができん──魂はそれを入れる容器が必要なのだ。常人ならば魂だけになった瞬間霧む散さんするが、源げん祖その場合は力が大きい分単体でも存続できる。だが、それとて長時間はムリだ──このまま時間さえ稼かせげれば、源げん祖その魂は四散していく」


　なるほど、そういうことか。


『ふん、確かにな。このままでは我も、あまり長く存在はできんが──それでも消え去る前に、貴様らを皆みな殺ごろしにする余よ裕ゆうくらいはあるぞ』


「やってみろ。だが私たちは、そう簡単にやられるほど甘くないぞ」


　アイリスが胸をはって叫ぶ。その自信満々な様子に、源げん祖その方がわずかにたじろいだ。


『だが、貴様ら如きの相手をして時間を浪ろう費ひするわけにもいかんな──それに、残念だが、勝つのは我だ』


　源げん祖その魂が、ふわりと空高くへ舞まい上がる。


『すでに我が魂は崩ほう壊かいを始めているが……ここから出るだけの余力はある』


　源げん祖そが手を持ち上げると、上空に光る壁かべが現れた。空間を超こえるためのゲートだ。


『だが貴様らに脱だつ出しゆつのすべはない。残念だったな……永遠にこの異空間に閉じこめられるがいい！』


　源げん祖そはゲートをくぐって、その姿を消した。ゲートもまた、すぐに姿を消してしまった。


「くっ、やられたな……」


　アイリスが歯がみする。


「この土ど壇たん場ばで逃にげに転じるとは、源げん祖そというやつなかなかの腰こし抜ぬけぶりだな」


「そんなことを言って、どうする気よ！　わたしやあなたの力じゃ、空間は超えられないわよ！」


　ヨルが叫ぶのを聞いて、アイリスは頭をかいた。


「わかっている……さっさと『異イ』を回復させろ。それしか能がない貴様がいつまで手間取っているんだ」


「そっちこそ、頭から敵に突つっ込こんで殴なぐるしか能がないクセに……」


「……貴様との決着、つける必要があるようだな」


「あら、そんなボロボロな状態で戦えるの？」


「いいかげんにしろ！」


　一いつ触しよく即そく発はつな雰ふん囲い気きの間に、ナイトは割って入った。


「今こんなところで、なにをやり始める気だ！」


「……ふんっ。まぁいい」


　アイリスがそっぽを向く──なんだか、今まで知らなかったけど、この人大人ぶった態度ではあるけれど、意外に子供っぽいところも多いな。


「どっちにしろ『異イ』の能力がないとどうしようもないのは変わらないんだ。さっさとするんだな」


「わかっているわよ……傷はまもなく完治するわ」


　ヨルがサクラリスの体に手をかざしながら言う。回復咒じゆ法ほうを全開にして、サクラリスを手当しているのだ。


「ただ……混ざり合っていた魂の一いつ端たんを力ずくで引きずり出すなんて暴挙をしたのよ。この子の魂まで傷ついていたら、さすがにすぐ癒いやすことはできないわ……」


「そんな……なんとかならないのか？」


「大丈夫よ、命に別状はないからね……」


　ヨルがそう言って、サクラリスへの回復咒法を中断した。


「……意識が戻もどったようね」


「そうみたいだね」


　目を開いたサクラリスが、ゆっくりと体を動かした。服はボロボロだが、体の傷はない。自力で立ち上がることもできるようだ。さすがヨル。迅じん速そくな手当である。


「……一応状じよう況きようはわかっているよ。僕らはこの世界に閉じこめられたわけだね」


「そうだ。『異イ』。シャクだが貴様の力が必要だ。さっさとゲートを開けろ」


「残念だけど──それは不可能というものだよ」


　サクラリスはゆっくり首を横に振ふった。


「なんだと？　どういう意味だ？」


「源げん祖そが僕から抜ぬけ出る瞬しゆん間かん、僕の魔力を根こそぎ奪っていって、今ほとんど余力がないんだ──しかも魂を引きずり出すなんて無茶をやってくれたおかげで、僕の魂まで傷ついたようだね。魔力がちっとも回復しないよ……端たん的てきにいって、ゲートを開けるだけの魔力がないんだ」


　つまり、閉じこめられたということか？　ナイトは慌あわてた。


「それってまずくないか？」


「うんそうだね。結構まずいかも」


　サクラリスはまるで人ごとのようにつぶやいた。


「のんきに話しているヒマはないぞ……『闇ヤミ』。お前の魔力を『異イ』に渡わたしてやれ」


「悪いけど、それじゃ足りないよ」


　サクラリスは頭を振る。


「他人に魔力を移すのはただでさえ効率が悪いよ──この異空間は、通常空間から最も遠い位置にあるんだ。全員の魔力を集めても足りないよ」


「それじゃぁ、どうすればいいんだ？」


「僕の魔力が自然回復するには──今のペースだと一週間はかかるかな？」


「そんな悠ゆう長ちようなことを言ってられるか！」


　源げん祖そはおそらく元の世界に戻ったら、祭さい壇だんの封ふう印いんを解く気だ。ナイトたちがいない今、源げん祖そを止めるものは存在しない。


「これはさすがに本気でまずいぞ……一秒一刻を争うこの状況で……」


　アイリスが親指を嚙かんで悩なやむ。どうすればいいんだ……


　……悩むこと十秒ほど。ナイトは、この方法しかないな、と考えた。


「サクラ……小さいゲートは開けないか？」


「え？」


「針先ほどでいいんだ。小さいゲートを一いつ瞬しゆんでもいいから開けないか？」


「……そうだね。今の魔力を全消費すれば一瞬くらいはできるけど……それでどうする気だい？」


「そのゲートを斬きって、人が通れるサイズまで斬り開く」


「……あなた、空間まで斬れるの？」


「やったことはないけど……俺のジイさんならそれくらいできるはずだ。俺だって、できると思う」


　アイリスが肩かたをすくめた。


「その力、なんでもありだな……絶端たちばなの連中は。相変わらずデタラメだ」


「『先生マイステリン』……知ってるのか？　ジイさんのこと？」


「満まん更ざら知らない仲でもない……それで、やるなら早くやるのだな。時間の余裕はないぞ」


「そうだな」


　ナイトは頷き、再び『万夫不刀バンプフトウ』を鞘さやから抜いて、両手で構えた。


「ナイト君……ゲートは、本当に一瞬だけ、それもアリさえ通れないサイズのものしか開けないよ。しかも、一回しかチャンスはない」


「一回で十分だ……俺がゲートをこじ開ける」


　もしこれがナイトの祖父だったら──たぶんいきなり空間を斬きり裂さいてゲートを生み出すくらいの芸当はできるだろう。しかしナイトの力では、なんの目標もないままそんなことはできない。サクラリスに目印代わりにゲートを開けてもらう必要があるのだ。


「…………」


　ナイトは刀を構え、無言のまま集中した──大だい丈じよう夫ぶ。さっきは、源げん祖そとサクラリスの魂たましいさえ斬り裂けたのだ。やり方はだいぶわかった──ものの隙すき間ま、それさえ感じることができれば、今のナイトに斬れないものなどない。


「行くよ、ナイト君」


　ナイトが頷くのを見た後、サクラリスが右手で魔ま法ほう陣じんを描えがいた──一いつ拍ぱく後、ナイトたちの目の前に一瞬、強く輝かがやく光点が現れた。ゲートだ。


「────ッ！」





　────





　刀を一瞬で振り下ろしたナイトは、大きく息を吐はいた。


「……確かに手応えあった」


「すごいじゃないか、ナイト君──成功したようだよ」


　その言葉通り、光点は、縦に切り裂かれていた。大きく、一メートルほどの長さの亀き裂れつが宙に浮ういている。ゲートだ。


「でも……小さすぎない？」


　ヨルがつぶやくとおり、長さは一メートル足らず。幅はばに至っては数十センチもない。人が通るにはムリのあるサイズだ。


「だが……私や『異イ』なら通れるかもな」


　と、小こ柄がらなアイリスはつぶやく。そこで一瞬だけ意地悪そうに、ヨルを見た。


「まぁ、どこぞのデブ女ではムリだろうが……」


「ちょっと、デブって誰だれのことよ？」


「さて。私は別に個人を特定する名めい称しようを口にした覚えはないが、まさか心当たりでもあるのかね？」


「そ、それはここのところ部屋の中で資料を読んでたから少し体重が……って、なに言わせるのよ！」


「君たちのんきだね」


　サクラリスが珍めずらしく呆あきれた口調だ。


「言っておくけど、このゲートだって長時間は維い持じできないよ」


「そうだな」


　ナイトは静かに、『万夫不刀バンプフトウ』の切っ先を、亀裂の端に当てた……行ける。スッと、刀を動かすと、亀裂はさらに広がった。


「……一発成功はできなかったけど、これならなんとか俺でも通れるな」


「急ごう、ナイト君」


　言われるまでもない。ナイトとサクラリスはそのゲートをくぐった。ケンカをしていたヨルとアイリスも続いて通る。ゲートは、全員が通った後数秒で消失した。





「これは……」


　なんとか元の祭壇へと、戻ることはできた。だが、ナイトは自分たちがすでに遅おくれてしまったという事実を、目の当たりにした。


「祭壇が……破は壊かいされている」


　部屋の中央に安置されていた祭壇は砕くだかれ、無む惨ざんな残ざん骸がいをさらしている。祭壇の周囲を囲んでいた柱も、全て折られていた。


『戻ったか……遅おそかったな』


　と、祭壇から声が響ひびく。気のせいか、その声には力がないように感じられた。


『残念だが、祭壇は破壊された──封印を維持することは困難だ。まもなく、封印は解けるだろう』


「そういうことだ」


　と、祭壇の残骸のすぐそばには、銀色の人型が存在していた。源げん祖そだ。こちらのほうは、先ほどよりも声が聞き取りやすくなっている。力を取とり戻もどしつつあるということか？


「まもなく我が封印は完全に解かれる。我が肉体、我が魂、我が魔ま力りよく、全てがな──その時こそ、この世界の滅ほろびの時だ。身勝手な人類に、等しい滅めつ亡ぼうを与あたえてやる」


「くっ」


　事態は、加速度的に最悪な方向へ転がっている。いったい、どうすればいい？


「奴やつを倒たおすぞ」


　アイリスが、低くつぶやく。


「現状、奴はまだ力を取り戻していないということだ──今ならまだ勝算もある」


「でも……奴を倒しても、封印が解けたらどうしようもないんじゃ？」


「封印が解けた後のことはその後考える！」


　アイリスが、叫さけぶ。


「奴さえ……今外にいる奴さえ倒せば、再封印の方法がないわけでもない」


　だが、その再封印とは……ヨルやアイリス、サクラリスが生いけ贄にえになるということだ。そんなことになったら、ナイトはここまで何のために戦ってきたことになるのか……


「議論している余よ裕ゆうはない、来るぞ」


　源げん祖そが、片手を振った。その手の先から銀色の魔力が、触しよく手しゆのようになって伸のび、ナイトたちを襲おそった。


「くっ」


　ナイトたちとて、ここまで多くの死し闘とうを切り抜けてきた。ボーッと突つっ立たってたりはしない。全員が散開し、それぞれが、攻こう撃げきに転じる。


「愚おろかな連中だ」


　源げん祖そが、低く笑う。


「この期ごに及およんで、まだ我との実力差がわからぬか」


「そんなことは関係ない！」


　ナイトは叫んだ。


「お前がどれだけ強くても、お前がどれだけえらくても、そんなことは関係ないんだ！　お前が世界にとっての害悪なら、俺たちはお前を倒す！　それ以上の理由はない！」


「害悪か……かつても、奴らは我々のことをそう呼んだ──全ては過ぎ去った過去の話だ」


　源げん祖そが、再度攻撃。その全身から触手を伸ばし、三六〇度あらゆる方向に攻撃をしてきた。


「クソッ」


　ナイトは、目の前に迫せまる触手を斬り落としながら、前へ突つき進すすむ。だが、手足を、何本もの触手がかすめ、たちまち無数の傷が刻まれていく……『万夫不刀バンプフトウ』がある限り、傷はすぐ治る。だが全身の激痛は、ナイトの精神をかき乱していく。


「ぬあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！」


　だが、ナイト以上に凄すさまじいのはアイリスだった。自分に向かってくる触手を片かたっ端ぱしから引きちぎりながら猛もう然ぜんと、源げん祖そめがけて突っ込こんでいく。全身の傷の数は、ナイトなど比ひ較かくにならないほど多い。にもかかわらず、傷などないかのように、ただひたすらに前進していく。


「ヌゥ、『滅ヘルブスト』か!?」


「貴様一人くらい……五分もあれば十分だ！」


　無数の触手、全てを引きちぎり、自身も傷だらけになりながらも、アイリスは源げん祖そへ肉にく薄はくした。


「はぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！」


　赤い魔力に染まったアイリスの拳こぶしが、源げん祖その頭部とおぼしき場所に命中した。源げん祖その魂たましいが、吹ふっ飛とばされた。地面にたたきつけられ、弾はずみ、転がりながら、部屋の壁へき面めんに激げき突とつし、ガラガラと、落らく盤ばんを引き起こす。


「すごい……」


　思わずナイトは、アイリスの圧あつ倒とう的てきな力に見とれてしまった。


「休むな、ナイト君！　一気に追い込むぞ！」


「は、はい！」


　思わずかしこまって返事をしてしまった──ナイトは『万夫不刀バンプフトウ』を手に、壁面から体を起こそうとしている源げん祖その魂めがけて接近する。


「貴様ら、どこまで我を怒おこらせる気だ！」


　身を起こした源げん祖そが、再度触手を走らせた。だが、すでにナイトは十分に接近している。


「────っ!!」


　横一文字に、刀を振ふるった。目の前に迫る触手の全てが、真っ二つに両断される。それは、源げん祖その魂も同様だ。胴どう体たい部分が、真っ二つに斬り裂かれた。


「馬ば鹿かな、清すが夢む騎人ないと！　貴様にはもはやこれほどの力があるはずが……」


「そういう台詞せりふを言い出した悪役は、負けるものと相場が決まっている！」


「ほざけ!!」


　切り裂かれた源げん祖そだが、その体はすぐに元通りになってしまった。


「まだわからんのか！　貴様らの力では、魔ま乖かい咒じゆの根源である我を倒すことは不可能なのだ！」


　源げん祖その魂たましいが、両手を広げた。


「もういい。我が力、全てを使ってこの空間ごと貴様らを根絶やしにしてくれる！」


　源げん祖そが両手の間に、巨きよ大だいな魔力の塊かたまりを生み出した。すさまじい量の魔力だ──源げん祖そを中心に、空気が渦うずを巻く。こんな閉へい鎖さ空間でそんな力を使われたら、逃にげ場ばがない……


『もうお止めください、陛下！』


　と、祭さい壇だんから、声が響く。その声に、源げん祖そは動きを止めた。


「貴様……まだ、我の邪じや魔まをする気か！」


『もう十分ではありませんか、陛下──彼らは我らの末まつ裔えいです。これ以上彼らと争って、どんな意味があるというのですか!?』


「貴様はまだわからんのか！　その子孫どもが、我を封ふう印いんし、我らをどのように扱あつかおうとしたかを！　憎にくい、憎い、我が憎ぞう悪お、未だ消えず。この憎しみの炎ほのお、未み来らい永えい劫ごう消えることはない！　我がなんのために魔ま術じゆつ師しと戦ったのか、なぜこんな人類如ごときを守ろうとしてしまったのか、なにより、滑こつ稽けいな道化に過ぎない我自身が何よりも憎い！」


『陛下！』


　源げん祖そと始祖──二つの、魔乖術師の始まりの意見が交こう錯さくする──会話の内容を、ナイトが理解することはできない。だが、この二人が、かつて同じ道を歩みながらも、現在では決定的に仲なか違たがいしてしまっていることだけはわかった。


『やむを得ないか……我が末裔よ』


　祭壇の声が、告げる。


『これだけは使いたくなかった……ごめんなさい。でも、もう他に手段はないの』


「え？」


　と、魔力を使い果たしたサクラリスとともに後ろに下がっていたヨルの体に、異変が起こった。


「そんな……魔力が」


　ヨルの右手が、漆しつ黒こくに染まっていた──それは『闇ヤミ』である。ヨルの力、『闇ヤミ』の魔力が、ヨルの体内からわき出て、外に漏もれだしたのだ。


「ウソよ。なにもしてないのに『闇ヤミ』の魔力が表に出るなんて、そんな……」


　ヨルは『闇ヤミ』の『魔王エル・ケーニツヒ』の力を使い、一時的に始祖と同等の力を発揮できる。だが、その力はヨル自身、自由に制せい御ぎよすることができない。なにもしていないのに、このように外に魔力が漏れるなど、考えられないことだった。


『我が末裔──私の力、返してもらうわね』


　ヨルの体から漏れる魔力が、祭壇へと流れていく──『闇ヤミ』の魔力が固まって、一つの形になっていった。それは源げん祖そと同様、やがて人型へと変へん貌ぼうしていく。


「貴様……『闇シユトレンベルグ』。そこまでして、我の邪じや魔ま立だてをする気か！」
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『陛下──もう終わりましょう』


　漆黒の『闇ヤミ』は人型となって、源げん祖そへと近づいていく。黒い魔力が固まってできたその姿は、ノッペリした源げん祖そよりも、もう少し人間に近い外見をしていた。そしてまろやかな体のラインを見る限り、その姿は女性のように見えた。そして不思議なことに、ナイトはその姿に、なんとなく見覚えがあった。


『陛下。我々の時代はすでに終わったのです』


「今いま更さら終われるか！　我が憎悪、未だ燻くすぶり、決して消えることはない！」


　源げん祖そが、手の中の魔力を構えた。あの力が解放されれば、この空間の中にいるものは粉みじんとなってしまうだろう。


『陛下──残念です』


「『闇シユトレンベルグ』。今の貴様の魔力でなにができる？　子孫に分け与えた力を取とり戻もどしたとはいえ、本来のお前の力に比べれば片へん鱗りんでしかない……そんな力で、今の我を止められると思ったか？」


『ですから、最後の手段を使います』


　と、つぶやく声の、魔ま力りよくの気配が変わった──黒い、『闇ヤミ』の魔力が、どんどん膨ぼう張ちようしていく。様子が変だった。なんだ？　魔力が暴走しているのか？


「まずいぞ、これは……」


　ナイトの傍かたわらにやってきたアイリスが、つぶやく。


「この気配……奴め、自じ爆ばくする気だな」


「な!?」


　自爆？　こんな場所で？


『もはや他に手段はない……あなたたちまで巻き込んで、済まないと思う』


「バカめ。貴様、そんなことをすればどうなるかわかっているのか！」


　源げん祖そが、慌あわてた声を出す。だが、膨張する『闇ヤミ』の魔力は、その勢いを止めない。


『今ここで自爆すれば、外に出た陛下の魂くらいは消し飛ばすことができる……』


「貴様も消えるのだぞ！　魂が自爆すれば、未来永劫、貴様は永遠に消失してしまうのだぞ！」


『構いません……さすがに封印された陛下本体まで、倒すことはできない。けれど最大規模で自爆すれば、本体にも深刻なダメージを与えることができるはず……たとえ封印が解けて陛下が解放されても、休止状態となって数百年単位で行動不能になるはずだ』


「ちょっと待て……俺たちはどうなる！」


　ここにいたら、どう考えても巻き込まれてしまうじゃないか！


『すまない。巻き込んでしまって──でも他に方法はない。全ての魔力を自爆に回すため、あなたたちを地上に送り返す余力もない』


「そんな!?」


「退ひくぞ、ナイト君」


　絶望するナイトの手を、アイリスが引っ張る。とにかく、これ以上この場に踏ふみとどまっても、ナイトたちにできることはないということだ。


「えぇい、ならば、自爆する前に貴様の魂、消し飛ばしてくれる！」


　源げん祖そも追おい詰つめられたのか、集中させていた魔力の塊を解放した。凄まじい魔力の爆ばく発はつが、『闇ヤミ』の魂めがけて飛んでいく。だが──


『陛下、おさらばでございます』


「おのれ『闇シユトレンベルグ』、おのれヤミエルミ・シュトレンベルグ！　貴様またしても、我を裏切るかっ!!」


　瞬しゆん間かん、『闇ヤミ』の魔力が爆発した──同時に、ナイトたちは、祭壇の間から外へ飛び出していた。


「とにかく逃げるぞ！」


「逃げるってどこへ？」


「ここからできるだけ遠く離はなれた場所だ！」


　叫さけびながら、全員で必死に走った。ちなみにサクラリスだけはナイトが背負って走っている。祭壇の間から延びる通路を走っていくのだが、背後から凄まじく巨大な魔力の塊が迫せまってくる。


　少し視線を後ろに向けると、真っ黒い壁かべがこちらへ迫ってくるのが見えた。それは、『闇ヤミ』の塊だ。『闇ヤミ』が、あらゆる存在を、岩がん盤ばんごと飲み込みながら膨張してくる──幸いなのは、膨張のスピードは、そこまで速いわけではないことだ。それでも、少しでも気を抜ぬくと、たちまち追いつかれてしまいそうだったが。


「……ヨ、ヨル。疲ひ労ろう、回復、してもらえないか？」


　全力疾しつ走そうで、長い階段を上りながらナイトは叫んだ。さすがに今の状じよう況きようは、ナイトでもかなり体力の限界が近い。普ふ段だんならヨルがすかさず回復してくれるはずなのだが……


「ごめんなさい。あの祭壇の始祖に、わたしの魔力も全部持っていかれたの……」


　つまり打ち止めということだ。となると、現在この四人の中に、まともな魔力を持っているものが誰だれもいないということになる。魔乖術師として致ち命めい的てきな状況だ。


「喋しやべっているヒマがあったら必死に走れ！　あの爆発に巻き込まれたら、どんな魔乖咒でも蘇そ生せいできないレベルにまで分解されるぞ！」


　わかっている。あの魔力の濃のう度どは、かなり危険だった。始祖と呼ばれる存在が、ありったけの力を振ふり絞しぼった自爆だ。現在の魔乖術師では対たい抗こうできるはずもない。


「チッ、行き止まりだ」


　アイリスが舌打ちする。階段を上りきってさらに走ったが、やがて、どうしようもない行ゆき詰づまりに来た。最初、地上からここまでゲートで来た場所だ。だが現在、ゲートがない以上、もう逃げようがない。


「もう一度、俺がゲートを斬きり開く」


「なんだかご都合主義な気がするけどお願い」


　ナイトはサクラリスを地面におろして、刀を構えた。そうだ。異空間からの脱だつ出しゆつに比べれば難易度は低い。一度やって、空間を斬るコツも何となく覚えた。これくらいは……


「いや……まずいぞ、ナイト君」


　アイリスがつぶやく。


「ここで地上へのゲートを開けば、あの『闇ヤミ』の魔力まで地上に溢あふれてしまう」


「え？」


　それは……確かに言われてみればそうだ。


「そうなったら、どうなるかな？」


「あの規模の魔力だ──周囲数キロ圏けん内ないは、完全消しよう滅めつしてしまうだろうな」


　マズイ──地上には、無関係な一いつ般ぱん人が無数にいる。そんなことになってしまえば、大だい惨さん事じだ。


「まずいわね……でも、だからってこんなところで死ぬのは、さすがにゴメンよ」


　ヨルが言う。それはナイトだって同じだ。しかし……


「なんとか、人のいない場所へのゲートを……」


　ナイトの技量ではそこまで器用なことはできない。ここのゲートは最初に地上と繫つながっていたから、ナイトはそのゲートをもう一度こじ開けるだけなのだ。それ以上のことを期待されても困る。


「僕がなんとかするよ」


　サクラリスが、言う。


「ゲートをくぐった後、僕がそのゲートを閉じよう──それくらいの魔力なら、なんとか回復できたと思う」


「それしかないようだな……」


　結論は出た。すでに『闇ヤミ』の魔力はすぐそこまで迫っている。猶ゆう予よはない。


「行くぞ！」


　叫び、ナイトは『万夫不刀バンプフトウ』を再度振ふるった。





　────





　と、上手くいった。人が通れるサイズのゲートが開いた。この土ど壇たん場ばで一発成功できた自分をほめてやりたいと、ナイトは自画自賛の気持ちだった。


「急げ！」


　全員で、先を争うようにしてゲートに転がり込むように飛び込んだ。そして──


　──気づいてみれば、最初ゲートを開いた場所、清すが夢む邸ていの庭に戻っていた。


「なんとか……逃にげられたのか？」


「そのようだな」


　よかった──安あん堵どしたら、力が抜けて座り込んでしまった──本当に、なんというか、緊きん張ちようの糸が解けてしまった気分だ。


「そうだ、ゲートは？」


　背後を見ると、くぐったゲートの姿はない。どうやら、うまく閉じられたようだ。よかった。これなら魔力が地上に漏もれたりもしないだろう。


「全員無事に、なんとか帰れたな……」


「そうね……でも、源げん祖そはどうなるのかしら？」


「あの声の言葉通りなら、数百年は身動きとれないらしいけどな……その間になにか、八や祖そで対策を立てるしかないんじゃないか？」


「現状、それくらいしか手はなさそうね」


　なにはともあれこれで全部──


「ねぇ、ナイト君。ほんとうにありがとう」


　ニコッと、ほほえみを浮うかべたサクラリスが、ナイトに改めて礼を言った。


「まさか本当に僕を、あの状態から助けてくれるなんて、本当にありがとう」


「よせ……約束しただろ？　絶対助けるって──その約束を、俺はただ守っただけだよ」


「ううん。僕でさえ、あの状況では諦あきらめていたんだ。その僕を本当に助けてくれるんだから、君は本当にすごいよ。心から感謝しているよ、本当に、ありがとう」


　深々と、頭を下げるサクラリス。ナイトはなんだか、くすぐったいような気持ちになった。


「本当にありがとう。そしてさようならだね、ナイト君。名な残ごり惜おしいけど、そろそろお別れしないと」


「え？」


　ヨルが、ハッと気づいた。


「あなた、まさか！」


　その時、全員の見守る中、サクラリスの体が地面の上に転がった。


「サクラ！」


　大あわてで、ナイトがその体を抱かかえ起こす。ヨルやアイリスもサクラに駆かけ寄よった。


「どうしたんだ、サクラ、しっかりしろ！」


　力なく、ぐったりとした様子のサクラリス。どうなっている？　まるで力を使い果たしてしまったような様子だ。


「ヨル、サクラを！」


「…………」


　ヨルは、いつになく険しい顔つきで、サクラリスの様子をうかがっていた──だがやがて、ヨルはゆっくりと首を横に振った。


「あなた……なんてことをしたのよ」


　その時、サクラリスの右足が、消え始めた。


「え!?」


　ナイトは思わず間ま抜ぬけな声を漏らした。目の前の光景が信じられないのだ。サクラリスの小さな体、その足先がゆっくりと、ほどけるように崩くずれ、光の粒りゆう子しとなって空気中に消えていくのだ。


「なにが、どうなっているんだ？」


「ナイト……今、ここにいるサクラは、本物のサクラではないわ」


「どういうことだ？」


「つまりね、以前わたし達の前に姿を現した、分身のたぐいよ、サクラの本体は別の場所──おそらくは、祭さい壇だんにまだいるわ」


「そんな……」


「そういうことだよ、ナイト君」


　ナイトの腕うでの中、サクラリスは力ない声で答えた。


「実は僕、まだ地下の祭壇に残っているんだ」


「な!?」


　なぜ？　どういうことだ？　一いつ緒しよに脱出したはずなのに、どうして？


　こうしている間も、サクラリスの体は崩れていき、もはやヒザ先くらいまでが消えてしまっていた。


「ナイト君。君は見事に僕を助けてくれた。だから今度は、僕が君を助ける番だったんだよ」


「いったい、なにを言っているんだ？」


「『闇ヤミ』の自じ爆ばくした魔ま力りよくだけど、膨ぼう張ちようが、やけに遅おそいとは思わなかったかい？」


　確かに、走って逃げ切きれるくらいだったのだから、だいぶ遅かったように思える。


「実はね、源げん祖そに吸収された僕の魔力だけど、源げん祖そが魔力を解放したとき、一部の魔力の主導権を取とり戻もどしたんだよね。まぁその魔力もすぐ『闇ヤミ』の自爆に巻き込まれたけど──そのまま僕は自分の魔力を制せい御ぎよして、『闇ヤミ』の膨張を、できるだけ遅おくらせたんだ。そのおかげで僕たちは逃げることができたのさ」


　そんなことをやっていたのか……


「でも魔ま力りよく制せい御ぎよのためにはギリギリ最後までこっちに残らなきゃいけなくてね……まぁ、言ってしまえば、僕だけは、地上に戻れなかったのさ。でもそんなことを言ったら、君のことだ、素直に逃げてくれないと思ってね、最後の力で分身を作って、一ひと芝しば居い打ったのさ」


「今助けに戻る！」


　もう一度、ゲートを開けば、まだ……


「ダメだよ、ナイト君──もう、地下は全て『闇ヤミ』に飲み込まれた。もう一度ゲートを開けば、地上が死の世界になってしまうよ」


「そんな！」


「もう──僕の体も、実は『闇ヤミ』に飲み込まれてしまっているんだよ」


　すでにサクラリスの体は、足が完全に分解されていた。


「今君の目の前にいる僕は分身だけど、僕本体と同じ状態なんだ……体が『闇ヤミ』の魔力で分解されていく……もう、ここまできたらどうしようもないね」


　衝しよう撃げきの事実を淡たん々たんと語るサクラリス。


「絶対助ける！」


　ナイトは刀を振り上げた。構うものか。もう一度地下に行って、腕ずくででもサクラを助ける！


「バカはよせ、ナイト君」


　アイリスがそのナイトを押さえた。


「どのみち、強い魔力に浸しん食しよくされたら手て遅おくれだ──もう助からん」


「でも……」


「やぁ、ナイト君。君の気持ちは嬉うれしいけど、もう手遅れだ──僕はこれでも魔力への耐たい性せいが強いからこうして会話くらいはできるけど、始祖の魔力にはさすがに抵てい抗こうしきれない」


　そんな事態だというのに、サクラリスの声には、いつもと同じ、どこか平然とした空気が漂ただよっていた。すでにサクラの体は上半身しか残っていない！


「心配いらないよ。痛みはないんだ──なんだか、夢見心地とも言うべき気分だよ。こんな安らかな気持ちのまま死ねるなら、そんなに悪くないんじゃないかな」


「サクラ、お前……」


　ナイトはもう、なんと言葉をかけたらいいのかわからなかった。


「『異イ』。なにか、言い残すことはあるか？」


　淡々と、アイリスが聞く。サクラリスは少しだけ黙だまった後、おずおずと言った。


「少しナイト君と二人で話したいかな」


「ふむ、いいだろう。行くぞ、『闇ヤミ』」


「え？　でも……」


「いいから、今くらいは好きにさせてやれ」


　アイリスがヨルの手を引いて、家の中に入っていった。アイリスなりに気を遣ってくれたようだ。


「ねぇ、ナイト君。改めて言うけれど、本当にありがとう。僕は本当に、言葉にはしきれないくらい、君には感謝しているんだ」


　サクラリスの声は本当に晴れ晴れしていて、こんな状じよう況きようだというのに、心から嬉しそうだった。それと反比例するように、ナイトの心は重く沈しずんでいった。


「すまない、サクラ……本当に……」


「なにを謝る必要があるんだい？　だって、君は約束通り、僕を救ってくれたじゃないか。源げん祖その力に飲み込まれて絶望した僕を、あの状況から救ってくれた──それだけで、僕には十分な結果だよ」


「でも結局、こんな結果に……」


「違ちがうよ、ナイト君。それは違うよ。君はね、僕のことを本当に救ってくれたんだよ」


　サクラリスは明朗な口調で続けた。


「僕はね、人間の感情が、理解できなかった。それは前にも言ったよね？　かつての僕は、毎日をただ無む為いに、何の変化もなくただ生きるだけの、それはつまらない人生を送っていたよ。余りにも退たい屈くつな日常なのに、当時の僕はそれをつまらないと感じることすらなく、ただ無む感かん慨がいに過ごしていたんだ──それに変化を与あたえてくれたのは君だよ、ナイト君。だから本当に、ありがとうと君にはお礼を言いたいんだ」


「サクラ……約束したじゃないか。俺たちは親友だ。これから先、色々と、二人で思い出だって作ろうって、前に約束したじゃないか。なのに、俺は……」


　ナイトの、視界がゆがむ。目から涙なみだがこぼれてきた。口からかすかに嗚お咽えつも漏れる。


「うん、ごめんね、ナイト君。確かにその約束を守るのはちょっと難しいかな──でもね、僕にはもう十分なんだ──あの世界の最果てで死にかけていた僕のところへ、魔力を失った君がたどりついて、僕を源げん祖そから救ってくれた──その、たった一つの思い出が、今の僕にはもう十分すぎるほど幸せな思い出なんだよ」


　サクラリス。もう一度、この地上へ、日の当たる世界へ、連れ出してやりたかったのに……


「以前の僕なら──そうだね、あんな気持ちにはならなかったよ。理り屈くつじゃなかったんだよ。『闇ヤミ』が自爆したとき、僕は、どんな手を使ってでも、君を助けたいと思った──論理的な思考もその時だけは働かなかった。ただ助けたい──その一心で、僕はかすかな糸をたぐって魔力の制御権を取り戻して時じ間かん稼かせぎをしたんだ。君と同じだよ。君が僕を助けてくれたときと、同じ気持ちを、僕はあのとき抱いだいたんだ。ねぇ、ナイト君。これはとても素晴らしいこととは思わないかな？　だってその時、僕らの心は繫つながったも同然だったんだよ」


「サクラ……」


　ナイトにはもう、それ以上、サクラリスになんと言葉をかけたらいいか、わからなかった。


「あぁ……どうやら、そろそろ僕の意識も限界のようだね──まもなく僕の全身が『闇ヤミ』の魔力の中で分解される……」


　ナイトの抱えるサクラリスには、もはや胸より下の部分がなかった。


「サクラ──俺の方こそ、ありがとうと言いたい。お前がいなかったら、俺は助からなかった……」


「なにを言っているんだい。僕らは友達じゃないか。親友を助けるのは当然のことだよ。当然のことをしただけで、お礼を言う必要なんてないんだよ」


「それでも……本当に、ありがとう」


「うん、僕の方こそ、本当にありがとう……」


　だんだんと、サクラリスの声がかすれ、小さくなっていく。本当に、もう終りが近いのだと、ナイトは悟さとった。


「ねぇ、ナイト君、最後に言いたいことがあるんだ」


「なんだ？」


「僕、君のこと大好きだよ──友達として、大好きだ」


「あぁ、俺も大好きだよ、サクラ」


「それでね……」


　少し口ごもった後、サクラリスは告げる。


「友達としても大好きだけど、でもね、たぶんだけど……今は、友達以上に君のことが好きだよ」


「サクラ……」


「あぁ、ナイト君。なにも返事はしなくていいよ。まぁ、死に際の戯ざれ言ごととでも受け取ってくれればいいよ。別に言わなくてもよかったんだけど、やっぱり一言くらいは言っておきたくてね──まぁ、いきなりこんなこと言われて君もとまどってるだろうね。だから、別になにも答えてくれなくていいんだよ」


「サクラ、俺もお前のこと好きだ──友達としてね。でも、それ以上に好きかどうかは、今はよくわからない」


「そう……律りち儀ぎだね。マジメに答えてくれなくてもよかったのに」


　サクラリスは、苦笑していた。


「いや、サクラにたいして、曖あい昧まいなまま終わらせるのは、よくないと思ったからな」


「うん、君は相変わらずだね──それでこそ僕が好きになったナイト君だよ」


　ここまで来ると、サクラリスの声はもう消え入りそうなくらい小さくなっていた。


「ああ、親愛なる大親友、ナイト君──願わくば、もし僕が生まれ変わって、君とまた出会えたなら──もっと、たくさん、一いつ緒しよに、遊びたい……」


「サクラ」


「…………」


　最後まで残っていたサクラリスの頭部が、今、ナイトの手の中で完全に消えた、ナイトの手の中には、触さわることさえできない小さな光の粒つぶが少しだけ残っただけだった。


「ごめん、そして、本当にありがとう、サクラ……」


　もう、何度呼びかけても声は返ってこなかった。けれど、話しかければまた声が聞こえてくるような、そんな気がして、そんな錯さつ覚かくがして、そんな幻げん想そうを抱いて、ナイトは、しばらくの間その場で何度も、今はいない親友に向かって語りかけ続けるのだった……






　エピローグ　本当の敵は……







　一体どれくらいの間、そうしていただろうか……


　庭先でずっとひとり、サクラリスに向かって語りかけていたナイトは立ち上がった──悲しいことは確かだ。いくら悔くやんでも悔やみきれないほどだ。でも──それでも、ナイトたちは助かったのだ。いつまでもここで立ち止まってはいられないのだ。現状、全ての問題が解決されたわけではないのだから。


　さて、と立ち上がったナイトは、とりあえず家の中に入ろうとした。だが、その瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんナイトの体が、地面に投げ出された。


「な、なんだ！」


　口を開くと舌を嚙かんでしまいそうな衝しよう撃げきが、ナイトの全身を揺ゆさぶる。いや、ナイトだけではない。周囲にある全てのもの、あらゆるものが激しく揺れているのだった。


　地じ震しんか？　なぜこのタイミングで？


　しかし考えてみれば、祭さい壇だんはこの街の地下にあったのだ。そこで始祖が全ての力を使って、自じ爆ばくをしたのだ。地上に何の影えい響きようもない、と考える方がおかしい。


　しかしその地震も、数十秒ほどたつと徐じよ々じよに弱まっていった。やがて完全に揺れは収まり──ナイトは、ふぅ、と息を吐はいた。


　周囲を見るが、取りあえず見える範はん囲い内で建造物の倒とう壊かいなど、目だった損害は出ていないようだった。まずは一安心といったところか──


　そう思った瞬間だった。ドガンと、近くで盛大な爆ばく発はつ音おんが響ひびいた。なんだ？　打ち上げ花火などより何倍も巨きよ大だいな爆発音と同時に、再度衝撃が周囲を揺らす──爆ばく風ふうに煽あおられながら、手で頭をかばうナイト──どういうことだ？　ナイトの家で爆発が起きた？


　なにがあったかはわからないが、ただごとではない。ナイトは『万夫不刀バンプフトウ』を手に、家の中へ飛び込んだ。奥の方から、黒い煙けむりがモクモクと立ちこめて家の中はヒドイ有様だった。どうなっている？


　奥の部屋へ行こうとした瞬間、ナイトの目の前の壁かべが、いきなり割れた。


「ぐっ！」


　壁を突つき破やぶって現れ、床ゆかにたたきつけられたのはアイリスだった。どこかケガをしているらしく、額からしたたる血で、顔が真っ赤だった。


「『先生マイステリン』、なにが!?」


「ナイト君──気をつけろ、奴やつだ！」


　アイリスが片手で顔をぬぐいながら、荒あらい息とともにそう叫さけんだ。いつになく、緊きん迫ぱくした声だ。


「奴──まさか!?」


「そう、源げん祖そだ。さすがにこれほどの力とは、私も想定外だ……」


　ふらつきながら、アイリスが立ち上がる──あの『先生マイステリン』が、これほどのダメージを受けるとは……ナイトは、アイリスが突き破った壁の穴から中へ飛び込んだ。


　部屋の中は、ヒドイ有様だった。先ほどの爆発は、ここで発生したらしい。壁と天てん井じようが半はん壊かいして、外の様子が丸見えだった。床は焦こげた跡が大きく残り、家具のたぐいは根こそぎ粉々となっている。


「……やっと来たようだな、清すが夢む騎人ないと」


　その部屋の中央で、仁王立ちとなっているのは、見たこともない男だった。


　スラリと背の高い美び丈じよう夫ぶ──それが第一印象だった。日本人離ばなれした彫ほりの深い顔立ちは、誰だれもが美しいと認めるものだ。だが、その顔が与える印象は、恐おそろしく冷たい。美しくはあるが、見るものを畏い怖ふさせる特別な気配を、男は持っていた。


　クセのない金きん髪ぱつ。細面の顔立ち。瘦やせてはいるが、引ひき締しまった体つき。見たこともない形式の、光こう沢たくの強い服装──全てが、異質だった。


　そしてなによりその気配──ナイトは、硬こう直ちよくしていた。息をすることさえ忘れてその場に立ちつくしている──それほどまでに、男の気配が圧あつ倒とう的てきだったのだ──魔ま力りよくの、桁けたが違ちがう。魔力を失ったナイトでさえ息を呑のむほどの圧倒的気配。これは、あのサクラリスをも上回る。


　だというのに、サクラリスのように体外に魔力が漏もれたりはしてない。たとえるなら広大な海原うなばらのように、その内面に途と方ほうもないほどの魔力を秘めた存在──それが、この男だった。


「お、お前……お前が、源げん祖そ？」


「この姿で会うのは初めてだな──然り、と答えよう」


　平然とした様子で、その彫ちよう像ぞうめいた顔をピクリとも動かすことなく答える男──源げん祖そ。そう言えば、源げん祖その人間の姿は、初めて見た気がする。


「その姿は……」


「これかね？　お前たちにもわかりやすく説明するならば、これが我の本当の姿──祭壇に封ふう印いんされていた、我が本体だよ」


「そんな──祭壇は、始祖の自爆で破は壊かいされたんじゃ？」


「確かにそうだった。だが、『闇シユトレンベルグ』もいくらか誤算があったようだな」


　源げん祖そは軽く肩かたをすくめた。


「祭壇の封印が元々弱まっていたのは知っているな？　そこで『闇シユトレンベルグ』が自爆したことにより、封印は真っ先に解け、我の本体は解放されたのだ。本来ならば『闇シユトレンベルグ』の魔力に一いつ瞬しゆんで我も巻き込まれて深刻なダメージを受けるはずだったのだが、なぜか『闇シユトレンベルグ』の魔力の勢いが弱くてな、我も態勢を整え、『闇シユトレンベルグ』の魔力を防ぼう御ぎよするだけの余よ裕ゆうがあったというわけだ」


　なんということだ──サクラリスだ。彼女が自爆の勢いを弱めたために、そんなことに──だが、もちろんサクラリスは責められない。そうしなければ、ナイトたちは間ま違ちがいなく死んでいたからだ。


　しかし──状じよう況きようは最悪だった。源げん祖そがついに、この世に復活したのだ。それも、完全な力で──始祖すらも恐れた史上最悪の存在が、今、こうやって蘇よみがえってしまったのだ！


「ナイ、ト……」


　部屋のすみで、動く影かげが。見ると、ヨルだった。ヨルも多少のケガをしているらしく、片手で肩を押さえながら、壁にもたれるようにして立ち上がっている。


「気をつけて……こいつ、いきなり現れて──わたしたちの障しよう壁へきも、全く効かなくて……」


　魔ま乖かい術じゆつ師しが使う物理障壁は、戦車の砲ほう撃げきだって耐たえるほどの強度がある。それを無視するとは、やはり源げん祖その力はとんでもないレベルだ。


　ナイトは今いま更さらのように、手の刀を構えた──その圧倒的な存在感に対応が遅おくれてしまったが、ここまで来てしまった以上、もはや戦うしかない。


　だが──そんなナイトの姿を前にして、源げん祖そはなにもしなかった。それどころか、ナイトたちにはたいして興味がないとでもいう様子で、無表情のまま首を動かして、周囲の様子を眺ながめている。


　妙みようだ──確かにこいつは源げん祖そだ。それは間違いない。本人が名乗っているのだし、気配も、先ほどの魂たましいから感じたものと同じだ。


　でも、なんというか──感じられる雰ふん囲い気きが、全然違う。サクラリスの肉体を奪うばった源げん祖その魂は、あからさまな憎ぞう悪おに燃えていた。なのに目の前の源げん祖そは違う──畏怖するような気配は確かにあるが、憎悪のように猛たけ々だけしい雰囲気ではない。もっと、穏おだやかだった。


「さて……諸君には謝罪せねばならないことがいくつかあるようだな」


　源げん祖そはふと、唐とう突とつに語り出した。


「まず、この部屋を破壊して済まなかった」


　と言うや、源げん祖そは堂々とした態度で腰こしを曲げ、頭を下げた。ナイトたちは、あっけにとられてその源げん祖その姿を見ている。


「なにせ、こうやって自由になるのは五万年ぶりなのでな。地上へのゲートを開くとき、いささか力の加減を誤ったようだ──我としたことが、失敗だった。この部屋は我が修しゆう繕ぜんしよう」


　そう言って、源げん祖そは片手を上げて、パチリと指を鳴らした。瞬間──破壊された部屋の壁と天井、そして家具が、一瞬で修復された。


「こんなものだろう」


　源げん祖そは淡たん々たんと、満足したように頷うなずく。ナイトたちは、源げん祖その思おも惑わくが読めず、困こん惑わくした。


「そして──先ほどは、我の一部が諸君に迷めい惑わくをかけてしまったな。そちらも重ねて謝罪しよう」


　と、源げん祖そはまたしても頭を下げる──いったい、なにがどうなっているんだ？


「なぁ……あんた、いったいなにを考えているんだ？」


「ふむ、これでも謝っているつもりなのだが──この時代では、謝罪の作法が違ったかな？」


　などととぼけた返事をする源げん祖そ。変だ。こいつはこんな冗じよう談だんを口にするようなタイプとも思えなかったのだが……


「説明してもらおうか」


　アイリスが、低い声で尋たずねる。


「貴様の狙ねらいは何だ？　さっきまでと態度を一変させて、なにを考えている？」


「そう勘かんぐられてもなにも考えてないのだがな──よかろう。多少の説明が必要なようだな」


　肩をすくめ、源げん祖そはひょうひょうと、緊きん張ちよう感かんのカケラもなくしゃべり出した。


「我にかけられた封印が弱まったため、その隙すき間まから我の魂の一部が外へ出た──ということは知っているな？」


　祭壇で始祖が説明したのと同じだ。ナイトは頷いた。


「そのとき外へ出た我の一部というのが、我の憎にくしみの心だったのだ。それ故に、諸君には迷惑をかけてしまったな」


　と、源げん祖そは語る。


「すでに五万年も時間がたっている──我の中に最初くすぶっていた憎しみ、怒いかり、そういった感情も、大半は収まったのだ。だが、まだ一部だけ、何万年たとうと消えない憎悪の炎ほのおが、我の中にあったのも事実──その一部の心が暴走して、封印の隙間から逃にげ出したのだ」


「なら、お前に憎悪はないというのか？」


　源げん祖そはゆっくりと頷いた。


「そういうことだ──人類に対する憎悪、憤ふん怒ぬ、後こう悔かい、絶望──そういった、負の感情が、外へ出てしまったのだ。そしてその憎悪の魂は先ほど、『闇シユトレンベルグ』の自爆によって消しよう滅めつしてしまった──残された我には、もう憎悪の心などというものは残っていないのだ」


　予想外の展開である。ナイトは表面に出さないながらも、内心かなり驚おどろいていた。


　源げん祖そが復活したと知ったときはどうしようかと焦あせったが、どうやら今の源げん祖そは、先ほどまでとは違うようだ。少なくとも、会話が通じる相手のようである。


「そういったわけで、先ほど我が──正確には我の一部だが──かけた迷惑に関してはお詫わびしよう」


　肩をすくめてそう言う源げん祖そ。謝るのはいいが──まさか、そんな一言で全て丸く収める気か？


「あなたねぇ……自分のしたことがわかっているの？　あなたのせいで、サクラは死んだのよ！」


　ヨルが、怒ど気きを帯びた声で言う──意外だった。ヨルとサクラリスは、普ふ段だんなにかと衝しよう突とつしてばかりだった記き憶おくしかない。なのにヨルは、サクラリスの死にたいして、本気で怒おこっているらしい──そのヨルにたいして、源げん祖そはもう一度、肩をすくめただけだった。


「ふむ。あの『異ゾルグ』の小こ娘むすめのことか？　そうだな。それはまた、すまないことをしたな……ならば、我があいつのことを生き返らせてやればいいのか？」


「な!?……気軽に言わないで。サクラは、魂まで『闇ヤミ』の魔力に飲み込まれてしまったのよ。どんな魔ま乖かい咒じゆでも、もう助けることはできないわ……」


「お前と我の力を同等と思わぬことだな」


　源げん祖そは、口くちの端はしを持ち上げて薄うすく笑った。その笑みは、なぜか見るものをゾッとさせる、冷たい笑みだった。


「……我の力ならば、この世から抹まつ消しようされた者を蘇らせることも可能だ」


「なら！」


　サクラリスは、生き返る？　ナイトは、興奮して叫んだ。


「なら、今すぐ生き返らせてくれ！」


「まぁ、そう急せくな、清すが夢む騎人ないと──我とて、封印から解けたばかりで本調子ではない。何事も、慌あわてるのはよくない」


　そんな台詞せりふを吐はきながら、源げん祖そは勝手に部屋の中にあったイスに腰こし掛かけて、足を大きく投げ出し、行ぎよう儀ぎ悪く座った。


「……地上の空気を吸うのも、五万年ぶりだ。なんとも魔力が薄くなったものだな、地上も……」


「昔は違ったのか？」


「無論だ──かつては魔ま術じゆつ師しが世界を支配していた。奴やつらは自分たちのすごしやすいよう、大気の組成すらも変質させていたからな……」


　源げん祖そは少しだけ、昔を懐なつかしむように言った。


「そうだ。なにもかもが懐かしい──我は、いや、我らは、その魔術師と、この星の覇は権けんを賭かけて戦ったのだ。犠ぎ牲せいになった者はあまりに多かった……『闇シユトレンベルグ』『滅ヘルブスト』『偽フイツテイヴアルホツク』『歪クライン』『無カナン』『時クロノ』『異ゾルグ』『■』……みな、死んでしまった……今残っているのは我一人……まったく、我は、なにをしたものかな？」


　首をひねりながら、源げん祖そはゆっくりと、立ち上がった。


「ふむ……諸君。どうやら少し状況が変わった」


「どういうことだ？」


　源げん祖そはまたも、大おお仰ぎように肩をすくめて見せた。


「お前たちがサクラと呼ぶ少女を生き返らせてやろうかと思ったが──その必要がなくなったということだ」


「なんだと？」


　なんだ？　今度はなにを考えているんだ、この男は？


「今の我には、もうなにもない──かつては、身勝手な人類を恨うらみもした、憎みもした、悲しかった、悔くやしかった、恐おそろしかった、狂くるいそうだった……だが、それらの感情も全て、五万年の長い時が、すり減らしてしまった……我の中にあるのは、空くう虚きよな隙間のみだ。我はここでいったいなにをすればいいのか、自分でもわからなくなってしまった」


　額に手を当てて頭を振ふる源げん祖そ──そこで源げん祖そは、唐突に告げた。


「やることがなにもないから──とりあえず、今の人類でも滅めつ亡ぼうさせてみることにしようかと思う」


「な!?」


　あまりに突とつ然ぜんの宣言だ。それ以前に、論理が飛ひ躍やくどころか破は綻たんしていて、全く意味がわからない。


「どういう理り屈くつだ、それは!?」


「わからないのか、清すが夢む騎人ないと？」


　つまらなそうな表情で、源げん祖そはナイトを見た。


「理屈などない」


　源げん祖そは、静かに言う。


「そもそもあらゆる物事に理由を求めるのは人間の悪あく癖へきだ──世界には、宇宙、この世のありとあらゆる全てのものに──意味など最初からないのだ。そこに人間が後あと付づけであらゆる意味を付ふ与よしたにすぎない」


「そんなことを聞いているんじゃない。なんでいきなり、人類滅亡なんて、話が飛ぶ！」


「言ったろう？　理由などない」


　源げん祖そは、あっさりと答える。


「やるべきことが、我にはないのだ。だから、別になにをしてもいい──強いて言うなら、なんとなくだ。なんとなく、人類でも滅亡させようかと、思っただけだ」


「ふざけるな！　そんなめちゃくちゃな話！」


「どけ、ナイト君っ！」


　アイリスの声が聞こえた瞬しゆん間かんには、ナイトの傍かたわらを、風のような速さでアイリスがすり抜ぬけていった。


「こいつに話し合いは通じん！」


「ふん？」


　アイリスの拳こぶしが、源げん祖そに叩たたき込こまれる、だが、源げん祖そは恐るべき反応速度で、アイリスの拳を片手で受け止めた。


「相変わらず血気盛んなようだな、『滅ヘルブスト』」


「クッ！」


　アイリスが、そのまま至し近きん距きよ離りから、連続で肉にく弾だん戦せんを仕し掛かける。だが、その全てを源げん祖そは受け止め、ダメージらしいダメージを受けていない。


　ナイトには、信じられなかった。アイリスの攻こう撃げきは、それこそ肉眼で視認不可能なほど早く、手の先がぶれて見えない。その衝しよう撃げきだけで、部屋の中の家具がはじき飛ばされてしまうくらいだ。なのに源げん祖そは、たいして力を入れている様子もないのに、全て受け流していく……


「ふむ……こんなものか」


「グッ」


　一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて、源げん祖そがアイリスの胴どうを、思いっきり蹴けり飛とばした。アイリスの小さな体が弾だん丸がんのようにはじき飛ばされ、部屋の壁かべを突つき破やぶって外へ転がり出てしまう。


「『滅メツ』！」


　ヨルが、慌てて外へ飛び出そうとする。だが、そのヨルの前に源げん祖そが現れた。数メートルの距きよ離りとはいえ、一瞬で瞬間移動したような動きだった。


「『闇シユトレンベルグ』よ。我は別にお前のことを、恨んではいない」


「ッ──」


　息がかかりそうなほど、ヨルに顔を近づけて言う源げん祖そ。ヨルは、なにもできないまま源げん祖そに接近され、短く息を呑のんだ。


「何万年も前の恨みなど、今の我は完全に消しよう却きやくした……今の我には憎ぞう悪おも憤怒もカケラもない、穏おだやかな気持ちだ」


　と、ヨルの顔面を、源げん祖そはわしづかみにした。


「ア、アァッ！」


　ギリギリと、恐ろしい握あく力りよくが、ヨルの頭を締しめ付つける。頭ず蓋がい骨こつのきしむ音が聞こえそうだ。あろうことか、源げん祖そはそのまま腕うでを持ち上げた。ヨルの両足が、完全に浮ういてしまう。


　プロレスで言うところのアイアンクローだ。ヨルが細身の少女であるとはいえ、片かた腕うででそれをやってのける源げん祖そは恐ろしい腕わん力りよくである。


「貴っ様ぁぁぁぁぁぁぁ!!」


　ナイトとて、それを黙だまって見ていたわけではない。『万夫不刀バンプフトウ』の鞘さやを投げ捨て、両手にその刀を構え、猛もう然ぜんと、源げん祖そに斬きりかかったのだ。だが──


「ふむ」


　源げん祖そは、ナイトのその攻撃を、片手で受け止めた。


「なっ！」


　満身の力を込めた一いち撃げきだったというのに、源げん祖そはナイトの方をほとんど見ることなく、右手の人差し指と中指、その間に刀身を挟んで、その攻撃を受け止めたのだった。


「〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉、今の時代にも残っていたか──確かにその刀は厄やつ介かいだな。それで斬られては我も無事ではすまない。だが、それも所しよ詮せん使い手がこの程度では、宝の持もち腐ぐされだな」


　源げん祖そが、ナイトの刀を摑つかんだ手を振る。それだけで、ナイトの体は、まるで自動車にはねとばされたような衝撃とともに壁にたたきつけられ、そのまま庭へ転がり出た。


「ガハッ！」


　息が詰つまり、のどの奥から血の混じったツバがはきだされた──なんだ、こいつは？　強すぎる……ここまで一方的にやられるなんて、初めてだ。それも、源げん祖そは特別魔ま乖かい咒じゆを使ったわけではない。ただ、体術のみでナイトをあっさりと蹴け散ちらしてしまったのだ。


「こ、こいつ……」


　ヨルは、いまだ源げん祖そに頭を摑つかまれたままだ。その様子がナイトの位置からでも、壁の穴を通じて見える。ヨルは宙づりにされたまま必死に手足を動かして、源げん祖そから逃のがれようとしている。だが、源げん祖その万力のような腕は、ピクリとも動かなかった。


「そうだ、『闇シユトレンベルグ』。我は別段、なにも感じていない──故にな」


　ドガンッ！


　源げん祖そが、摑んだヨルの頭を思いっきり、足下の床ゆかに叩きつけた。ヨルの体が衝撃で浮き上がるほどの勢いだった。


「あぁっ！」


　ヨルの頭がぶつかった床が、抜ける。床ゆか板いたが割れて、めくれ上がる。ヨルの金きん髪ぱつに、たちまち真っ赤な血が染みてくる。


　源げん祖そは、ヨルの頭を摑んだまま、もう一度持ち上げた。


「このようなことをしても……我はなにも感じない」


　もう一度──同様に、源げん祖そは、ヨルを、床に叩きつけた。今度はそれだけではない。何度も何度も、腕力でヨルの頭を持ち上げては、床に何度も叩きつける。鈍にぶい打だ撃げき音おんが、何度も響ひびく。


　ヨルの悲鳴も、やがて、聞こえなくなった。再度源げん祖そがヨルの体を高く持ち上げたとき、ヨルの体はだらんと垂れ下がって、生気が残ってない有様だった。その頭は、血で赤黒く変色していた。


「いまの我には憎にくしみも怒いかりもない──お前をこうして痛めつけても、我は暴力に酔ようわけでも、嗜虐的喜き悦えつを感じるわけでも、復ふく讐しゆう心しんを満たすわけでもない。なにも感じない──でもそれは関係ないのだ。人間は他人を傷つけることにすら、何の理由もいらない。人間とは、理由なしに他者を攻撃できる生物だ」


「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！」


　ナイトは、雄お叫たけびを上げた。キレた。いま、確かに、ナイトの頭の中でなにかがキレた気がする。もう、赦ゆるせない。どんな理由があろうと、こいつだけは、この男だけは、絶対に赦せないっっ！


　ナイトは手にした『万夫不刀バンプフトウ』の切っ先を、足下に突つき刺さした。もう、他のことには目がいっていなかった。今は、そんなことを考えるだけの余よ裕ゆうがない。今は──なによりも、あの男を殺してやりたい!!


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　わき起こる殺意にのみこまれるように、体が勝手に動く。『万夫不刀バンプフトウ』を、前へ、大きく突き出だすようにしながら、一気に引ひき抜ぬく。瞬間、地割れが起きた。


　刀の切っ先から、源げん祖そめがけて、地割れが一直線に伸のびていく──『天地神明破乖剣テンチシンメイハカイケン』。〈七剣八刀ソード・オブ・ブレイド〉が使う、必殺の太た刀ちだ。


「ふむ、こんな技も使うのか──だが、所詮見た目だけの技だな」


　地割れが目前に迫せまりながらも、源げん祖そは悠ゆう々ゆうとしていた。今から回かい避ひすれば、十分にさけられる──そんなはずだった。


「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」


　だが、その地割れの後方から、風のような速さでナイトが飛びだしてきた。それは源げん祖そにも予想外だったようだ。


「ほぅ」


　ザシュッ、と、ナイトが手にした『万夫不刀バンプフトウ』が、源げん祖その片手を斬きり離はなし、ヨルの体が解放される。


「ヨルッ!!」


　ナイトは空中でヨルの体を抱だきかかえ、退たい避ひ行動に移った。その直後、ナイトの背後を、地割れと衝しよう撃げき波はが通り過ぎていく。間かん一いつ髪ぱつだった……


　ナイトはヨルとともに庭に飛び出した。家は、たったの一撃で半はん壊かい状態だった。それだけではない。力の加減ができなかったため、巨きよ大だいな地割れは、隣となり近きん所じよまでも巻き込むほどの大だい惨さん事じになっていた。
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「派手にやったな、ナイト君」


　アイリスもうまく逃にげていたらしく、ナイトのそばに近づいてきた。


「あぁ……加減が、できなかった」


「加減などしている余裕はないぞ……あいつ、効いた様子がない」


　アイリスのつぶやくとおり、家の残ざん骸がいの中から現れた源げん祖そは、右手を失いながらも、平然としていた。


「あの技を目くらまし代わりに使ったか……今のは、少し予想外だったな」


　言いながら、源げん祖その片腕が、再生されていく──ものの数秒で、斬り落とされた腕が元に戻もどった。あまりに非常識で、理り不ふ尽じんな存在──だが、ナイトの心は、すでに決まっていた。


「源げん祖そ！　俺はお前を、赦さない！」


　ナイトは、その強大な敵に向かって、叫さけんでいた。


「お前がなにを言おうと、俺はお前を赦せない！　絶対に、倒たおしてみせる！」


　そうだ──確かに、源げん祖そにはもう、憎悪の心はないのかもしれない。でも、それで源げん祖そは終りはしないのだ。源げん祖そとは──本質そのものが邪じや悪あくな存在、悪の根源とも言うべき存在なのだ！　なぜならば、奴やつは罪悪感のカケラも抱いだくことなく他者を害することのできる存在なのだ。それを悪と呼ばずして、なんと呼べばいい。


「ふむ……清すが夢む騎人ないと。我に、あらがうというのか」


　淡たん々たんと、源げん祖そがつぶやく。


「我との力の差はすでに歴然だと思うが、なおも刃は向むかうか？」


「力が強いとか、弱いとか、そんなのは関係ないっ!!」


　ナイトは叫んだ。


「たとえどんなに力が強かろうが、間ま違ちがっている相手には最後まで刃向かう、絶対に倒す！　人間なら、当たり前の行動だ！」


「青いな、清すが夢む騎人ないと……そして、甘い。どうやらお前は、本当の絶望というものを知らぬようだ」


　源げん祖そが、肩かたをすくめた。だが、ナイトはなおも叫ぶ。


「黙れ！　絶望ならなんどもした。挫ざ折せつなんて数え切れない回数してきた。それでも、俺は何度も絶望からはい上がり、立ち上がり、必死に戦って、必死に生きた、その証として今ここにいるんだ！」


「それが甘いというのだ──本当の絶望を知るものは、おまえのようにはならない──かつての我のようにな」


　源げん祖そが、笑う。見るものをゾッとさせ、同時に畏い怖ふさせる力を持った笑みだった。


「少し、興味が湧わいたぞ、清すが夢む騎人ないと」


　源げん祖そが、つぶやく。


「お前を一度、絶望のどん底に、叩たたき落おとしてみたくなった」


　つぶやいた、源げん祖その姿が消えた。と思ったら、ナイトの真横にいた。


　衝しよう撃げき──息ができない。胸を、蹴けられたのだと気づいたのは、地面に叩きつけられた後だった。


「グ、グ……」


　地面を転がって傷だらけになりながらも、刀は手放していない。ナイトは、立ち上がって源げん祖そをにらんだ。だが──


「貴様……なにをしている」


「ふむ、見ての通り、人質という奴だな」


　源げん祖その手から光でできたロープが伸び、そのロープが、ヨルとアイリスの二人を縛いましめていた。


「こ、これは……切れん」


「力が、抜ぬけていくわ……」


　ヨルとアイリス、二人とも逃れようとしているようだが、細く見えるその綱つなは、ビクともしなかった。


「安心しろ、清すが夢む騎人ないと、すぐには殺さん。これはな、ゲームだ」


「ゲームだと？」


　源げん祖そが、頷うなずいた。


「そうだ。貴様に己の無力さを教えてやるためのゲームだ──今から一週間後、七日後に、我は、この二人を殺すことにしよう」


「な！」


「我は逃げもせんし、隠かくれもせん。お前は好きなときに我に挑いどむがいい。何度挑んでも構わん。一週間以内にお前がこの二人を救い出すことができたならお前の勝ち。できなければ──我はお前たち三人を殺すだろう」


　源げん祖そは淡々と、そう告げた。


「ふざけるな、なにがゲームだ！」


「お前に拒きよ否ひ権はない──せいぜい我を楽しませるように、動いてみるがいい」


　源げん祖そは、ふと顔を上げた。


「ふむ……ここに長居するのも面白くなさそうだな。いったん退ひくとしよう」


「待て、どこへ行く！」


「安心しろ。逃げはせん。勝負を挑みたければ、いつでも来い」


　そう言い残して、源げん祖その姿はかき消すように消えた。同時に、ヨルとアイリス、二人の姿も消えた……


「く……くそぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」


　ナイトはその場に膝ひざをついて、絶ぜつ叫きようした──なんてことだ。なにもできなかった！　目の前に敵がいながら、ナイトはなにもできなかった！　それがなにより、悔くやしかった！


　だが、対たい峙じしていただけで源げん祖その途と方ほうもない力ははっきりわかった。今のナイトでは、とても敵わない、強大なまでに凶きよう悪あくな力……勝てないと、すでにナイトが本能で悟さとっていたのもまた事実だった。


　だが、しかし、だからといって、それで諦あきらめるわけにはいかない！


「サクラが死んで……ヨルと『先生マイステリン』が人質にされて……俺はいったい、なにをしていたんだよ！」


　地面を叩き、嘆なげくナイト──と、その瞬しゆん間かん、ナイトは大きな力のうねりを感じた。


「なんだ？」


　なにか、大きな力を持った存在が近づいてくる……源げん祖そ？　いや、違ちがう、この気配は……


　ナイトの目の前で、ゲートが開いた。人一人が通れるサイズの、光の壁かべだ。そのゲートから、転がり出るようにして、黒い人ひと影かげが飛び出してきた。


　地面に横たわる黒い影かげ──いや、その姿には見覚えがあった。ぐったりとしたその姿──その顔は、ヨルにそっくりだった。


「そんな、ヨル!?」


　慌あわてて抱かかえ起こすが──よく見れば、ヨルではないと気づいた。


　確かに顔はヨルと似ている。だが、髪かみが黒い。着ている服装も、さっきまでのヨルとは別物だった。髪も爪つめも、漆しつ黒こくに染まったこの姿──ヨルが、『魔王エル・ケーニツヒ』として覚かく醒せいした姿に似ていた。だが、彼女がヨルではないことは、ナイトにははっきりわかった。どんなに見た目が似ていても、本質が違えば、ナイトにはすぐわかった。


「そうか……あんた、始祖か？」


「……えぇ、ごめんなさい、清すが夢む騎人ないと、最悪の結果となってしまったようだわ」


　黒い目でナイトを見上げた彼女──始祖は、ナイトの手をやんわりと押しのけ、自力で立ち上がった。


「私の全ての力を使って自じ爆ばくをしたものの、計算以上に威い力りよくが出なくて、結果としてあのお方にはほとんどダメージを与あたえられなかったの。自爆が無む駄だだとわかった瞬間、私は自爆コードを中断して肉体の再構築に走ったのだけれど……手て遅おくれだったわ。こうしてなんとか動くことくらいはできるけど、今の私に残された魔ま力りよくはあまりに乏とぼしい……この肉体も、数十分程度で活動を停止してしまうでしょう」


　と、状じよう況きようを説明する始祖。その姿に、少し違い和わ感かんを感じた。


「あんた……さっきと雰ふん囲い気き違ちがうな？」


「えぇ……祭さい壇だんの防衛プログラムのほとんどが自爆によって破は壊かいされたわ。今の私は、私本来の人格プログラムが強く前に押し出た状態よ」


　となると、これが彼女の本来の性格ということか？


「私たちの計算外の状況よ……あのお方の憎にくしみは、すでに消えていた──だというのに、あのお方は変わってしまった。あまりに深い絶望が、あのお方の心を永遠の牢ろう獄ごくに陥おとしいれてしまった……もう、私に打つ手はないわ。あのお方をお救いすることは、誰だれにもできない」


　始祖はそう言って、絶望とともにその場に座り込んだ。ナイトは、そうか、と頷いた。


「そうか」


　そしてナイトは、始祖に背を向けて歩き出した。


「俺は行くぞ」


「どこへ行くの、清すが夢む騎人ないと？」


「決まっている。ヨルと『先生マイステリン』がさらわれたんだ。あいつを、絶対に倒す！」


「それが不可能なことは、すでにあなたも気づいているはずよ、それでも行くというの？」


「知ったことか！」


　ナイトは、短く吐はき捨すてた。


「源げん祖そがどれだけ強かろうが、そんなのは関係ない──あいつが倒さなきゃいけない俺の敵だっていう事実は、どこまでいっても変わらないのさ」


「そう……」


　ナイトは、だが、前に伸のばした足が、大きく傾かたむくのを感じた。


「ウッ……」


　その場に、膝をついてしまう──ナイトの体力は、すでに限界が近い。三日間まともな休息も取らずに修行して、今まで源げん祖そを相手に、無茶な戦いを続けていたのだ。特に、空間を切きり裂さくなんて荒あら技わざを連発したのが辛つらかった……もう、ナイトには、走り出す程度の体力も残されてはいないのだ。


「無茶はやめなさい、清すが夢む騎人ないと」


「黙だまれ……今無茶をしないで、いつするんだよっ！」


　ナイトは、気き迫はくで立ち上がる──大声を出すたびに、視界がかすむ……自分で思っている以上に、肉体の限界が、近いようだ。


「清すが夢む騎人ないと──そう、あなたはやはりそうなのね」


　ふわりと、ナイトの体を暖かいものが包み込む。気づくと、ナイトの体を背後から、始祖が抱だきかかえていた。ナイトは不思議と、安らぐような気分になった。疲つかれが、すこしだけ和らいだ気がする。


「この状況でも、なおも諦めずに戦い続ける──やはりあなたは、あのお方にどことなく似ているのね」


「あぁ……俺は、二人を助けるまで、絶対に、諦めない……」


「……実はね、あなたに渡わたすものがいくつかあるの」


　始祖が、指をぱちりと鳴らした。すると、今までどこにいたのか、小さな人影が、ナイトにすり寄ってきた。


「わーい、ナイトくんだ～」


　ナイトの足下に駆かけ寄よって、ナイトにほおずりするその姿を見て……ナイトは、目を疑った。


「サクラ……なのか？」


「もちろんぼくだよ～」


　嬉うれしそうにほほえむその姿──間ま違ちがいなく、サクラリスだった。なぜ、こんなところに？


「私の魔力に彼女は飲み込まれ、体のほとんどが分解されたわ……でもそこで私が自爆を中断して肉体の再構築を行ったため、ギリギリで、彼女の魂たましいは残っていたの。私は残った力を使って、彼女の体も再構築したの」


「そう、だったのか……」


　ナイトは、その場に膝をついた。小さなサクラリスとは、それでようやく視線の位置が近くなる。ナイトはそのまま、サクラリスの体をやさしく抱きしめた。


「よかった……本当によかった、サクラ、助かったんだな」


「いたいよ～、ナイトくん」


　ナイトの手の中でサクラが少し暴れるので、力を緩ゆるめた──本当に、よかったと思う。ナイトが必死に戦った、甲か斐いがあったというものだ。


「あれ、ナイトくんないてる～。どうしたの？」


「あぁ……なんでもないさ、サクラ」


「ふ～ん。まあいいや。ナイトくん、やくそくしたよね。またあったら、いっしょにあそぼうって。これからいっぱいあそぼうね」


「あぁ……もちろんさ」


　答えながら、ナイトはふと違和感を覚えた……サクラリスの口調が、子供らしいというか、少し舌っ足らずな感じになっている。口調にしたって、以前のように回りくどくはない。なんだか、変だ。


「残念ながら、清すが夢む騎人ないと。私の力でも、彼女を完全に再構築することは不可能だったわ」


　ナイトの疑問に気づいたか、始祖が説明する。


「彼女がサクラリスと呼ばれる少女であることは間違いないし、あなたとすごした記き憶おくも全てある──でも、かつての強大な魔力を彼女はカケラも持っていないわ。今後も、彼女の魔力が回復する見込みはないでしょう。同時に、『天テン才サイ』と呼ばれるほどの高い知性、知識もほとんどが失われ──今の彼女は、外見通りの、ただの幼女にすぎないわ」


「そんな……」


　それでは……命が助かったとはいえ、意味がないんじゃないか？


「だいじょ～ぶだよ、ナイトくん」


　そんなナイトの心配に気づいたか、サクラリスは、ナイトの目の前で笑った。


「たしかにまえのぼくはすごいたくさんのことしってたよ。いまのぼくはすこしバカになっちゃったよ。でもぼく、いちばんたいせつなことはちゃんとおぼえてるもん」


「いちばんたいせつなこと？」


「ぼくとナイトくんがともだちで、ぼくがナイトくんのことをだいすきだってことだよ～」


　そこで今度はサクラリスが、ナイトの首筋に抱だきついた。


「だからぼく、これからはずっと、ナイトくんといっしょにいるね」


「サクラ……」


　あまりに高すぎる知性は、幼いサクラリスを苦しめるだけだった。それがあったばかりにサクラリスは誰にも気づかれないまま、一人涙なみだをこぼしていた──『天テン才サイ』と呼ばれる力は、彼女にとって決して幸せな力ではなかったのだ。


　そう、だからきっと、これもまた、一つの答えなのだ。ナイトは、サクラリスを救い、サクラリスもまたナイトを助けた。その結果、サクラリスは力を失いながらも、こうして無事戻もどってきた──今はこれで、満足するしかないのだ。


「清すが夢む騎人ないと、これであなたには新たな選せん択たく肢しが現れたわね」


　始祖が、そうつぶやく。


「どういうことだ？」


「あなたには、サクラリス、彼女を育てる義務があるわ」


　え？　と、ナイトはサクラリスを見た。サクラリスは、不思議そうに首をひねっている。


「逆に尋たずねるけど、彼女はこの先、どうやって生きていけばいいの？」


「それは……」


「魔力を完全に失ったものを受け入れるほど八や祖そ本家は甘くない。厄やつ介かい払ばらいされるだけよ。それでいいの？」


「いいわけあるか！」


「彼女にはもどるべき家がない。今あるのは、あなたという存在だけ。私自身、まもなく消えゆく身よ。今ここにいるあなたには、彼女を幸せにする責せき務むがあるわ」


「……そうだな」


「あなたがこのままあのお方と戦い、あなたが死ねば、彼女はまた孤こ独どくになってしまうでしょう。あなたはそれでもまだ、戦いに赴おもむくの？」


「俺は……」


　考えてしまう。この年で、こんな小さな子供を育てる責任があると言われても、ナイトにはまだぴんと来なかった。でも、サクラリスを見捨てる気だってナイトには毛頭ない。どうすれば……


　クイクイ


　サクラリスが、小さな手で、ナイトの服の裾すそを摑つかんだ。


「よくわかんないけど、だいじょ～ぶだよ、ナイトくん」


　サクラリスが、笑顔とともに言った。


「ナイトくんがやりたいことをやればいいんだよ～。ぼくも、たぶん、それがいちばんうれしいよ～」


　その笑顔を見て──ナイトの、覚かく悟ごは決まった。


「俺は……源げん祖そを、倒たおす、今度こそ、絶対に──そして、ヨルも『先生マイステリン』も助け出す！　サクラリスだって、幸せに育ててみせる！　なにも諦あきらめたりはしない……俺は、必ずやり遂とげてみせる！」


「そう」


　始祖は、短く頷うなずいた。


「覚悟を決めたのね……いいわ。ならば私も、最後の力をあなたに託たくしましょう」


　始祖が、頷いた。


「あなたから預かっていた力を、あなたに返しましょう」


「俺の、力？」


「覚えていないのかしら……我が名は、ヤミエルミ・シュトレンベルグ。シュトレンベルグ家始祖にして、〈始原の闇あん黒こく〉と謳うたわれた『魔王エル・ケーニツヒ』の一柱」


　改めて、始祖の顔を見て、ナイトは気づいた。そうだ、この顔、この姿には、確かに見覚えがある。


　かつてナイトが『偽ニセ』の魔ま宴えん参加者、ミハイルと戦ったとき、ナイトの中にいた源げん祖そが、ミハイルの邪じや眼がんを奪うばって吸収した──そのときナイトは、暴走する千里眼の力で過去の世界をのぞいたのだ。その時、確かに『魔王エル・ケーニツヒ』の一人、『闇ヤミ』の始祖と、邂かい逅こうしたのだ！


「あのときのあなたでは、系統の異なる魔ま乖かい咒じゆの制せい御ぎよができていなかった──だから私は、あなたからその目と、魔ま力りよくの一部を奪ったわ。私は当時、今現在起こっている最悪の状じよう況きようをすでに予知することができた……今のあなたなら、この魔力を、制御できるかもしれない」


　始祖が、ナイトに手をかざした。その手から、ナイトに向かってなにかが流れ込んでくる。それは熱い、熱い、同時に凍いてつくように冷たいなにかだった。


「うっ！」


　ナイトの、右目がうずく……今まで、視力がほとんどなかった右目だ。その目が、今、燃え上がるように熱く、ナイトに激痛を与あたえてくる。


「ぐぅぅぅ!!」


　だが……やがて、その目の痛みは、徐じよ々じよに収まっていった。


「……どうやら、適合したようね」


　始祖がつぶやく。ピシッと、始祖の顔に、亀き裂れつが走った。


「おい、あんた……」


「私の肉体も限界ね……オマケよ。私に残った魔力も全部あげるわ、すこしは足しになるでしょう」


　ナイトの体に、さらに別種の魔力が流れ込んできた──だが、今のナイトの肉体は、その力すらも受け入れてしまう。


　ピシピシ──始祖の全身に、亀裂が走る。ボロリ、片手が肘ひじから落ち、地面に落ちて粉々に砕くだけ散ちった。


「おい！」


「私はここまで……後は全て、あなたに託すしかできない……ふがいない我々を笑いなさい」


　始祖は、苦笑した。いや、苦笑というより、その顔は泣き笑いに近かった。


「こんなこと言えた義理ではないけれど──お願い、清すが夢む騎人ないと。あのお方の魂を救って」


　始祖の体は、亀裂によって崩ほう壊かいした。消え去りながらも、始祖は最後まで、ナイトに嘆たん願がんし続けた。


「我々はせめて、せめてあのお方に、死後の安らかな眠ねむりだけでも、捧ささげたかった──その願いを、どうか、叶かなえて……」


　始祖は粉々となって、その破片すらもかき消すように消えていった……後には、ナイトと、サクラリスだけが残った。


「ナイトくん……」


　サクラリスが、ナイトを見上げる。ナイトは拳こぶしを強く握にぎりしめ、頷いた。


「サクラ……俺は誓ちかう。絶対に、源げん祖そを倒して、みんなが──みんなが笑える、最高の結果を、手に入れてみせるって！」


　ナイトは改めて、『万夫不刀バンプフトウ』を手に、誓うのだった。


「そうだ、必ず、今度こそ、みんなが納得できる結果を、手に入れてみせる！」


　傍かたわらに立つサクラリスは、そんなナイトを、まぶしそうに見上げているのだった。





　ドサリ、アイリスとヨルの二人は乱暴に投げ出された。


「そこで大人しくしているのだな」


　と、源げん祖そは言って、姿を消した。アイリスはそこでようやく体を起こし、状況を確認することができた。


「まったく、乱暴に扱あつかってくれたものだな……」


　そこは、どこかの一室だった。十メートル四方ほどの広さ。二人でも狭せまいとは感じない大きさだ。家具もなにもない、ともすれば殺風景にも見える部屋であった。壁かべや床ゆかは見たこともない材質らしく、表面はなめらかで七色の光こう沢たくを放っていた。


「しかし、まさか拘こう束そくもせずに私を放置するとは……舐なめられたものだな」


　ここに来るとき縛しばられた魔力の縄なわは、すでにない。アイリスもヨルも今は自由に動けた。


「おい、『闇ヤミ』。とっとと起きろ。昼ひる寝ねの時間は終りだぞ」


　声をかけるが、ヨルは起きる様子がなかった。眉まゆをひそめて様子を見てみると、気を失っているだけのようだ。おそらくだが、『闇ヤミ』の始祖に魔力を奪われたショックに体がついて来れなくて失神したのだろう。とりあえず命に別状はなさそうなので、放っておくことにした。


　アイリスは壁かべ際ぎわに立ち、かるく壁を叩たたいて感かん触しよくを確かめた。


「ふん……これを破るのは骨だな。魔力反射素材を使っているようだ」


　アイリスの怪かい力りきをもってしても、この壁を破は壊かいするのは難しい。


「いや……仮に脱だつ出しゆつできたとしても、あの源げん祖そを相手にするのは辛つらいな」


　源げん祖そ、その本体の力は圧あつ倒とう的てきだった。先ほど、アイリスは手も足も出ないまま一方的にやられてしまうほどだった。これほどの相手と戦ったのは、何年ぶりだろう。


「源げん祖そは、強いな」


　それがアイリスの率直な感想だった。彼女が素直に認める相手は、そう多くない。


「あいつ、ヘタをしたら絶端たちばなのジジイと同じか、それ以上に強いな」


　アイリスにはわかった。数え切れないほどの戦場と死線をくぐり抜ぬけてきた彼女には、源げん祖その持つ底知れない実力を、感じ取ることができた。


「あぁ、まったく、まさかこんな時に、この私が、思わず本気を出そうか迷ってしまうほどの奴やつと出会えるなんて想定外だよ、ふふふふふ」


　アイリスの口元に微び笑しようが浮うかんだ。それは楽しそうだが、同時にどこか歪ゆがんだ部分のある笑みだった。


「でもなぁ、源げん祖そ。残念だけどここはお預けだよ。貴様如ごときにくれてやるほど、私の本気は安くない」


　フッと、短く息を漏もらしたアイリスは、自分の手のひらを見つめた。


「……私が本気を出せるのも、後一度で限界だからな……」


　ナイトの祖父にも聞いてきたのだ。たぶんそれで間ま違ちがいない。あの年寄りは、そういう見立ては確かなのだから。


「ナイト君。君には少し荷が重いかもしれないが──君の力で奴を倒してもらわねばならないのだよ」


　低い声でつぶやくアイリス。


「そして君には実力で、私の元にたどり着いてもらわねばならない」


　それこそが、アイリスの悲願──





　今日の昼間──


　アイリスは人知れず、赤あか霧ぎり市しに向かっていた。自分がナイトについて出かけていたということを、できればナイト本人には気づかれたくなかった。そのためには、ナイトよりも早く、清すが夢む邸ていに戻もどっている必要がある。


　ナイトに気づかれないようにするには、ナイトの乗る列車は使えない。もっとも、アイリスの実力ならば自力で走ったって、電車にはそうそう負けない。


　とはいえ、このままだと街への到とう着ちやくはほぼ同時。急ぐ必要があるようだ。


　人目のない道を文字通り疾しつ風ぷうの速さで駆かけるアイリスだったが──ふと、違い和わ感かんを感じて大きく跳ちよう躍やくした。


　次の瞬しゆん間かん、アイリスの周囲に炎ほのおの壁が巻き上がった。


「ふん、こいつは？」


　足を止めて周囲を見回す。紅ぐ蓮れんの炎が地面から立ち上り、アイリスを完全に包囲していた。凄すさまじい熱気だ。手足の先がじりじりと焼けるような、そんな違和感さえ覚えるほどの熱気だ。


「よぉ、待ってたぜ……」


　炎の壁の向こうから、人ひと影かげが現れた。燃えさかる炎の熱をものともせず、真っ白いスーツに全身を包んだその男──五ご聖せい竜りゆうの、フェンである。


「五聖竜か……こんなところで奇き遇ぐうだな」


　アイリスは微笑とともにアイサツをする。自分でも白々しいとは思う。奇遇なはずがない。この男は、アイリスのことを待っていたに決まっている。だが、なんのために？


「おぜうちゃん……やってくれたな、あんた」


　フェンはそう言うと、おおげさに肩かたをすくめた。


「あぁ、まったく、こいつはちょいとばかりＯＩＴＡが過ぎたってもんだ。まったく、困ったもんだぜ」


「話が見えないのだがね？」


「さっきぼーやと会ったぜ」


　ナイトはどうやら、アイリスより先に街に入ったらしい。面めん倒どうだな、アイリスは頭をめぐらせた。ここから全力疾しつ走そうをすれば、まだナイトに追いつけるギリギリのラインか……


「ぼーやが、刀を持っていた……ありゃぁ、キョウシロウのＫＡＴＡＭＩだ。まったく、困った話だよな」


「なにが言いたいんだね？　できれば急ぎたいのだがね」


　アイリスがフェンの仕草をまねて肩をすくめた。フェンはそれを見て、ボウシのツバを押し上げる。


「俺はよぉ、もう五聖竜は抜けたんだ。だからおぜうちゃん、あんたたち魔乖術師と戦うＲＩＹＵＵはねぇ」


「なら、あまりかまってもらいたくないのだがね」


「……キョウシロウが死んだ後、俺はあいつの死体を探したんだ。けっこう探したと思うんだけど、結局見つからなかった」


　フェンが急に独白を始めた。


「まぁ、別に珍めずらしくはねぇ。キョウシロウをぶっ殺すほどの相手なら、死体一個消し飛ばすくらいの力はある──俺も半ばあきらめてたよ。だけどよぉ、どういうわけか、今日ぼーやが、キョウシロウの刀を持って帰ってきた。変じゃねぇか？」


「どこが？」


　アイリスは固い声で尋たずねる。


「キョウシロウは、ぼーやにやられたのかとも思っていた。けどよぉ、観察していた感じ、今までぼーやはあの刀を持ってなかった──この数日で、誰だれかがぼーやに渡わたしたって考えるべきだろ？」


「────」


「俺はこれでもかなり探したが、キョウシロウの刀も、結局見つからなかった──考えられるのは、誰かが俺より先に刀を回収したってこった。そんで、その誰かってのはキョウシロウを倒たおした奴に違ちがいない。どうだ？」


「私にそれを尋ねて、答えが戻ってくるとでも？」


「答えはいらねぇよ」


　フェンは苦笑した。だが、その体からみるみる熱気が立ち上り、赤い炎となる。戦せん闘とう態勢だ。


　だが、そんなフェンを前にしても、アイリスは慌あわてた様子はなかった。


「こいつは確認だ……あんたが、キョウシロウを殺したのか？」


「あぁ」


　短く答えるアイリス、フェンは、口笛を吹ふいた。


「簡単に認めるんだな」


「隠かくす気はない……それで、敵討ちをする気か？」


「そいつが困ったことになぁ……」


　フェンは気き障ざな仕草で頭を振ふった。


「控ひかえめに言ったって、俺とキョウシロウは仲が悪かった。つるむことは多かったけど、あいつにゃ手を焼いた……まぁＫＥＮＫＡ友達ってのが一番当てはまるか？　ぶっちゃけりゃ、敵討ちするほどの義理はねぇよ」


「なら何の用だね？」


「でもよぉ、そんな奴でも、一応はＤＡＣＨＩの類なんだよ。俺もキョウシロウも、どうせいつか強い奴に殺されて忘れ去られるＭＡＴＳＵＲＯなのさ。でも、俺はまだキョウシロウのことを忘れちゃいねぇ……《神シン》から見捨てられたあいつのこと、せめて俺くらいは覚えててやらなきゃ、さすがにむくわれねぇだろ？」


「君は、思った以上に情に厚いのだな」


「俺はＡＴＳＵＩ男だからな」


　フェンは、どう猛もうな笑みを浮かべた。


「まぁそういうわけだからおぜうちゃん……俺と一戦やってもらおうか」


　アイリスとて、わかっていた。この男がここで待ちかまえていた以上、それ以外に道はないと。幸い、周囲に人ひと気けはない。この男も、あえて戦いやすい場所で待っていたということか。


「一つ尋ねるが……」


　熱気に大気が躍おどり、アイリスの長い髪かみもたなびく。凄まじい熱気にもかかわらず、アイリスは汗あせ一つかかないまま静かに尋ねた。


「……君が本気で私と戦おうとしているのはわかるが──本気で敵が討てると思っているのかね？」


「さぁて……キョウシロウの勝てねぇ奴に、俺が勝つのはまぁ、ＭＵＲＩだわな」


　あっさり認めるフェン。


「けどよぉ、勝てないから戦わねぇなんてことしたら、俺は地じ獄ごくでキョウシロウに会わせる顔がねぇよ」




[image: ]


「そうか……始めていいかね？」


「あ……」


　フェンが頷うなずいたその時に、勝負はついた。


　気づけばフェンは、地面の上に転がっていた。視界に見える体が、不自然な方向にねじれている。体はピクリとも動かない。


「……負けた、のか」


「君の負けだ」


　そうか……フェンは、なにも感じなかった。いつものような戦闘の昂こう揚ようも、敗北の屈くつ辱じよくもなにも感じない──全てが予想通り過ぎて、あまりにも当たり前すぎて、なにも感じない。


「あんた、強ぇな……」


「これでも『最サイ強キヨウ』なんて二つ名を持っているものでね」


「へぇ、あんたが……」


　声が、かすれる。フェンの視界がだんだんかすんできた。周囲を取り囲んでいた炎もいつの間にか消えていた。


「なぜ私が『最サイ強キヨウ』などと呼ばれているか、理由を知っているかね？」


「さぁ、な……」


「現実として、私より強いとされる実力者は何人もいたよ。ハインリヒ、サリュエル、絶端たちばな、グラシボアス、戦せん争そう寺じ……本当に、多くいた。けれど最終的に『最サイ強キヨウ』の二つ名で呼ばれるのは私だった。なぜだと思う？」


「…………」


「単純な話だ──私より強い奴やつは全員、私が皆殺しにしてしまったからだ」


　アイリスがあっさりと、答える。


「そしてその私が唯ゆい一いつとも言える敗北を喫きつしたのは他でもない、我が弟子、清すが夢む騎人ないと君だよ。多少の油断があったのは認めるが、まさかあんな形で負けるとは思っていなかった……いかな私といえど、けっこうショックだったさ」


　肩をすくめて独白を続けるアイリス。


「だから、ナイト君には強くなってもらわねばならないのさ。今以上に強くなってもらって──そしてその時こそ、私が本気を出して戦う時だ。その心残りがあった故に、私は生いき恥はじをさらしてでもこの世に再び舞まい戻もどったのさ」


「……それが、キョウシロウを殺した理由か？」


　アイリスは頷いた。


「ナイト君の前には強敵が次々と現れてくれるからな、実戦には困らなかった……だがいかんせん、少々やり過ぎな敵も多くてね、そういう連中は私が始末させてもらったよ。ナイトくんが成長する踏ふみ台だいになる相手ならばよし。だがしつこすぎる敵も目障りなのでね、私にできる範はん囲いで暗あん躍やくさせてもらったのさ」


「それで……キョウシロウは殺されて、俺に手を出さなかった理由は？」


「君はさほどの脅きよう威いではなかったからさ」


「はははは……」


　フェンの咽のどの奥から苦笑が漏もれた。キョウシロウがフェンより強かったのは認めるところではあるものの、面と向かって断じられるのはやはり気分のいいものではない。


「あぁ……残念だ……悪ぃ、ぼーや……お前さんとの約束、守れねぇ」


　意識が遠のいてきた。フェンがこの死の淵ふちになって思い出すのは、ナイトのことだ。ナイトとの熱い戦い──それが実現するのを夢見ながら、その前に、こんなあっさりと、自分がなにをされたかわからないままあっさり敗北するなんて……


「おぜうちゃん……頼たのみがある」


　フェンは、最後の力を振ふり絞しぼって、声を漏らす。


「……俺の懐ふところに葉巻がある……そいつを俺にくわえさせて、火ぃ、つけてもらえねぇか？」


　無性に、一服がしたい気分だった。だけど体はもう動かないから、アイリスに頼むしかない。けれど──


「断る」


　アイリスはあっさりと言った。フェンはもう声を出す力もないので、なぜ、と視線で尋ねた。


　アイリスはフェンに背を向けながら、短く答える。


「早く帰らないと、ナイト君に追いつけないのでね」


　アイリスは風のような速さで駆かけ出だし、あっという間に見えなくなった。


　そんな理由──


　残されたフェンは人知れず息を引き取った。


　生しよう涯がいの大半を闘とう争そうに捧ささげながら、最後は理り不ふ尽じんに飲み込まれて消えてしまう男の末路が、そこにはあった。





　──アイリスは先ほどの記き憶おくを思い返しながらつぶやいた。


「そうだ、ナイト君。強くなれ。源げん祖そ如ごときに負けるなよ。負けたら、絶対にゆるさんぞ」


　その時になって初めて、アイリスがこうやって生き返った意味がある。


「そして今度こそ証明しようではないか──師より優れた弟子などいないということをな」


　微び笑しようするアイリス。それは暗い、昏くらい、かすかな笑みだった。








　日本を離はなれ、海を越こえた大陸──その大陸の中央部に、巨きよ大だいなビル群がある。


　そのビルの中の一室、ワンフロアの壁かべ全てを取とっ払ぱらって作られた巨大な一室に存在する人物が、つぶやいた。


「《剣ケン》に続いて《炎エン》も殺されたようでございますね」


　静かにつぶやくその人物は──五ご聖せい竜りゆうと呼ばれる集団のリーダー格、《神シン》であった。五聖竜とは言っても、現在は三人しかいない。


「…………」


「それは悲しいことですね」


　同じ部屋にいた二人の人物──残る五聖竜のメンバー、《鉄テツ》と《天テン》は答えた。


「悲しむ必要はないのでございます──《剣ケン》がやられた以上、武ぶ闘とう派はである《炎エン》が同じ末路をたどるのは時間の問題でございました」


「それでも、僕らが悲しんじゃいけない理由はないんじゃないですか？」


「悲しむ理由はあっても、悲しむ余よ裕ゆうはないのでございます」


《神シン》が静かにつぶやく。


「同時に、日本で奴が復活したようでございます……地球の裏側にいるというのに、忌いま々いましい波動がここまで伝わってくるのでございます」


「それが、僕らの敵なんですね？　僕らの先祖が戦ったっていう」


「先祖、ではないのでございます。突とつ然ぜん変へん異いである我々に直接的な血の繫つながりはないのでございますから、先せん達だつ、と呼ぶべきでございます」


《神シン》は回りくどい口調で言った。


「我らの先達である魔ま術じゆつ師しと死し闘とうを繰くり広ひろげた魔ま乖かい術じゆつ師しの大本、源げん祖そ。それがついに現代に蘇よみがえったということでございます」


「…………」


「でも、どうするんですか？　《剣ケン》も《炎エン》もいなくなって、僕らだけで倒たおせるんですか、源げん祖そは？」


「源げん祖そなどどうでもいいのでございます」


《神シン》は答える。


「源げん祖そなど、どうなろうと構わない──重要なのは、源げん祖そが持っているはずの〈星せい辰しんの金きん貨か〉そちらでございます。魔術師と魔乖術師がかつて、それを巡めぐって争った、世界の王が全ての財宝と引ひき替かえにしてでも欲しいと願った至宝の中の秘宝、それが〈星せい辰しんの金きん貨か〉なのでございます」


　答えながら《神シン》は、静かにイスから立ち上がった。


「我々はそれを魔乖術師どもから奪うばい返すために、五万年の時を超こえてこの世に誕生したのでございます……失敗は、赦ゆるされないのでございます」


《神シン》は、自らの配下、《鉄テツ》と《天テン》を振ふり返かえった。


「二人とも、準備をしておくのでございます。我々が動くときが来たようでございます」








　それぞれの思おも惑わくが複雑に交こう錯さくする中、最後の決戦が幕を開けようとしているのだった。







（完）　







　あとがき







　ありがとうございます。毎度毎度拙せつ作さくを手に取ってくれる読者の皆みな様さま、今回たまたま本屋で手に取っていただいた読者の皆様、この本の出版に関わった全ての方々に最大限の感謝をいたしたいと思います。ボルヨルは多くの人々の手によって支えられているシリーズです。本当にありがとうございます。


　さて──八巻です。まさかここまで長く続けることができるとは、一巻を書いていた頃ころには思いもしませんでした。本当に、応おう援えんしていただいた皆様のおかげです。


　内容に関しては、前回述べたとおりの『天テン才サイ』編完結となっております。サクラリスの物語は一いつ端たんの区切りを見せましたが、物語はついに佳か境きよう。もう少しだけ続けさせていただきます。





　さらにネタバレ気味な今後の予定を書いていこうかと思います。ネタバレを見たくないという方は注意を。





　本編があのような終わり方をしたとおり、次巻が最終決戦となります。そしてそれはこの『ぼくと彼女に降る夜』という物語の終しゆう了りようということにもなります。


　一巻を書いていた頃、三巻か四巻くらい続けたいな～という野望を抱いだいていたのですが、いつのまにかそんな野望はあっさりクリアしていました。それどころか、当初の予定よりも長く続けられたために、裏設定に用意していたネタを投下して、一巻の予定よりもかなり大きな物語にまでこの話は成長してくれました。


　ただし、それは間の話が膨ぼう張ちようしたという意味です。物語としての結末は、一巻を書いていた頃にすでに漠ばく然ぜんとは決まっていました。そしてこのまま進めば、八街やちまたの思い描えがいていた結末へとたどり着くことができそうです。読者の皆様、どうか最後までおつきあいいただければ幸いです。





　さて……物語は終わりますが、八街は終わりません。そう、八街の作家生命はまだ続きます。一つのシリーズが終わる以上、新たなシリーズが必要だというのは、世の常です。というわけでそろそろ新シリーズについても色々と決定しなくてはいけません。


　現状はまだここで公開できる情報はないのですが、この『ぼくと彼女に降る夜』シリーズを楽しんでくれた読者の皆様が、そのまますんなりと入り込んで楽しめるような、そんな新シリーズを予定していますのでお楽しみください。





　近きん況きよう報告。


　パソコンの調子が悪いです。現在のパソコンは三年前に自作したものです。毎年チマチマパーツ交こう換かんしていたら、三年前と現在の共通の部分は、ケースと一個のハードディスクドライブのみという状態になっていました。今回の不調は、ちょっと原因がわかりにくいです。好き勝手ソフトを入れすぎたために動作が不安定になっているようです。


　こういうとき、手作業でソフトを消去していくのは非常に面めん倒どうです。八街はフリーの削さく除じよソフトなども併へい用ようしているのですが、整理作業というのはどうにもやる気が起きずに、結果、現在の不調となっているようです。


　実はこれを書いている今日いきなりパソコンが停止しました（←実話）。復ふつ旧きゆうに五時間も費ついやしてしまいました。文書データはバックアップがあるので安心ですが、ゲームのデータが大変なことに（←おいおい）。


　復旧後確認したら、ゲームのデータはなんとか無事でした。よかった、と思ったら、文書データが消えていました（←ヤバイじゃない）。バックアップがあるから大だい丈じよう夫ぶ、とＭＯを開こうとしたらＭＯドライブが壊こわれました（←顔面蒼そう白はく）。


　……八街は過去を振ふり返かえらない性格なのです。現在書いている文章データのみ無事だったので、結果的に大丈夫だったと納得することにしました（←現実逃とう避ひ）





　と、そんなことを書いているうちにあとがきの紙し幅ふくもつきそうです。


　それでは皆様、次回最終巻をご期待ください。




ぼくと彼かの女じよに降ふる夜よる


アビリティー・ゼロ～からっぽの未来





八やち街また　歩あゆむ
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